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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　QP:flapper
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プロローグ


１章　国家令嬢のおねがい


２章　メイドライフと執事のいる生活


３章　お嬢様には友達がいない


エピローグ





　あとがき







　プロローグ







　遠くから爆ばく音おんが響ひびいてくる。


　複数の戦せん闘とう機が上空を飛び、戦場へと向かっているのだ。


　その爆音はあまりに騒さわがしく、そして不ふ吉きつだった。


　耳を塞ふさいでしまいたくなってくる。


　だが、彼は──黒くろ鉄がね鋼コウには耳を塞ぐことはできなかった。目を閉じることもできない。


　進んでいる足を止めることは、絶対に無理だった。


　鋼は絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かをまっすぐに進み、部屋の入り口に立った。


　入り口は開かれたまま──いや、ドアだったものが外れて床ゆかに転がっている。


　廊下を先導していた執しつ事じ服の少年が、ドアの残ざん骸がいを気にした様子もなく、鋼に向かって一つ頷うなずく。


「ここから先は君一人だ。私は入れない」


「……わかったよ」


　鋼も頷き、入り口に一歩踏ふみ出した。


　入り口の向こうは、学校の教室ほどもある広さの部屋だった。


　床の絨毯は白、その上に置かれたテーブルやクッションは黒。


　机やベッドやタンス、カーテン、それにＴＶやレコーダー、パソコンなどの電器製品まで含ふくめてすべてモノトーンで統一されている。


　整せい頓とんされてはいるが、大小様々なサイズの柔やわらかそうなクッションがあちこちに散らばっている。


　その部屋の中央──小さなテーブルの前に、ぺたんと一人の少女が座り込んでいた。部屋のドアに背中を向けていて、ほとんど顔は見えない。


　背中まである長い髪かみはまばゆいほどの金色で、白いワンピースを着ている。左の肩かた紐ひもがほとんど外れていて、華きや奢しやな肩が剝むき出しだ。


　彼女はどうしようもないほど儚はかなく見え、同時に目もくらむような存在感を放っていた。


「あの」


「…………」


　鋼のつぶやきに、少女が振ふり向く。


　少女もまた、鋼を見た。


「…………っ」


　少女は何事かつぶやき、立ち上がった。ワンピースの裾すそが空気をはらんで、ふわりと揺ゆれる。


　そして、彼女は歩き出した。


　鋼の顔をじっと見つめ、まっすぐに歩いてくる。


「はがね──！」


　少女は鋼の前に立つと、絞しぼり出すような声でそう言って。


　まるでしがみつくようにして、鋼に抱だきついた。


「…………っ！」


　鋼は少女の身体からだの柔らかさと、髪から漂ただよう甘い香かおりに、頭がくらくらとしてくる。


　一いつ瞬しゆん、意識が飛びそうになり、鋼はなんとか踏みとどまる。


　抱きついたままの少女の細い身体をどうすることもできず、鋼はただ考えることにした。


　なぜ、こんなことになってしまったのだろう？


　考えながら、あらためて少女を、そして自分の姿を眺ながめる。


　客観的に見れば──


　世にもまれな美しい少女が、一人のメイドに抱きついているように見えるだろう。


　というより、そうとしか見えないだろう。


　さて、ここでもう一度──鋼は自問する。


　なぜ、こんなことになってしまったのだろう？


　なんで、僕は女装なんかして──メイドに化けて、このお嬢じよう様さまを──


　騙しているんだろうか？


　これが、黒鉄鋼の命を賭とした、壮そう大だいで罪深い噓うその始まりであり。


　お嬢様──瑞ずい鳳ほう院いん凜り々り花かとの本当の出会いだった。




　１章　国家令嬢のおねがい







「よくわかるよ」


　黒くろ鉄がね鋼コウは、深く頷いた。


　彼が通う高校には、中庭からグラウンドへ下りる長い階段がある。


　鋼はこの階段の中ほどに座っている。正確には上から六段目。彼の主観では、この位置からグラウンドを見下ろすのがもっともしっくりくる。いつもここに座るのが、彼の習慣だった。


　季節は夏が終わり、十月に入って秋が始まったところだ。時折吹ふいてくる風も、やや肌はだ寒ざむくなってきている。ここで昼休みを過ごせるのもあと一ヶ月かそこらだろう。


　鋼の隣となりには、一人の男子生徒が座っている。彼は鋼と同じくこの高校の一年生で、野球部に所属している生徒だ。


「まず君が認めなければならないのは、すべては君の勘かん違ちがいから始まったということだ。ここを認めないと、どうにもできない。わかるよね？」


「ああ」


　男子生徒は、こくりと頷いた。


　鋼はかけている黒くろ縁ぶち眼鏡の位置を軽く直し、相手の目を見ながら、さらに言葉を続ける。


「君の友人は中学時代に野球部のチームメイトだったけど、同じ高校に入ったのに彼だけ野球をやめてしまった。それだけじゃない、校内で会っても無視され、携ケ帯ー電タ話イもメールも通じなくなった。君は彼が冷たくなってしまったと感じたんだね」


　鋼は一度言葉を切り、目を一瞬閉じてから、また彼の目を覗のぞき込んだ。


「だから君はメールで彼を不実だとなじり、責め続けた。でも本当はそうじゃなかった。友人は、家計を助けるためにバイトを始めていて、野球が続けられなくなったことで君に後ろめたさを感じていただけだった。メールの返事を書けなかったのはバイトの忙いそがしさと、その後ろめたさのせいだ。もちろん、彼の家の経済状じよう況きようが苦しくなったのは彼のせいじゃない。君はそれを知った今も、まだ仲直りができない。でも、仕方のないことだよ」


　鋼は彼の目を見ながら、ぽんぽんと優やさしく肩を叩たたいた。


「君もまた、後ろめたく感じている。なにも知らず、彼を一方的に責めてしまったからだ。謝って許してもらえるか、怖こわがってもいる。でもまだ、取り返しはつく。君の友人はたいした奴やつだ。家計のために働くなんてなかなかできることじゃない。君はそんな彼に選ばれた友人だ。君も彼も、自分たちがわかり合う道を知っているはずだよ」


「……俺は許してもらえると思うか？」


「許されるための努力を惜おしまなければね」


「ああ……そうだな。うん、そうだな！」


　男子生徒は深く頷いた。


　そして、鋼に礼を言って立ち上がり、校舎のほうへと歩いて行った。ここに来たときの重い足取りとは別人のような軽かろやかな歩き方だった。


「……ふう」


　鋼は深いため息をついた。


　ケータイを取り出して、時間を確かく認にんする。昼休みはもうすぐ終わるところだ。今日の〝相談〟は少しばかり長引いてしまった。


「黒鉄君！　またここにいたんですか！」


「……げ」


　鋼は腰こしを浮うかせ、慌あわてて階段を下りようとする。


「逃にげるな！　あなた、なにしてるんですか！」


「…………」


　鋼はまた座り込み、階段の上に目を向ける。


　そこには、偉えらそうに腰に手を当てた制服姿の少女が立っていた。


「訊きくまでもないですね。またやらかしてたんですか」


「いやあ、やらかしてたとは心外だね。まるで悪いことをしてるみたいだ」


　鋼は笑って肩をすくめた。


　階段の上に立っている少女は、宮みや本もと素もと子こ。鋼のクラスメイトで、委員長でもある。


　さらさらの黒くろ髪かみを少し長めのショートカットにして、耳の上にピンを着けている。キャメルのブレザーに、赤と緑のチェック柄がらミニスカート。胸むな元もとのリボンをきっちりと着けている。


　整った顔立ちには凜とした表情が浮かんでいる。ややつり上がった大きな目は、鋼をぎろりと睨にらみつけていた。


「どうでもいいんだけどね、宮本」


「なんですか」


「そんなところにいると見えるよ？」


「…………」


　素子はなにを言われたのかわからないほど鈍にぶくない。しかし、彼女は階段の下からの鋼の視線を気にせず、スカートを押さえたりもしなかった。
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「……あの、宮本さん？」


「聞こえていますよ。別にあなたに見せつけてるわけでもありません」


　素子は呆あきれた声で言って、小さく首を振った。


「この位置なら見えないはずです。あなたが無理に覗き込もうとするならまた別ですが」


「なるほど、確かに見えない。きっちり間合いをはかってるんだね」


　太ももがかなり見えてしまっているが、その奥は暗くてよくわからない。


　しかし。


「でも、宮本。君は一つ前提条件を忘れてないかな？」


「なんです？」


　素子が不ふ審しんそうに首を傾かしげたときのことだった。


「────!?」


　不意に風が吹いて、素子のスカートがふわりと舞まい上がる。ギリギリの距きよ離りで隠かくされていたスカートの奥があらわになった。ピンクと白のボーダーの、やたらと可愛かわいいパンツだった。


「み、見ましたか!?」


「まあ、せっかく見せてくれたわけだし……」


　鋼も健全な男子だ。せっかくのチャンスをふいにすることもない。


「相変わらず詰つめが甘いね、宮本は」


「くっ……！」


　ここでようやく、素子はスカートを押さえて後ずさった。


「つ、詰めが甘いのは黒鉄君でしょう！　さっきそこですれ違った人、野球部の沢さわ村むら君ですよね！　またなにかしたんじゃないですか！」


「いやだから、またとか言われても」


「この前の事件、忘れたとは言わせませんよ。剣けん道どう部の佐さ々さ木き君、あなたと話した直後に練習しすぎて入院しちゃったじゃないですか。あなたが彼をのせすぎたのが原因なんでしょう」


「……佐々木君、素直すぎたんだよ。人の言うことを聞きすぎるというか」


「そうじゃないでしょう。何度も言わせないでください」


　素子はスカートを押さえながら、ずんずんと階段を下りてきた。そして、鋼にぐっと顔を寄せてくる。


「僕はただ、〝相談〟を受けてただけなんだけど」


「なにが相談ですか。あなたのは違うでしょう」


「じゃあ、なんなのかな？」


　鋼は真顔で聞き返す。その彼に、素子はさらに顔を寄せてキッと睨みつける。


「あなたのやってることは──洗脳ですよ！」








　黒鉄鋼が通う高校は、都内にある私立の共学校だ。


　元々、校舎は都心にあったのだが、ここ数年で急速に開発の進んだ〝湾わん岸がん特別区〟へと五年前に移転してきた。


　そして校舎の移転とともに、女子高だったその学校は近年の少子化への対策として男子生徒の受け入れも始めた。


　だが、すぐには男子生徒は集まらず、現在でも学校の男女比は二対八といった程度で、男子生徒は肩かた身みの狭せまい思いをしているのが実情だ。


　一学年に六クラス。それぞれのクラスに男子が五人前後いる。男子を一つのクラスにまとめればいいと多くの生徒が思っているが、どういうわけか学校側は男子をばらけさせることに執しゆう着ちやくがあるらしい。


　その女子だらけの廊ろう下かを、鋼は歩いて行く。すぐうしろには素子が離はなれることなくついてきている。


「だから洗脳なんかじゃないって。宮本は口調は丁てい寧ねいなのに中身が雑だよ」


「それは、黒鉄君に対してだけです」


「光栄だな」


　鋼はうそぶいて、わざとらしく肩かたをすくめた。


「というか、宮本はおおげさなんだよ。洗脳なんて、怖い言葉を持ち出してこなくても」


「あなたが怖いことをしてるんですよ」


「そうかなあ」


　とぼけているわけではない。鋼は本心から、自分がやっていることはそこまでたいそうなことだと思っていない。


　鋼は──人の思考をある程度読み取る能力を持っている。テレパシーなどという超ちよう常じよう的なものではない。優すぐれた観察力、という程度だ。それはある種の才能と訓練で身につけた力だが、その力を使って〝相手が言ってほしいこと〟を口に出しているだけだ。


「ていうか、洗脳なんて本当にできたらさ」


「できたら、なんです？」


「真っ先に宮本を僕のトリコにしてるね」


「なっ……！」


　素子の顔が一いつ瞬しゆんで真しん紅くに染まる。


「なにを言ってるんですか！　不潔な！」


「不潔って、僕らくらいの歳としならそういうことを考えるでしょ？」


「考えるだけにしておいてください！」


「トリコにしちゃえば、自然現象に頼たよらなくてもいつでもパンツ見せてもらえるしね」


「人を変態にしないでください！　本当にやりかねないから怖いんです！」


「怒おこってる宮本のほうが怖いけどなあ」


「怒らせてるのは誰だれですか……」


　赤くなったまま、素子が睨みつけてくる。


　そんな迫はく力りよくある表情も、なかなか可愛い。元がいいというのはお得なことだ。


「まったく……あなたは昔から少しも変わりませんね」


「背はけっこう伸のびたよ。中二の頃ころまでは、宮本のほうが高かった」


「今もそんなに変わらないじゃないですか」


　素子は、ちくりと鋼のコンプレックスの一つを刺さしてきた。


　鋼の身長は百六十センチに満たない。男子としてはかなり低いほうだ。それでも、二、三センチとはいえ、素子の身長を抜ぬけたので、内心ほっとしている。


　鋼と素子は中学の頃からの腐くされ縁えんだ。


　高一の現在を含ふくめて、これで四年連続同じクラスでもある。友達というわけでもないが、言いたいことを遠えん慮りよなく言えるのは、付き合いの長さがあればこそだ。


「しかし、委員長っていうのも大変だね。その割に見返りは少ないだろうに」


「他ひ人と事ごとみたいに言わないでください。もし、あなたが女子にまで毒どく牙がを伸ばしだしたらどうしようかと怖こわいですよ」


「前にも説明しただろう。僕は、女子からの相談を受け付けるつもりはないって」


　この学校では女子の数が多すぎるし、彼女たちのほとんどはなんらかの悩なやみを抱かかえているはずだ。いちいち、それらを受け付けていてはきりがない。


「そもそも、男の僕に相談してくる女子がいるかどうかは疑問だけどね。女子の悩みは、男には言いにくいものが多いんじゃないかな」


「そうでもないのが問題なんですよ……」


「へえ」


　鋼は、気のない返事をした。


　実のところ、鋼も自分に相談したい女子が少なからずいることは知っている。何度も相談を持ちかけられたからだ。これまで、そのすべてを断っているが。


「黒鉄君に相談すると、悩みが魔ま法ほうみたいに消える──そんな噂うわさが拡ひろがっているんですよ。それを信じてしまう人には、あなたの性別なんてささいなことのようです」


「安心していいよ、宮本」


「なにがですか？」


「女子の相談を受け付けるなら、まず最初に宮本の相談に乗るから。絶対に他の誰にも一番手は譲ゆずらないよ」


「相談したいことがあるとしたら、問題のあるクラスメイトがいて困ってます──ですよ」


「でもさ、手のかかる子ほど可愛いって言わない？」


「それは自分の子供の場合です！　あなたは可愛げのかけらもありません！」


「残念。宮本は手がかかるけど、可愛いと思ってるのに」


「あ、あなたに世話になった覚えはありません！　褒ほめられても噓うそっぽいです！」


「信用ないなあ」


　軽口ばかり叩たたいて、信用などあるわけもないのだが。


「だいたい、黒鉄君はなんでそうあっさり人の悩みを解決できるんです？　別にそこまでいいことを言われてるわけでもないのに、なぜか納なつ得とくしてしまう──という噂ですけど」


「人徳ってやつじゃないかな？」


「辞書を貸してあげましょうか。まず、それであなたを殴なぐったあとで」


「暴力反対」


　素子の剣けん呑のんな目つきに気づいて、鋼は身を翻ひるがえした。廊下を小走りに進んで、自分の教室へと入る。後ろから素子が「廊下を走らないでください」と注意してくるのが聞こえたが、鋼は立ち止まらなかった。委員長は、あまりからかいすぎると危険だ。


　鋼は教室に入り、自分の席についた。


　当然ながら、周りは女子生徒ばかりだ。数人しかいない男子生徒は、みんな居い心地ごこち悪そうにしているか、机につっぷして寝ねている。この学校の男子はみんなこんな感じだ。


　素子も教室に入ってきた。一瞬鋼を睨にらんだが、わざわざ辞書で殴りには来なかった。自分の席について、次の授業の準備を始めている。


　鋼の席からは、教室の最前列にある素子の席がよく見える。教科書を見つめている横顔、ショートの髪かみの隙すき間まから見える耳。時折、無意識に首を傾げるクセ。


　また、バカにしたような態度を取ってしまった──


　鋼は思わずため息をついた。彼は、飄ひよう々ひようとしているように見えて、実は女の子がかなり苦手である。


　鋼が女の子を苦手としている理由は、自分でもわからない。理由などないのかもしれない。それでも、そんな自分がこの女子だらけの学校に入ってきた理由は単純で、はっきりしている。


　あまりにもわかりやすすぎる理由。


　宮本素子が、この学校を受験すると聞いたからだ。


　変わり者のように思われていても、黒鉄鋼も思春期の少年だということだ。


　鋼はほおづえをついて、素子の姿を眺ながめる。もう少し、彼女と普ふ通つうに、楽しくお話ができればと思う。


　鋼は、首を振ふった。その程度で済ませていてどうする。


　彼女と知り合って、既すでに三年以上。そろそろ決定的なアクションを起こしてもいい頃ころ合あいではないだろうか。


　ただ、どちらかというと、素子には嫌きらわれている。攻こう勢せいに打って出ても、返り討うちに遭あう可能性が高い。


　だが、このままだらだらと問題児とクラス委員長の関係を続けていても仕方ない。


　いっそ、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで告白──というのもアリじゃないだろうか。


　もう一度、素子の姿をじっと見つめる。


　こんな時代に生まれてしまったからには──やりたいことをやっておきたいものだ。


「うーん……」


　鋼は一言唸うなって、ケータイを取り出し、メールの作成画面を開く。


　素子の番号とアドレスは登録されている。鋼がなにかやらかしたときのために、と以前に素子と連れん絡らく先さきを交こう換かんしたのだ。もっとも、互たがいに連れん絡らくしたことは一度もないが。


　メールで呼び出して告白。そんな当たり前の手順でいいのだろうか？


　素子には裏がありそうだと疑われる気もする。なんてむなしい関係なのだろう。


　となると、こちらも裏をかくべきか。


『宮本素子へ。おまえの秘密を知っている』


　これでは脅きよう迫はくだ。このメールを送れば、一発で飛んで来そうだが。


　難しい。世の中のカップルはどうやって告白し、くっついているのか。


　この学校で一番人生相談を必要としているのは、あるいは鋼なのかもしれなかった。


「黒鉄鋼──！」


　突とつ然ぜん、教室に凜りんとした声が響ひびいた。


　騒さわがしかった教室が、潮が引いたようにしーんと静まりかえる。


　鋼がケータイの画面から顔を上げると、教室の扉とびらのところに一人の男が立っていた。


「黒鉄鋼！　このクラスにいるはずだな！」


　その男──いや、少年と言うべきだろうか。


　おそらく、年頃は教室にいる生徒たちとそう変わらないだろう。


　少年は艶つやのある黒髪を、男にしては長めにカットしている。顔は目鼻立ちが整っていて、きりりと表情は引き締しまっている。


　美び貌ぼうもさることながら、教室の生徒たちの視線を集めているのは少年の服装だった。


　誰でも知っているようで、実際にはまず見ることのない服装。


「執しつ事じ……？」


　誰かが、つぶやくように言った。


　そう、少年が着ているのはどう見ても執事服と呼ばれるものだった。黒い上下に白いワイシャツ、それにネクタイをきっちりと締めている。


　鋼や、他の生徒たちにしてみれば、はっきり言ってコスプレにしか見えない代しろ物ものだ。


「なんだ、人が訊きいているのに誰も答えてくれないのか。残念だな。そこそこランクの高い学校だと聞いたが、あまり礼れい儀ぎはできていないのかな？」


　執事服の少年は一人でべらべらとそう言って、教きよう壇だんへと歩いて行った。


　確かにこの学校の偏へん差さ値ちはかなり高い。だが、いきなり執事が現れて、質問などされてもすぐに答えられるものではない。


　教きよう卓たくの前に立つと、黙だまって教室を見回した。


「……君か」


　少年と目が合って、鋼はぎくりとする。


　突然の名指しに驚おどろいたというより、少年の顔を正面から見たことが衝しよう撃げきだったかもしれない。


　鋼はれっきとした異性愛者だが、教卓の前で偉えらそうに立っている少年の美貌は目を離はなせなくなるほどだった。


　少年はつかつかと歩いてきて、鋼の席の前に立った。


「ふむ……」


「えっ？」


　なんの前まえ触ぶれもなく、少年は鋼の眼鏡を奪うばい取った。


　突然の行こう為いに戸と惑まどう鋼に少年は顔を近づけ、まじまじと見つめてくる。


　少年はなにやら感心しているようだが、鋼は彼以上に感心──いや、驚きで声も出なくなってしまった。


　こんなに綺き麗れいな男がこの世にいるものなのか。


「なるほど、これは予想以上だな。わかってはいたが、実物を見ると驚かされるな」


　少年は一つ頷うなずいて、鋼に眼鏡を返してきた。


「えっと、僕になにかご用でしょうか？」


　鋼は眼鏡をかけながら、それだけ言った。


　執事服の少年とはなんの面識もない。これほどの美少年なのだから、以前に会っていて忘れているということもあるまい。


「私は、桐キリ原ハラ衣イ緒オ。見てのとおりの執事だ。ここでは名は明かせないが、さるお方にお仕えしている」


「はぁ……」


　鋼には、どうやら自己紹しよう介かいをされている、ということだけ理解できた。桐原衣緒という名前には、やはり聞き覚えがない。


「君より一つ年上だが、衣緒と呼び捨てにしてくれてけっこう。かしこまったのは好きじゃないんだ」


「……執事なのに、かしこまるのが嫌いなんですか？」


「自分でかしこまる分にはいいんだ」


　執事──桐原衣緒はどうでもよさそうにそう言った。


　鋼は、あらためて執事を眺める──観察する。


　美貌には驚かされたが、現状の把は握あくに影えい響きようのある要素ではない。彼はひどく冷静で、落ち着いているように見えるが──鋼をまっすぐに見すぎている。悲しいことだが、鋼の顔は他人をそこまで引きつけるものではないはずだ。


　それに、こちらに歩いてきたときの歩調。少しばかり早足すぎたように思える。別に鋼が逃にげる様子を見せたわけでもないのに。


「あなたは、なにか焦あせっているんですか？　まるで、爆発十秒前の時限爆ばく弾だんを前にしているみたいだ。赤を切るか、青を切るか。ただし、焦ってはいるけど、悩なやんでもどうしようもないから変に落ち着いてしまう──そんな感じに見える」


「ふうむ。なるほど、よく見ているようだな」


　執事は感心したように、うんうんと頷いた。


　鋼が言ったことには、肯こう定ていも否定もするつもりはないようだ。


「君のことは、今のでよくわかった。唐とう突とつな事態に、落ち着いているのもいい。今はまだなにも言えないのだが、私についてきてもらえないだろうか？」


「は？　ついてって……？」


「ちょっと待ってください！」


　バン、と机を叩いて立ち上がったのは宮本素子だった。


　彼女はつかつかと、鋼の席へ歩いてくる。


「なんのつもりか知りませんが、もうすぐ授業が始まるんです。黒鉄君をサボらせる気ですか？」


「まあ、そうなるな。一いつ緒しよに外へ来てもらう」


「そうはいきません。黒鉄君は問題児ですけど、ちゃんと授業に出てるところだけは私も評価しています」


「……そこだけなの？」


　鋼はぼそりと言った。他にいいところはないのだろうか。


「君の言うことはわかるが、今は黒鉄鋼君と話をしている」


「……と言われても」


　鋼は肩かたをすくめた。


　なにもかもが唐突すぎる。素子はなぜか執事ではなく、鋼のほうを睨んできている。ここで執事についていったら、また彼女に叱しかられてしまう。


「状じよう況きようがよくわかりませんし、僕も知らない人についていくなってことくらい教わってますからね」


　鋼が言えるのはこれくらいだった。


　なにより、ついさっき数年に亘わたる腐くされ縁えんに終しゆう止し符ふを打とうと思い立ったところだ。ここでわけのわからない執事などに邪じや魔まをされたくない。


「ふむ、まあ当然の反応だな」


「あれ、同意してくれるんですね」


　執事の意外な反応に、鋼は首を傾かしげる。


「私もアホではないからな。もちろん、君がホイホイとついてくるとは思っていない」


「じゃあ、お引き取り願えますか。学校サボるとうるさい人がいるからね」


「こちらも子供の使いじゃないんで、そうはいかない。これを見てもらおうか」


　執事は無表情でそう言ってから、一台のスマートフォンを鋼に差し出してきた。受け取って画面を見ると、ロックは解除されてホーム画面が表示されている。


「これを僕にどうしろと？」


「ギャラリーを見てくれ。ああ、周りに見られないようにしたほうがいい」


「…………？」


　鋼は不ふ審しんに思いつつも、〝ギャラリー〟のアプリを起動させた。液えき晶しよう画面に縮小画像サムネイルがいくつも並ぶ。どうやら写真データのようだ。


「…………っ！」


　小さすぎて画像の中身は判別しづらいが、鋼には瞬しゆん時じになんの写真かわかってしまった。


　ためしに一枚の縮小画像にタッチして、画面いっぱいに写真を表示すると。


「なっ、なんで……！」


　写っているのは、まさにこの教室だった。休み時間、鋼が男友達と話しながら、あらぬ方向に視線を向けている。その視線の先にいるのは──宮本素子。


　鋼は心臓がドキドキと高鳴るのを感じながら、次々に写真を表示させていく。


　一枚目と同じように、どの写真も教室や廊ろう下か、体育館やグラウンド、登下校時の道路など、場所は違ちがえどそのすべてに鋼と素子が写っていた。


　そして、写真の中の鋼は、常に素子に目を向けている。特に観察力に優すぐれていなくても、誰だれもが写真の共通点に気づくだろう。鋼が素子を見つめている理由にも。


「確かく認にんしてもらえたようだな」


　特に勝かち誇ほこった風でもなく、執事が淡たん々たんと言った。


「来てもらえないなら、それをバラまくぞ」


「おおいっ！」


　ずいぶんとストレートな脅迫だった。


　鋼は、急いでスマートフォンの画面を消して、執事を睨にらみつけた。


　いっそバラまいてもらって、ついでに勢い任せで告白してしまうか？


　無理だ──そんな度胸があれば、もっと早くに気持ちを告げている。


　そもそも、これらの写真を見て、素子がどう思うか。特に好意を持っているわけでもない相手に、じろじろ見られていたら気持ち悪がるのが関の山だ。


「あの、黒鉄君、どうしたんですか？　いったい、なにが……？」


「い、いや……」


　当の素子が、心配そうに顔を寄せてきた。


　心配してもらえるのはありがたいが、この忌いま々いましいスマートフォンを少しでも素子から遠いところへ処分するのが先決だ。


「ちょ、ちょっとこの人と一緒に行ってくるよ」


「え？　どうして急に？」


　きょとんとする素子に、鋼は無理矢理につくった笑え顔がおを向けた。


「いや、授業は大事だけど、この人はなにか困ってるみたいだからね。助けてあげないと。うん、助け合いは大事だね」


「ありがとう。そう言ってもらえると思ってた」


　執しつ事じのほうも、にっこりと笑みなど浮うかべている。こちらは本心から嬉うれしそうな笑顔だった。


　その笑顔がまた男とは思えないほど綺麗なことも、鋼には腹立たしい。


「では、黒鉄鋼。一緒に来てもらう」








「私は、〝アスタルテ機関〟の使いだ」


　執事の少年──桐原衣緒は、そう言った。


　鋼は、いきなりの言葉にぽかんとしてしまう。彼は今、衣緒と並んで車の後部座席に座っている。


　学校から連れ出された鋼は、校門の前に駐とめてあった黒くろ塗ぬりの威い圧あつ的な車に乗せられた。


　走り出した車の運転席にいるのは二十代半ばくらいの女性だ。無表情で、黙り込んだままハンドルを握にぎっている。


　衣緒もいきなりの発言のあとは、前を見み据すえたままだ。


「そのアスタルテ機関っていうのは、盗とう撮さつを専門にしてるんですか？」


「まあ、その手のことも不得意ではないな」


　鋼の嫌いや味みに、衣緒はさらりと答えた。この執事は、まったく怯ひるまない。


「黒鉄鋼、君のことはある程度調べさせてもらったんだ。その調査の過程で撮とった写真に、たまたまある種の共通点を見つけてな」


「ちょうどよかったから脅きよう迫はくの材料にしたんですか？」


「悪く思わないでくれ。どうしても君に来てもらう必要があったんだ。今回の手は上品ではないが、穏おん便びんではあるしな」


「穏便ね……」


　脅おどされた側はそうは思わないと、この執事はわかっているのだろうか。


　片思い丸出しの表情が写っているあれらの写真は、思春期の少年には爆弾にも匹ひつ敵てきする危険物だ。あんなものをバラまかれたら、生きていけない。


　ただ、写真はどう見ても隠かくし撮り──それも望遠レンズで撮られたものだった。妙みように上う手まく撮れていて、専門的な技ぎ巧こうを感じる。芸能人ではあるまいし、鋼には隠し撮りされる覚えなどない。


「ところで、さっきのスマホ、もう一度貸してもらえません？」


　衣緒はこくりと頷いて、スマートフォンを差し出してきた。鋼はそれを受け取り、また写真を表示する。


「……僕、こんなにあからさまに宮本を見てたのか」


「ガン見というやつだな。まあ、照れることはない。お年とし頃ごろなのだからしょうがない」


「あんたも一つ上なだけなんでしょ。いや、でもこれは……」


「ああ、その写真なんか凄すごいな。今にも彼女の胸にむしゃぶりつきそうなほど凝ぎよう視ししてる」


「…………」


　まったくそのとおりだった。休み時間、友達と話している素子の胸を、遠くから鋼が危険すぎる目つきで見つめている。


　素子は、服の上からではわかりにくいが、なかなかの巨きよ乳にゆうなのだ。


　男ってあさましいな──と自分で思ってしまう。


「……これ、宮本に気づかれてたらどうしよう」


「気にしなくていいんじゃないか？　その女の子は、かなり可愛かわいい。男の視線には充じゆう分ぶんすぎるほど慣れてるだろう」


「もしかして、慰なぐさめてくれてるんですか？」


「よかったら、そのスマホは君に進しん呈ていしよう」


　鋼の質問には答えず、衣緒はどうでもよさそうに言った。


　確かに、この危険物は自分で持っておきたい。それに、自分だけでなく、これらの写真には素子もたっぷりと写っている。


「君、ひょうひょうとしてるようで意外とヘタレっぽいからな。どうせ、彼女の写メを撮ったこともないだろう？」


「……スマホって高いでしょ。通信料もかかるし」


　今度は、鋼のほうが衣緒の質問をスルーする。


「問題ない。本体も通信費も、我々には度数を使い切ったテレカほどの価値もない」


「……そうですか」


「もちろん、写真のバックアップも取ってあるから問題ない」


「でしょうね！」


　鋼を脅迫する材料はきっちり確保しているということだ。他にもいろいろ出てきそうで、恐おそろしい。


　鋼はスマホをありがたく受け取り、キッと衣緒を睨む。


「で、なぜ僕を連れ出したのかは、まだ説明してもらえないんですか？」


「そう焦あせるな。説明にも準備が必要なんだ」


「じゃあ、アスタルテ機関っていうのは？　アスタルテっていうのは豊ほう穣じようの女め神がみで、あと戦争の女神でもあるんでしたっけ？」


「ほう。君は妙なことを知ってるな」


「自分の組織の名前を妙なことと言うあなたも変わってますね」


「私は正確には所属しているわけではなく、使われているだけだ。だから、組織名などどうでもいい……が、組織のことを君は知らないのか」


　衣緒は、意外そうな顔をする。


「組織のことは、一いつ般ぱん人でも知ってる者は少なくないんだがな」


「知識が偏かたよってることは認めますよ。ネットとかもあまり見ませんし……」


「無知だろうと無能だろうとかまわない。君は、そんなことは気にしなくていい」


「無能だなんて言ってませんけど」


　初対面の鋼に対して、なかなか言いたいことを言う人だった。


「そう、君には考える力がある。判断力もあるんだろう」


　他人から言われれば皮肉に聞こえるだろうが、衣緒の顔を見ていると本心から言っているように思えてくる。


「だから、一応言っておくが逃にげようなんて無む駄だだ。この車は運転席からでないとドアのロックが解除できない。いわゆるチャイルドロックというやつだ」


「それはまた、行き届いたことですね……」


　チャイルドではない誰かが逃げ出さないためのシステムに思えてならない。


　この車には、他にも逃亡防止のための機能があるのではないだろうか。


「どっちみち、あんたらがあの写真を握ってる限り、逃げられないでしょうが」


「まあそうだし、普ふ通つうなら道路を走ってる車から飛び出そうなんて考えないだろうがな。でも、君はなにをしでかすかわからない。できれば、口を封じておきたいくらいだ」


　そう言って、衣緒はここで初めて鋼のほうを見た。


　なにもかもお見通しと言いたげな目だ。


　だが、衣緒が鋼に視線を向けていたのは一いつ瞬しゆんだけだった。彼はふうっと息をつくと、


「心配するな。悪いようにはしない」


「この状じよう況きようで言われると脅しに聞こえますね」


「心配性だな。どっちにしろ、もう引き返せないし、腹をくくってくれ」


「…………」


　車は、今まさに高速道路に入るところだった。


　公共交通機関を使えば、鋼一人でも戻もどれないなどということはない──はずだが。


　衣緒が言っているのはそういう意味ではないのだろうな、と鋼は嫌いやな予感とともに理解していた。








　鋼たちが乗った車は二十分ほど走って、湾わん岸がん地区の高級住宅街へとやって来た。


　学校と同じ湾岸地区でも、それだけの距きよ離りを離はなれると、まったく雰ふん囲い気きが違ちがう。


　そこは高層マンションが建ち並び、一戸建ての豪ごう壮そうな住宅もあちこちに見られる。この辺りは比ひ較かく的最近できた住宅街で、どの建物も真新しい。


　鋼には別世界にでも入り込んだかのような錯さつ覚かくすら覚える。彼が住んでいるのは、なんの変へん哲てつもない築十年のアパートだ。


「この辺は初めて来たけど、ずいぶんと小こ綺ぎ麗れいですね」


「最初の襲撃から二十年、この辺りはずっと無傷だからな。開発も順調に進んだというわけだ」


　衣緒がどうでもよさそうに言い、鋼がなにか答えようとしたところで車が止まった。


　車が横付けしたのは、ひときわ豪壮な家──いや、門から見る限りは家屋らしきものはどこにもない。門のところに守衛小屋があるくらいだ。


　門から伸のびる舗ほ装そうされた道の先にあるのは──どう見ても鬱うつ蒼そうとした森だ。


「なんなんですか、ここ？」


　ドアのロックを解除してもらい、車から降りて、鋼は門の向こうを見ながら首を傾かしげる。家ではなく公園のようにも思える。


　続いて車から降りた衣緒が、門の前に立つ。


「瑞ずい鳳ほう院いん家のお屋や敷しきだ」


「ずいほう……いん？」


　いかにも名門っぽい響ひびきの家名だが、元貴族かなにかの家なのだろうか。


「敷しき地ち内への車の乗り入れは禁止されている。ここからは歩きだ」


　衣緒がそう言ったのと同時に、門がゆっくりと開き始めた。門もん扉ぴは古風でいかつい鉄製で、家の中から電動で開閉できるタイプのようだ。鋼が衣緒の後ろをついて中に入ると、すぐに門が閉じた。車はどうするのだろう。別の入り口から入るのか、それとも家の外に駐ちゆう車しや場じようがあるのか。


　舗装された道を、鋼は衣緒について歩いて行く。


　道の両側には木々や芝生しばふが植えられ、どこにもゴミ一つ落ちていない。人の姿は見当たらないが、掃そう除じは行き届いているようだ。


　黙だまり込んでいられず、鋼は口を開いた。


「ずいぶんと広いですね。都内にこんな広い家なんて珍めずらしい」


「サファリパークは『いつになったら動物に会えるんだ』というくらい広かったりするだろう。成金趣しゆ味みというわけじゃなく、ある程度の広さが必要なんだ」


「ある程度……って、なにがいるんですか、この家！」


　さらりと恐ろしいことを言う執しつ事じだった。


「心配いらない。君が想像しているような、ライオンとか虎とらとかそういう猛もう獣じゆうはいない」


「それは……よかったですけど」


「ライオンや虎が小動物に思えてくるなにかがいるがな」


「あー、いや。ちょっと待って」


　鋼は立ち止まり、落ち着きなく周りを見み渡わたした。


　彼がいる辺りはまだ見晴らしがいいが、この先はいくらでも潜ひそめるところがありそうな林だ。あんなところで、不意に襲おそわれたらひとたまりもあるまい。


「そんなに心配するな。今のところ、危険はない」


「このあと、危険が待っていそうな含ふくみを感じますよ」


「……あー、うん、まあ……そういうこともあると考えておいたほうがある意味では幸せかもしれない」


「危険を幸せだと思えるほどアドレナリンは出てないです」


「それは悪かった。自分の尺度で他人の幸福をはかるものじゃないな」


「いいこと言われても、ちっとも安心できないんですが」


　鋼はこの綺き麗れいすぎる執事についてきたことを、本格的に後こう悔かいし始めていた。


　もう既すでに、野球部員の相談に乗っていた頃がなつかしく思える。あの頃はまだ平和だった……。


　いつでも逃げられる準備だけはしておこう、と鋼は心に決めた。








　驚おどろいたことに、門から住宅らしき建物に着くまで十分近くも歩かされてしまった。


　林を抜ぬけて現れた建物がとてつもない豪ごう邸ていだったのは、鋼にとっても予想どおりだった。これで逆にボロ家だったりすれば、面おも白しろかったなどとどうでもいいことを考えつつ。


　足を踏ふみ入れた屋敷内も、無駄なくらいに派手で豪壮だった。


「えらく立派なお屋敷ですね」


　吹ふき抜けになっている玄げん関かんホールを歩きながら、鋼はため息を漏もらした。特に豪邸に住みたいわけではないが、生活レベルの差をこうもまざまざと見せられると、ため息も出るというものだ。


「広い家には広いなりの悩なやみがある。それより、こっちだ」


　衣緒は玄関ホールを抜け、廊ろう下かを歩いてその突つき当たりに着くと、そこで足を止めた。


　突き当たりには壁かべではなく、鉄製の分厚そうな扉とびらがあった。


「ちょっと待っててくれ」


　扉の横にコンソールが設置されていて、衣緒はそこのスリットにカードを滑すべらせ、指し紋もんと網もう膜まくを認にん証しようさせ、テンキーを数回叩たたいた。嫌がらせのように念入りなシステムのようだった。


　ドアが音もなく開き、その先に地下へと続く階段が現れた。階段にぱっと灯あかりが点つき、衣緒は鋼のほうを振ふり向きもせずにそのまま下りていった。


　見るからにヤバい雰囲気だが、ここが逃げ出すタイミングなのか、鋼にはどうにもはかりかねた。仕方なく、衣緒の後ろをついて地下へ向かう。


　屋敷内の、毛足が長い絨じゆう毯たんが敷しかれた廊下と違い、コンクリートの階段がどうにも不気味だった。鋼は本格的に不安になってきた。地下になにか監かん禁きんされていたらどうしよう。


　衣緒は階段を下りると、地下一階の廊下をそのまま進み出した。まるで潜せん水すい艦かん内のように狭せまく、天てん井じようが低い廊下を進むと、また鉄製のドアがあった。


　さきほどと同じようなコンソールがドア横にあり、衣緒は同じ操作をして中に入った。鋼も渋しぶ々しぶあとに続く。


　その部屋も──やはり、屋敷の外見や玄関ホールの印象からはかけ離れていた。


　というより、あからさまに異常だった。


「……一応確認したいんですが、なんですかここは？」


「モニタールームだ」


　鋼の質問に、衣緒はさらりと答えた。無意味な質問をするな、と言いたげですらある。


　確かに、そう呼ばれるにふさわしい部屋ではあった。


　広さは二十畳じよう程度。四方の壁一面に、四〇インチほどの薄うす型がたモニターがびっしりと並べられている。それらのすべては電源が入っていない。


　扉の正面の壁かべ際ぎわにはデスクがいくつか並んでいて、その上にはパソコンの筐きよう体たいやキーボードなどが複数置かれている。


　衣緒はそのキーボードの一つを、カタカタと叩き始めた。すぐに、モニターの一つがぱっと明るくなった。


「というわけで、これを見てくれ」


「あなたは説明をはしょりすぎですよ。どういうわけなんですか」


　鋼は文句を言いつつ、モニターに目を向けた。


　そこには別の部屋が映っているようだった。機械だらけのモニタールームと違い、家具なども置かれている。それらの家具はモノトーンで統一されている。様々なサイズの、ふわふわと柔やわらかそうなクッションがいくつも散らばっているせいで、乱雑な印象も受ける。


　その、どこか奇き妙みような部屋には、誰かがいた。


　部屋の中央にある小さなテーブルの前に、一人の少女がぺたんと座っている。


　少女は白っぽいワンピースを着ているようだが、カメラが引いた位置から撮とっているため、顔はよく見えない。


　本を読んでいるようだが、なんの本なのかもわからない。


「見ましたけど、なんなんですか、これは？」


「ご覧のとおり、盗とう撮さつだ。よし、君も観みたな。これで立派な共犯だ」


「ちょっと!?」


　なんの罠わなだったのだ、これは。


「そう慌あわてるな。軽い冗じよう談だんだ」


「笑えないものを冗談とは言わないんですよ……」


　執事がまったく悪びれたところもないのが実に腹立たしい。


「あちらのお方も撮られていることは了りよう承しようしている。もっとも、説明したのはだいぶ前だから、既にお忘れになっている可能性も高いが」


「ダメじゃないですか。あの子、女の子ですよね？　こんな監かん視しみたいなマネ、いくら本人の許可があるからってマズいんじゃ……」


「必要なことだからしょうがない。まあ、この部屋に入れるのは今は私だけだ。不特定多数に見せてるわけでもないからいいだろう」


「そうかなあ……」


　鋼も観ているわけだし、そもそもこの執事だって男だ。女の子の部屋を覗のぞき見るようなマネはやはりよろしくないと思う。


「お待たせしたな。それでは、事情を軽く説明しようか」


　衣緒が、モニターを指さした。


「モニターに映っているお方の名前は──瑞鳳院凜り々り花か。今年十六歳になる」


　ということは、自分と同い年か。鋼はやや意外に思った。身体からだ付きを見る限り、もう少し幼く思えたからだ。


「お嬢じよう様さまはこのお屋敷の主あるじで──幻獣能力保有者フアントム・キヤリアだ」


「幻獣能力保有者フアントム・キヤリア……」


　鋼は、ぼんやりとつぶやいた。


　その言葉は、鋼も知っていた。


　かつて、この世界には幻獣フアントムと呼ばれる強大な力を持つ獣けものたちが存在していた──


　彼らの多くは深い森や山、あるいは雪原や砂さ漠ばくなどの秘境に住み、人と交わることはほとんどなかった。人間と幻獣フアントムは、互たがいに害をもたらすことも利益を与あたえることもなく、居住地を線引きし、そのラインを侵おかすことなく、長い長い時を過ごしてきた。


　その奇妙な共存関係は数千年も続いてきたが、ほんの数十年前──唐とう突とつに、幻獣フアントムたちはこの世界から、地球上から姿を消した。


　そもそも交わりがなかったため、幻獣フアントムが消えたことで人間たちにそれほどの驚きはなかった。彼らの生活圏けんを人間のものにできることを喜んだだけだった。


　だが、人間たちは別のことで驚かされることになる。


「保有者キヤリアっていうのは──幻獣フアントムの能力を宿した人間たち、ですよね」


「そうだ。ほんの一ひと握にぎり──数十万人、数百万人に一人とも言われる特異能力者。十代の少女たちの中に、幻獣フアントムそのものが宿っていると言われているが、詳しよう細さいは未いまだ解明されていない」


　それも、鋼は知っている。


　幻獣能力保有者フアントム・キヤリアはあまりにレアな存在で、彼女たちと出会う機会などゼロに等しいが、それでも現代人であれば常識として教わっている。


　常識になっている理由は単純。出会う機会がほぼなくても、もしも出会ってしまったら──危険だからだ。


　日本古来の物ものの怪けであるヌエや雷らい獣じゆう、あるいはドラゴンやユニコーン、フェニックスなど、ありとあらゆる怪かい物ぶつたちを幻獣フアントムと呼んでいる。彼らは例外なく、人間など撫なでるだけで壊こわせるほどの破は壊かい力を有している。その気になれば、彼らは人間の軍勢をなぎ払はらい、都市を焼き尽つくすことが可能なのだ。


　それらに等しい能力を持つ幻獣能力保有者フアントム・キヤリアが、危険でないはずがない。


「彼女、凜々花お嬢じよう様さまは幻獣能力保有者フアントム・キヤリアの中でも、特にずば抜けた力を持っている」


　衣緒は、モニターを見つめながら言った。


「保有者キヤリアはその能力の強弱で四級から一級までのランクが定められている。特に一級の保有者キヤリアを──〝国家令れい嬢じよう〟と呼び、国家が保護しているというわけだ」


「国家令嬢……？」


　おかしな単語が出てきたな、と鋼は警けい戒かいする。


　社長令嬢というのは聞いたことがあるが、国家の娘むすめ──みたいな扱あつかいなのだろうか。国に子供がいるというのも妙みような話だ。


「国家が保護しなければならない、重要人物ということだ。彼女には大切な役割があるからな」


「それはけっこうなことですけど、そのことと僕になんの関係があるのか、そろそろ教えてもらえません？」


「せっかちだな、君は。人生相談を受けるときは、もっとゆったりかまえてるんだろう？」


「そんなことまで調べがついているんですね」


　鋼は呆あきれて言った。


　とはいえ、彼の〝相談〟は校内では知らない者がいないくらいだ。隠かくし撮りまでされていたのだから、それくらい知られていてもおかしくはない。


「あなたも相談したいことがあるなら、言ってもらってもいいですよ」


「ああ、君は男の相談なら誰が相手でもＯＫだったな。男専門か」


「その誤解を招く言い回しはどうなんだ……？」


「おや、ようやく敬語が取れたな。まあそのほうがいい」


「……そうするよ」


　鋼も、この美少年執しつ事じに敬意を払う必要はなさそうだと思い始めたところだ。タメ口を許されたのはありがたい。許可をもらうことでもないが。


「お嬢様は今、あの部屋に閉じこもっている」


「は？」


　突とつ然ぜん、執事が明かした事実に鋼はぽかんとしてしまう。


「もう二週間も、自室から出てこない。君に頼たのみたいのは、お嬢様をあの部屋から引きずり出すことだ」


「ちょっと待って。僕が？　なんで？　あの子とは面識もないのに」


　ようやく、鋼が連れて来られた理由が明らかになったわけだが、まったくもって納なつ得とくできるものではない。


「お嬢様は部屋に閉じこもって、ぼーっとしたりゲームをしたり、買い物はネット通つう販はんで済ませ、食事も部屋に運び込むと嫌いやがるので、ドアの前に置いておかなければいけない」


「典型的な引きこもりだね……」


　一昔前のドキュメント番組とかに出てきそうなタイプだ。


「もしかして、僕の人生相談の噂うわさを聞きつけて依い頼らいしに来たの？　お嬢様を説得して外に出させろって？　僕がやってるのは子供の遊びみたいなもんだよ。あんまり期待されても困る」


　今のところ、鋼に解決できなかった案件はない。しかし、彼がのってきた相談には、解決してもしなくても深刻な事態になるようなものは一つもなかった。引きこもりを外に出す、というのは若じやつ干かん重い。


「だいたい、国家令嬢とかいう重要人物なんでしょ？　そんな人、僕がどうにかできるわけがない」


「君しかいないんだ」


　衣緒は、きっぱりと言い切った。


　僕のなにをわかってるんだ、と鋼は抗こう議ぎしたかった。しかし、そう迷いなく断言されるとリアクションに困る。


「……だいたい、あの子はなんで引きこもってるの？」


「大事なものを失ったせいだ」


　衣緒はまた迷いなく答えて、キーボードを叩たたき、なにやら操作を始めた。


「見ろ」


　瑞鳳院凜々花という少女が映っている画面の、横のモニターがぱっとついた。


　そこは、一目で病室だということがわかった。


　白いシーツが敷しかれたベッド、白いカーテン。


　ベッドの横に置かれた機器や点てん滴てきから数本の管が伸のび、それはまるでベッドで眠ねむっている誰かを繫つなぎ止めているかのようだ。


　衣緒がさらにキーボードを叩くと、眠っている誰かの顔が大写しになった。


　真っ白な、血の気の失うせた顔。


　まつげの濃こい目は閉じられ、口には酸素吸入器が着けられている。


　とても綺き麗れいな──そして、鋼には見慣れた顔でもあった。


「僕──!?」


　鋼の口から、驚おどろきの声が漏もれた。


　彼は眼鏡を外して、モニターの画面に釘くぎ付づけになる。


　いつもかけている黒くろ縁ぶち眼鏡は実は伊だ達てで、自分の顔を隠すためのものだった。


　自分でも認めがたいことではあるが、黒鉄鋼は──誰が見ても明らかな女顔なのだ。体型もスリムで、髪かみを伸ばして女物の服を着たら百パーセント女性にしか見えないだろう。推測になるのは、もちろん女物の服を着たことなどないからだ。


　病室に寝ねている彼女は、まさにその女性にしか見えない自分だった。


　目を閉じて、かけられたシーツで身体が隠れているが、黒髪を長く伸ばしているところを除けば、自分とまったく同一といってもいいくらいだ。


　目の位置や鼻の形、薄うすい唇くちびる、輪りん郭かく。どこを見ても、モニターに映っているのは黒鉄鋼だった。


「もちろんあれは君じゃない。あそこで眠っているのは、黒鉄はがね」


「黒鉄、はがね……？」


　衣緒は鋼の問いに、ゆっくりと目を伏ふせた。


　彼の顔はどこか悲しげで、沈ちん黙もくは限りなく重かった。


「はがねは今、意識不明だ。もう二週間も意識を失ったままで、医者の話だと、このあとも目覚めるかどうかはわからない」


　すぐに沈黙を破った彼の顔からは、表情が消え失せていた。


「彼女はお嬢様のメイドを務めていた。だが、今はこんなことになってしまっている。お嬢様は黒鉄はがねを心から信しん頼らいし、誰だれよりも大事にしていた。その彼女がああなってしまって、お嬢様はショックを受け──心を閉じ、部屋から出て来なくなってしまった」


「ちょっと待って、そんなにいろいろ言われても」


　自分と同じ姓せい、同じ顔の少女が意識不明で眠っている。


　他人だとはとても思えない。


　だが、鋼は彼女を知らない。黒鉄はがねなどという親しん戚せきは、見たことも聞いたこともない。そもそも、彼は自分の家族と祖父母、それ以外の身内とは会ったことがないのだ。


「はがねが──以前、言っていたことがあるんだ」


「なにを……？」


　まだなにかあるのか、と鋼は思わず身構える。


　衣緒はまっすぐに鋼の目を見み据すえながら、口を開いた。


「もし自分になにかあったら、君に──黒鉄鋼にあとのことをお願いすると」








　鋼は、国家令嬢と呼ばれる少女の部屋へ向かっていた。


　先導している執事の背中を見ながら、数分前の彼との会話を思い出す。


　執事が言うには──


「はがねが意識不明になってすぐに、私も君のことを調べてみた。君の一族はずいぶんと調べにくかったが、君と黒鉄はがねの間に血けつ縁えん関係は一いつ切さいない」


　それはそうだろう、と鋼は思った。


　頭のどこを掘ほり返しても、黒鉄はがねという少女のことは記き憶おくにない。


　忘れてしまっている可能性もあるが、祖父母は既すでに他界しているし、鋼の両親には今、わけあって連れん絡らくがつかない。はがねという親戚がいるのか確かく認にんすることは不可能だ。


「というより、はがねの身元自体、はっきりしないんだ」


「無茶だなあ」


　身元のわからない人間を大事な国家令嬢のメイドにつけていた、ということになる。


　しかし、鋼にとってはそれは重要なことではない。


　鋼は、女の子の相談は専門外だ。ましてや、面識も接点もない女の子が引きこもろうがニートになろうが、どうでもいい。


「とにかく、一度お嬢じよう様さまと話をしてみてくれ。はがねがあとを託たくしたことはともかく、君は人の話を聞くのが上手なんだろう」


「それは相手によるんだけど」


「難しく考えることはない。いや、お願いだ。頼むからお嬢様と会ってくれ。すぐに部屋から引っ張り出せとは言わない。話し相手になる、くらいのつもりでいいんだ」


「…………」


　執事は、礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げている。


　お願い、と言われると弱ってしまう。女の子絡がらみの話は受け付けないつもりだし、頭を下げるのがやや遅おそい気もするが、こう真正面から頼み事をされてしまうと……。


「……話を聞くだけでいいんだね？」


「もちろんだ」


「じゃあ、その前に一つ質問。あのはがねって子が意識不明になってる理由は？」


「申し訳ないが、それは言えないことになっている。お嬢様と話をすれば、教えてくれるかもしれない」


「なるほどね」


　わからないことだらけの現状ではあるが、自分に似た謎なぞの少女のことはある意味もっとも気になる。兄弟でもここまで似ていることはまれだろう。


　あそこまで似ていると、初対面でも他人とは思えない。彼女のため、というわけではないが──


　鋼は執事とのやり取りの回想を打ち切った。


　話をするだけなら、と念押しした上で、国家令嬢の部屋へ向かっているというわけだ。執事の約束がどこまで信じられるかは怪あやしいものだが。


　鋼と執事は廊ろう下かを進み、階段を上のぼり、またさらに廊下を進む。


　目的の部屋は二階の一室らしい。いくつも並んでいるドアの横を通り過ぎていき──


「ここから先は君一人だ。私は入れない」


　執事はそう言って、ある部屋の前で立ち止まった。


　細かい彫ちよう刻こくの入った木製のドア。


　このドアの先に、さっきモニタールームで観みた〝お嬢様〟がいる。


　国家令嬢──そう呼ばれる幻獣能力保有者フアントム・キヤリア。


　もちろん、鋼にとっては未知の人種だ。話をするだけでも、なにが起きるかわかったものではない。


「とりあえず、深呼吸しとくか。すーはー、すーはー……」


「いいから入れ」


　ためらいなく、執しつ事じがドアを開き、容よう赦しやせずに鋼の背中を押した。なんてことするんだ、この執事は。さっきの殊しゆ勝しような態度はどこへ行った。


　鋼が振ふり返って衣緒を睨にらもうとするが、無情にもドアは閉じられた。


　おそらく、執事はドアが開かないように押さえているはずだ。既に執事の性格は読めてきている。事態は彼の思う方向へ進んでいるのだろう。


「あの人、どんどん物もの腰ごしが雑になってるよな、まったく」


　教室に入ってきたときと、キャラが違ちがっているようにすら思える。どちらが本ほん性しようなのかは考えるまでもないだろう。


「……誰だれ？」


「…………」


　鋼は、いきなり部屋に放ほうり込まれたせいで、一いつ瞬しゆん忘れてしまっていた。


　そうだ、これからが本番なのだ。


「だ、誰……？　誰誰……？」


　少女が、怯おびえたような声を出していた。


　さっきモニタールームで観たときと同じ位置に彼女は座っていて、大きなクッションを両手で抱かかえている。身体からだだけでなく、顔も埋うずめてしまっていて、目以外はほとんど隠かくれている──というより、隠れているつもりなのかもしれない。


　いくら広い部屋といっても、ドアから少女が座っているところまで十メートルもない。


　彼女は逃にげ出すこともなく、ただクッションをぎゅっと抱えて、鋼に怯えた目を向けてきている。どうやら、かなりの人見知りのようだ。


「えーと……瑞鳳院凜々花……さんだよね」


「違います」


「えぇっ!?」


　彼女は鋼と目を合わせようともしない。完全にそっぽを向いてしまっている。


「僕は、その……君は瑞鳳院さんって名前だって聞いてきたんだけど」


「人違いです。お引き取りください」


　弱々しそうな態度の割に、意外にきっぱりとした物言いだった。


「あのさ、でも……」


「ここは瑞鳳院さんのお宅ではありません。別のお家うちと間違っているのでは」


「いやいや、こんな豪ごう邸ていを間違うってことはないでしょ！」


「それは、あなたがアホだからです。人間とは意外と大きな間違いをするものです」


「君も初対面の相手に言ってくれるね……」


　それとも、あの執事がお嬢様に教育をしているのか。


「とにかく、なにも間違ってないよ。執事が噓うそをついてるんじゃなければね」


「あなたが生まれてきたことが間違いです」


「いきなり人生を全否定!?」


「きっと、これからもあなたの人生は否定され続ける。これが最初の一回かもしれません」


「さらに追い討うちを……」


　鋼は、自分がなにか悪いことでもしただろうかと、真しん剣けんに悩なやみ始めた。


　あまりまともとは言えないまでも、少なくとも鋼は悪行を積んできた自覚はない。


　唐とう突とつに引き合わされたお嬢様に、毒舌を吐はかれるいわれはまったくないはずだ。


「とにかく、ちょっと話をしてもらえないかな？」


「いやっ」


　一秒も迷わずに否定されてしまった。


「わたしは誰とも話なんてしたくない。わたしがお話ししたいのは……一人だけだもん」


「…………」


　その一人、というのはもちろん黒鉄はがねのことだろう。


「帰ってくれないなら、どうしようかな……」


　お嬢様はクッションを潰つぶれるほど抱だきしめて、うんうん唸うなり始めた。


　鋼も考えをまとめることにした。話をするだけ、というのも相当に難しそうだ。まともに受け答えをしてもらえていない。


　この部屋から引っ張り出すなんて、もっと無理だ。


　彼女が見た目どおりの女の子なら、力ずくで部屋から出すことは簡単だろう。


　ただし、国家令嬢──それが、どれほどの力を持っているかわからない。幻獣フアントムの能力を宿しているといわれても、実際の破は壊かい力は謎だ。


「帰らないなら……むしろ逆に、生きて帰らせない、とか？」


「…………」


　彼女はおとなしそうに見えて、なかなか過激なようでもある。


　仕方ない、とりあえずいつものようにやってみよう。


　鋼はそう決めて、あらためて部屋を見み渡わたした。


「ふむ……なるほどね」


「……そこの人。女の子の部屋をじろじろ見回すのは失礼ではないでしょうか？」


「そう、それが常識だね。うん、君も国家令嬢とかよくわからない肩かた書がきを持ってるようだけど、常識は持ってるみたいだ」


「いきなり分ぶん析せきを始めるとか、やはり失礼な人ですね。常識くらい持ってます」


「常識的な人は、初対面の人にさっきみたいなことは言わないと思うけどね」


「ずかずか女の子の部屋に入ってきた人には、なにを言っても許されます。わたしのルールでは」


「まあ、それも正論だけどね……」


　鋼も好きでこの部屋に入ってきたわけではない。とはいえ、それをここで説明しても意味はないだろう。
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「君は完全に引きこもってるわけではないんだね」


「え？」


　鋼の突とつ然ぜんの言葉に、凜々花が首を傾かしげた。


「部屋は整理整せい頓とんされてるし、床ゆかにもテーブルにもほこりが積もってない。ただ、君は自分で掃そう除じをするタイプには見えないね」


「わたしは掃除をしないタイプです」


「偉えらそうに言われても。とにかく、君がそういうタイプなら部屋が綺き麗れいに維い持じされているのはおかしい。つまり、誰だれかが部屋に入ってきて掃除をしてくれてるわけだね」


　執事が、食事をドアの外に置いているとか言っていたが、掃除をする人は部屋に入れているというのも変な話だ。


「食事は、部屋の中に持ってきてくれなくてもできるもん。でも掃除は入ってもらわないとできないから、そんなの当たり前。そっちもなにを偉そうに説明してるんだよ、ばか」


「中ちゆう途と半はん端ぱな引きこもりだね」


「わたしは引きこもりじゃない！」


「えー……」


　いきなり力強く否定されても困ってしまう。中途半端なのは間違いないが、引きこもり以外のなにものでもない。


「この部屋に缶かん詰づめになって思し索さくにふけっているんだよ！」


「ものを考えてるように見えないけど」


「……やっぱり失礼。生きて帰さないほうが世のため人のため……」


「ああっ、いや。僕はけっこう世のため人のために生きてるから」


　鋼は慌あわてて首を振った。相談係の自分がいなくなれば、きっと学校の男子生徒たちは困るだろう。相談を二度三度と持ちかけてくる生徒も少なくないのだ。


　それはともかく、ここまでの会話でそこそこわかった。


　瑞鳳院凜々花は、鉄の意志でこの部屋にこもっているというわけではない。


　掃除の人間は入れているということだし、そもそも鋼だって入室している。彼女自身、引きこもりというものを格好悪く思っているようだ。子供っぽいが、引きこもりを認めるにはプライドが邪じや魔ましているのだろう。


　凜々花の意志にブレがあるなら、ここから外へ出せる可能性は十二分にある。


「瑞鳳院さん」


　鋼は両手を軽く挙げて、ゆっくりと凜々花に近づいていく。


　彼女はびくりと身体を硬こう直ちよくさせ、座ったままずりずりと後ろに下がり始めた。


「君は──黒鉄はがねというメイドに会いたい。それだけなんだね」


「……どうして、はがねのことを知ってるの」


「気にしないで。いつも、部屋にいればそのメイドが世話をしに来てくれたんだろう。だから、ここで待っていればいいと思っている」


「…………」


　凜々花は、なにも答えなかった。


「他に、メイドと再会する方法を思いつかないんだね。君は自分から会いに行ったこともないから」


「……あなたに、なにがわかるの」


「その言い方は、僕が言ったことを認めたのと同じだよ」


　鋼は、凜々花に微び笑しようを浮うかべてみせる。


　彼女はまだ鋼の顔をまともに見ようとしていない。だから、黒鉄はがねのそっくりさんだと気づいていないのか、それとも鈍にぶいのか。


「他の人には……他の人にわかるわけがない！」


「…………っ」


　突然の大声に、鋼は怯ひるむ。


「わたしには、はがねしかいないの！　はがねだけがわたしをわかってくれたの！」


「……そんな風に決めつけなくてもいいんじゃないかな」


「だって、はがねだけだったんだもの！」


　凜々花はぶんぶんと激しく首を振った。


「毎日毎日、二に度ど寝ね三度寝するわたしを根気よく起こして、寝起きはまともに動けないわたしを着き替がえさせて、靴くつ下したもはかせてくれて、ご飯も「あーん」して食べさせてくれて、快適にお昼寝できるようにエアコン効かせて、ゲームで対戦したら勝ちすぎず負けすぎずいい感じに調整してくれて、夜中に起きたら呼んでもいないのに出てきてトイレに付き添そってくれて──」


「…………」


「そこまでしてくれるのは、はがねだけだったもの！」


「……むしろ、その人いないほうがいいんじゃないかな？」


　それほどまでに甘やかされていては、どう考えてもこの少女のためにならない。


「いいの！　たとえ人としてダメでも、元気にすくすく育てばいいの！」


「自分で言うことじゃないと思う」


　親ならともかく、メイドが言うことでもない。


「うう、うるさい。いいの、わたしは……。わたしは、はがねがいてくれたから……今までずっと……」


　歯切れ悪く言ってから、凜々花はクッションに顔を埋うずめて、黙だまってしまう。


　とにかく、黒鉄はがねというメイドがいなければ、お嬢じよう様さまはどうにもならないらしい。


「僕は君を甘やかしてやれないけど、部屋にずっといるわけにはいかないだろ？」


　少ししつこいかと思いつつ、鋼はさらに話を続ける。


　彼女のわがままは相当なものだ。だからこそ、解きほぐしてみたい──そんなことを思ってしまっている自分もいた。


　素子が洗脳と呼んだ技術に、自分でもひそかに自信を持っているせいだろう。


　我ながら、なんて度し難がたい──


　鋼は自分に呆あきれながら、さらに凜々花に近づいた。


「……来ないで」


　凜々花はクッションに顔を埋めたまま、ぼそりと言った。


「いや、なにもしないから。ただ、離はなれたままだと話がしづらいでしょ？」


「ダメ。近づいてはいけないの。近づくと……」


　凜々花は言いかけて、言葉を切った。


　彼女が抱きしめているクッションが完全に潰れて、布地から綿が飛び出してきている。


　やはり、彼女は──


　鋼は、ゆっくり凜々花に近づきながら、背中に汗あせが滲にじむのを感じた。


　引き下がったほうがいいはずなのに、なぜか足が止められなくなっている。


　このまま進むのなら──どうにかして、会話のとっかかりを見つけないと、たぶんろくでもないことになる。


　彼女の顔がよく見えず、あちらは目を合わせようともしていないのも問題だ。


　コミュニケーションの基本は、顔を合わせて目を合わせ、時には身体的接せつ触しよくも必要になる。こう離れたままでは、どれもままならない。


「もう少し、話の続きを──」


　鋼は、既すでに手を伸のばせば凜々花に触ふれられるところまで近づいていた。


　その、次の瞬しゆん間かん。


　凜々花の手が鋼の胸に触れて──ぽん、と押された。


「…………っ!?」


　鋼は、自分がどこにいるのかわからなくなった。


　激しい衝しよう撃げきとともに重力が消え失うせ、周囲の景色が大きくブレた。唐とう突とつな、あまりに強きよう烈れつなショックに鋼の呼吸が止まった。心臓すら止まっていたかもしれない。


　ドン、と再び大きな衝撃がきて──


　ヤバイ、死ぬ──そう思ったときには。


「え……？」


　今度は、ふわりと柔やわらかいなにかに包まれていた。


「ふむ。やはりこうなったか」


「……あれ？」


　鋼は、うしろを振ふり向き、そこに執しつ事じの端たん正せいな顔があるのを確かく認にんする。鋼はなぜか廊ろう下かにいて、執事に抱だきしめられるような格好になっていた。


「なんで、あんたがここにいるの？」


「君はお嬢様に吹ふき飛ばされたんだ。あのまま壁かべにぶち当たっていたら、死んでたかもな」


「……本当に？」


　鋼は、周囲を確認する。さっきまで鋼がいた部屋のドアが外れて、廊下に倒たおれていた。どうやら、鋼は凜々花に吹っ飛ばされてドアに衝しよう突とつし、そのまま廊下に飛び出したようだ。


　さらに、廊下の壁に激げき突とつしかけたところを衣緒に受け止められたらしい。


　状じよう況きようからはそうとしか思えないが、まったく信じられない。鋼は衣緒の顔を見た。


「あんたがかばってくれたの？」


「そういうことだな。気にするな、これも私の仕事だ」


　執事はさらりと言った。


　ドアを破って吹き飛ばされたのも信じられないが、勢いよく飛んで来た鋼を受け止めたというのも、尋じん常じような技わざではない。


　この執事は本当に何者なのか──


「なんか、いろいろと納なつ得とくできないんだけど」


「まあ、そうだろう。あやうくミンチになるところだったからな」


「他ひ人と事ごとみたいに言わないで！」


　執事が言っていることが事実なのが恐おそろしい。


　外れたドアの向こうの部屋を見ると、鋼を吹き飛ばした犯人の姿は見えない。部屋のどこかに隠かくれてしまったようだ。


「お嬢様──国家令嬢というものが少しはわかっただろう。彼女にとっては撫なでた程度のことでも、人間からすればトラックにはねられたような衝撃だったりするからな」


「冗じよう談だんじゃない！　死ぬところだったよ！」


「ちゃんと助けてやったじゃないか。君に死なれては困るからな」


「あのね……」


「いきなりお嬢様と会話できただけでも上出来だ。やはり、君を選んで正解だったな」


「…………」


　この執事は、やはり得体が知れない。


　なにを企たくらんでいるかわからないのに加えて、妙みように身のこなしがよすぎる。


「私のことは気にするな。それより、お嬢様をどう思った？」


　執事は、淡たん々たんとしたまま言った。彼は、自分が異常な技を見せたことの自覚くらいはあるだろうが、説明する気はなさそうだ。


「どうって言われても……。というか、なんでいきなりやられたんだろう？　僕は近づいて挨あい拶さつしただけだよ」


「そりゃ、いきなり近づかれたらそうなる。お嬢様は並なみ大たい抵ていの男おとこ嫌ぎらいじゃないからな」


「男嫌いっていうのが初耳なんですけど……」


「ん？　言ってなかったか。あるよな、こういうこと。自分には当たり前のことすぎて、人には説明しないまま話を進めてしまうことが」


「一いつ般ぱん論みたいに言うな！　死ぬところだったって言ってるでしょ！」


「まったく、文句が多いな。とりあえず次はどうするか」


「次!?　死にかけた僕にまだなにか──」


　鋼がそう言いかけたとき、ケータイのコール音が響ひびいた。鋼のケータイの音ではない。


「はい、私です」


　執事がケータイを取り出して、なにやら話し始める。


　ここまで常に冷静だった彼だが、どうも声のトーンが深刻だ。鋼は妙な胸むな騒さわぎを覚える。


「わかりました。ええ、こちらは例の彼を……はい、やってみます」


　衣緒は通話を切って、鋼に向き直った。


　やはり、執事の顔からは冷静さが消えてしまっている。その代わりに浮かんでいるのは、苦く渋じゆうに満みちた表情だった。


「状況が変わった。最悪、二、三日ほど君をここに置いてお嬢様を飼い慣らしてもらってもいいと思っていたが」


「僕には女の子を調教する趣味はないんだけどな……」


　飼い慣らす、とか執事のお嬢様への発言とは思えない。


「冗談を言ってる場合じゃないんだ。緊きん急きゆう事態が起きた」


「緊急？」


「そう──」


　衣緒は、窓のほうへ遠い目を向けた。


「マレビトが──来た」








　マレビト──


　それは、数十年前からこの世界に現れ始めた異形の怪かい物ぶつたちの総そう称しようである。


　様々な形状、様々な能力を持ち、大きさも人間サイズから数十メートルに及およぶ巨きよ大だいなものまで確認されている。


　世界中の大陸、海、あらゆる場所でその姿を現している。


　過去に確認されたいずれの幻獣フアントムとも一いつ致ちせず、別種の生物だとみなされている。


　彼らの生態は一いつ切さいが謎なぞで、どこからやってくるのかもわかっていない。


　わかっていることは、たった一つ。


　マレビトたちは──人類に敵対する存在だということだ。


　初めてマレビトが姿を現したのは日本、それも首都である東京だった。


　全長三十メートルにも及ぶ、翼つばさの生えたクジラのような形状のそのマレビトは、口内から強力な熱線を吐はき出し、その攻こう撃げきで東京湾わん沿岸部が火の海と化した。


　どういう理由によるものか、そのマレビト──のちに未確認敵対勢力零ゼロ号と名付けられた個体は、東京の一部をなぎ払はらったのみでいずこかへ姿を消した。


　だが、その後も形や能力こそ違ちがうものの、幻獣フアントムではない謎の怪物たちが世界中に姿を現し、日本がつけたコードネームである『マレビト』が彼らの世界的な通称となった。


「今度のもなかなかでかいな」


　衣緒が、どうでもよさそうにつぶやいた。


　鋼と衣緒は、モニタールームに戻もどっていた。


　メインモニターに、巨大なエイのようなものが映っている。


　ただし、エイとは違って細長い尻しつ尾ぽはなく、代わりに頭部らしきところから二本の触しよつ覚かくが突つき出している。


　表面は金属のような光こう沢たくのある銀色で、近くを飛ぶ海鳥のサイズから考えると、全長二十メートルはくだらないだろう。


　それほどの巨体が、海面スレスレを波しぶきを立てながら、滑かつ空くうするようにまっすぐに飛んでいる。


「なんだこれ……」


　鋼は、どうでもいいとは思えなかった。


　こんな衝撃映像を見せられて落ち着いていられるはずがない。


　警備用の船せん舶ぱくか、あるいは海上に設置された監かん視し施し設せつで撮さつ影えいされているのか、映像もやたらと鮮せん明めいだ。どんなにのんきな人間でも、破は滅めつ的な脅きよう威いが近づいていることは理解できるだろう。


「既に東京湾沖おき百キロの地点まで近づいている。最初のマレビトと侵しん入にゆうコースが似てるな。速度はさほどでもないが、このままいけば一時間も経たたずに東京に上陸するらしい」


「上陸って、あれが上陸したら……」


「二度目の襲しゆう撃げきを受けるハメになるな。せっかく再建した湾わん岸がん部は火の海になりそうだ。海に近いここもあっという間に壊かい滅めつだ。というか、都内全域が奴やつの標的になりかねない」


「そ、それは大変なことでは……！」


　鋼もマレビトの存在はもちろん知っている。


　最初のマレビトがもたらした被ひ害がいも、世界中で暴れ回っていることも常識だ。子供でも知っていることだ。


「そう、大変なことになる。アスタルテ機関が迎げい撃げきに出るが、人間の兵器ではマレビトは撃破できない」


「アスタルテ機関？　迎撃してるのって、自衛隊じゃないの？」


「他国からの侵しん略りやくなら自衛隊が出てくるが。正体不明の怪物への対処となれば、より専門性の高い組織が必要になる。当然だろう」


　言われてみるとそのとおりだが、鋼のような一般人が公表されていないことを知るはずもない。


「そのアスタルテ機関も、できることはせいぜい時間稼かせぎくらいだ。東京の壊滅を引き延ばすだけで、根本的な解決にはならない」


「根本的な解決には……国家令嬢が必要ということ？」


「わかってるじゃないか」


　にやり、と衣緒が笑った。


　鋼の頭は多少混乱しているが、この状況でその程度のことがわからないほどではない。


「アスタルテ機関からは、既すでにお嬢じよう様さまに出撃命令が下っている」


「だったら出撃しないとまずいんじゃないの？　命令ってことなら……」


「はっ、ご冗談を」


　衣緒が、今度は小こ馬ば鹿かにしたように笑って肩かたをすくめる。


「国家令嬢に無む理り強じいなどできるわけがないだろう。そもそも、命令でどうにかなるなら君をわざわざ呼んだりしない」


「そりゃわかるけどね……」


「我々にできることは、たった一つ」


　衣緒はそう言って、人差し指を立ててみせる。


「お嬢様のご機き嫌げんを取って、我々を助けてくださるようにお願いすることだけだ」


「お願い……」


　ようやく、鋼にも大方の事情は飲み込めてきた。


　マレビトの襲撃は、それほど少なくはない。一ヶ月に二度以上姿を現すことすらある。


　海外では、彼らの攻撃で国一つが滅めつ亡ぼうしたこともあるという。鋼も、完全に灰になった街を映像で観みた。


　マレビトは人間のほとんどの兵器を凌りよう駕がする、あまりにも凶きよう悪あくすぎる破は壊かい力を持つ異形の怪物──


　だが日本では、最初の襲撃を除けば大きな被害を受けたことはない。鋼もいつなにが起きるかわからないと認にん識しきしているが、それでもマレビトの攻撃で自分や周囲が傷つくようなことはそうそうないと思っている。


　鋼を含ふくめ、一般人は自衛隊が撃げき退たいしていると特に疑いもせずに信じている。


　しかし、実態はアスタルテ機関という組織と──国家令嬢といわれる少女が前面に立っているということらしい。


　とてもではないが、にわかに信じられることではない。


　しかし、今の状じよう況きようから考えれば否定もしづらいところだ。


「っと」


　再びさっきと同じコール音が響いた。衣緒が電話に出て、またなにやら話し始める。


　ほんの一分ほどの通話のあと──


「目標が増速。東京湾沿岸部到とう達たつまであと二十一分。機関の迎撃部隊は展開中だが、稼げる時間は十分程度……とのことだ」


「もう三十分くらいしかないってこと!?」


「そうなるな」


　なにを冷静に言っているのだろう、この執しつ事じは。


「国家令嬢は他にいないの!?　凜々花って子以外にマレビトと戦える人は──」


「あと三人いる。だが、彼女たちは日本各地に配置されている。マレビトはどこから来るのかわからないんだ。一人が戦せん闘とう不能だから、他の子を東京に配置するってわけにもいかない。京都の国家令嬢がこちらに向かっているらしいが、まず間に合わない。マレビトが東京を破壊し尽つくして、おつりが来るだろうな」


「そんなおつりは欲ほしくないね……」


　だが、アスタルテ機関とやらが国家令嬢を、日本各地に配置しているのも当然だ。


　どこから来るかわからない敵を迎撃するには、一いつ箇か所しよに戦力を集中させるわけにもいかないのだろう。


「私も君も間もなくおしまいだ。はがねが入院している病院も、それにもちろん──君が通っていた学校もな」


「…………っ！」


　マレビトの攻撃力ならば、確かにそのとおりの事態になるだろう。


　鋼の自宅も学校も、彼が知る人たちのほとんどは都内にいる。それも、今まさに破壊されようとしている湾岸部に集中しているといってもいい。


　ふと、頭に声が響ひびく。


　そして、いつも見ている教室の光景が浮うかぶ。


　黒鉄君──


　怒おこった顔で鋼をたしなめてくる、お節せつ介かいなクラス委員長。


　このままいけば、彼女まで──


「……執事さん。避ひ難なんは間に合わないの？」


「三十分だぞ。国のお偉えら方がたでさえ逃にげられるかどうか」


「だろうね」


　そうだ、このままいけばきっと、彼女の怒った顔も見られなくなる。


　小言だって二度と聞けなくなってしまう。


　鋼は、自分がよろしくないことをしている自覚くらいは持っている。人生相談？　彼らと同じ高校生でしかない自分が、なにを偉そうにと。


　相談してきた人たちが悩なやみから解放されているとしても、その解放する役割を自分が背負わなければならない理由などない。


　だけど──


「悪いことをやるのは、それをよくないと叱しかってくれる人がいるから面おも白しろいんだよね」


「面白がるようなことでもないだろう」


　執事が当たり前のことを言った。


　しかし、当たり前のことなど、どうでもいい。


　宮本素子──彼女の小言を聞くために、鋼はガラでもない人生相談など受け付けてるのかもしれない。


　彼女と少しでも話をして、そして──


「まあでも、君も災難だな。このままいくと、宮本素子に告白するどころじゃない」


「なんでそれを知ってるの!?」


「私もびっくりだ」


　執事が、まったく驚おどろいていない顔で言う。


「軽く冗じよう談だんを言っただけなんだが、告白するつもりだったのか」


「……僕もたまには攻せめに転じたくてね」


　この程度のかまかけに引っかかってしまったのは情けない。


　だが、そんなことでへこんでいても仕方ない。


　今は、執事の言ったとおり、このままでは告白どころではなくなることが問題だ。


「……あのお嬢様は、はがねっていうメイドさんの言うことなら聞くんだよね？」


「はがねの言うことしか聞かない」


　鋼は自分の中に浮かんだバカげた考えを、一いつ瞬しゆんの間に三度否定し、四度肯こう定ていした。


　相談の際に、迷いを見せたら迷っている相手まで揺ゆれてしまう。


　決断は速すみやかに、よどみなく。それが、鋼が結論を出すべきときに持っているルールだった。


「もう一つ。あんたは、黒鉄はがねを知っているんだね？」


「ああ」


「僕は、彼女に似てると思う？」


「そうは見えなかったかもしれないが、私は教室で君を見たとき、大変に驚いていた」


「確かにそうは見えなかった。まあ、前もって調べてあったんでしょ？」


「実物を見るのとは違ちがうからな。君は顔かたちだけでなく、仕草やしゃべり方まではがねにそっくりだ」


「それはまた、嫌いやなメイドだね」


　黒鉄はがねというメイドとの血けつ縁えん関係だけでなく、もっと深い繫つながりを疑ったほうがいいかもしれない。仕草や口調まで似ているというのは、意外な話だ。


「ただ──声の問題があるよね」


　鋼はそれだけ言った。おそらく、この執事は多くを言わなくても理解してくれる。


　いや、こうなるように鋼を誘ゆう導どうしてきたのだろう。


「はがねは女にしては声が低めだった。君も男性としては声が高めだ。意図的にもっと高くすることはできるか？」


「まあ……できないことはないかな」


「それなら、なんとかなる。ちなみに、はがねの一いち人にん称しようは〝ボク〟だった。ちょっと、君のとは発音が違う。お嬢様はその一人称がお気に入りだった」


「了りよう解かい。他には？」


「ない。では、始めようか」


　衣緒は、ぱちんと指を鳴らした。


　すぐにモニタールームのドアが開き、数人のメイドがなだれ込むようにして部屋に入ってきた。


　彼女たちが運び込んできたのは、数着のメイド服にメイクボックス、姿見に、キャスターの付いたコンテナもある。


「さて、これからどうするかわかるな？」


　衣緒がそう訊きいたときに──


「わっ！」


　どこか遠くで爆ばく音おんが響いた。


　戦闘機のジェットエンジンの音だった。


　鋼は思わずびくりとして、窓の外に目をやった。外は特に変わった様子はない。


「ふむ。上陸まではまだ間があるはずだが、もう迎げい撃げきに向かったか。こらえ性のないことだ」


「なにをのんきに……」


　鋼は言いかけて、文句を言っている場合ではないと気づく。既にアスタルテ機関とやらは動き始めている。つまり──時間はない。


「このままいくと、男として大事なものをなくしそうだけど……」


「なにもかもなくすよりはマシだろう」


　執事の言うとおりだった。なにもかも、生きていてこそだ。


　そうでなければ、告白もなにもあったものではない。


「どうだ？　心は決まったか？」


「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」


　鋼は、意を決して、こくりと頷うなずいた。


「僕は──ボクが、黒鉄はがねになる」








「ちょ、ちょっと待ってくれ！」


　鋼は思わず大声を張り上げた。


　メイドたちが鋼の服を着き替がえさせようと、手を伸のばしてきたのだ。いくら覚かく悟ごを決めたといっても、いきなり来られては抗こう議ぎもしたくなる。


「おい、悪いが待ってる暇ひまはないぞ」


　離はなれて見ていた衣緒が、困ったように声をかけてくる。


「君は、女物の服の着方は知らないだろう？」


「知るわけないでしょ」


「だったら、彼女たちに任せたほうがいい。着方が間違っていたら、お嬢じよう様さまが怪あやしむかもしれない」


「それはそうだろうけど……」


　確かに、誰だれかに着替えを手伝ってもらったほうがいい。だが、メイドたちは鋼とあまり変わらない年とし頃ごろの少女たちである。そんな女の子たちに着替えを手伝ってもらうのは、女装とはまた別の意味で問題だ。


「女の子に脱ぬがされるっていうのは……」


「脱がすほうが好みなのはわかるが、それはあとにしてくれ」


「あとにも先にもやらないよ！」


　自分のメイドでもない女の子たちに、そんな無体なマネはできない。


「そうだ、あんたは女の子に仕えてるんだから、女物の服のことくらい知ってるんじゃないの？」


「私はお嬢様のお着替えは手伝っていないが、知らないこともない。なんだ、私に手伝ってもらいたいのか？」


「あんたのほうがまだマシだね」


　若じやつ干かん、無礼な物言いになってしまっているが、鋼は気にしない。無礼というなら、執事のほうも相当である。


「そうか。まあ、叶かなえられることなら私も君の願望は尊重しよう」


　胡う散さん臭くさいことを胡散臭い顔で言って、衣緒はまたぱちんと指を鳴らした。すぐに、メイドたちが部屋から引き上げていく。


「ふう……」


「では時間もないことだし、さっそく始めるぞ」


「ため息をつく暇もないんだね……」


　仕方なく、鋼は学生服を脱ぎ始める。すぐに衣緒がメイド服を手て渡わたしてきた。


「いよいよ、これを着るのか……」


　まっとうな人生よ、さようなら。


　どんな理由があろうと、人から見れば僕は変態になってしまいます。


　鋼は、心の中でつぶやき、メイド服を頭からかぶった。


「そう、それで袖そでを通して……あとはボタンを留めるんだ」


　衣緒に言われるままに、鋼はメイド服を着る。ボタンの留め方が逆だったり、生き地じの肌はだ触ざわりが妙みようによかったりと、戸と惑まどうことだらけだ。


「ん？　ちょっと待って。胸とかこのままでいいの？」


「はがねは、見るも哀あわれな貧ひん乳にゆうだった。まるで板のようだったな」


「……そうか」


　まだ面識のない黒鉄はがねを、鋼は少し哀れに思った。「板のよう」とまで言われる筋合いもないだろうに。


「ブラを着けたいなら、もちろん用意はしてある」


「着けたくない」


「可愛かわいいやつだぞ。きっと気に入る」


「気に入るか！　デザインの問題でもない！」


「念のために、という口実で着けても誰も笑わないぞ」


「僕が着けたがってるみたいに言うな！」


　心までは絶対に変態にならない。鋼は固く誓ちかった。


　ブラジャーのことは忘れ、鋼はスカートの裾すそを軽くつまむ。


「しかし、これは……スカートって、話には聞いてたけど、本当にすーすーするんだな」


　メイド服のスカートはかなり短めなので、余計に違い和わ感があるのだろう。


「なんだ、体験するのは初めてか」


「既すでに体験してたらマジで変態でしょ」


　鋼の人生は、それほどまともとは言い難がたいが、さすがに女装とは無む縁えんだった。


「パンツのほうはどうする？　もちろん可愛いやつを──」


「見えないように気をつけるから！」


「まあ、どういうときにパンチラしてしまうかは、男のほうが知ってるか」


「嫌な納なつ得とくの仕方だね……」


「じゃあ、下着はいいか。ほら、これを着けろ」


　そう言って、衣緒が投げてきたのはウィッグだった。


「ああ、黒鉄はがねは髪かみが長かったな」


　受け取ったウィッグを、鋼はじっと見つめる。この手のものは触さわったこともなかったが、見た目といい手触りといい、本物の髪としか思えない。あるいは、本物の髪を使っているのかもしれない。


「そうだ、これも見せておこう」


　執しつ事じはそう言って、またキーボードを操作した。モニターの一枚に、静止画が表示される。


「これは……」


　鋼はモニターを見て、ぽつりとつぶやいた。それは、この屋や敷しきの庭らしきところを背景に、メイドがにっこりと微笑ほほえんでいる写真だった。


　写真の黒鉄はがねは、髪をポニーテールにしている。


「一応、髪かみ型がたも合わせたほうがいいだろうな。自分で結べるか？」


「まさか」


　鋼が首を振ふると、衣緒が後ろに回ってきた。鋼を椅い子すに座らせると、ウィッグをきっちりとかぶせ、慣れた手つきで髪を結ゆい上げ、きゅっと結んでくれた。


「…………」


　なぜか、ふんわりと甘い香かおりが漂ただよってくる。いくら衣緒が美形だといっても、男だ。なぜ、こんないい匂においがするのか……。


「よし、できた。あとは一応、メイクもしたほうがいいな」


「メイク？」


　いくらはがねと瓜うり二ふたつでも、鋼はやはり男だ。女らしく見せるために最低限のメイクは必要──ということらしい。


「では、動くなよ」


「あ、ああ……」


　衣緒は、今度は前に回ってメイク道具を手に、マスカラをつけ始めた。これもまた、ずいぶんと慣れているようだった。


「といっても、メイクもあまり必要なさそうだな。素体だけでも充じゆう分ぶんにいけそうだ」


「……そう」


　なんとなく、歯切れが悪くなってしまった。


　どうも気まずいというか、まっすぐ前を見られないのは人生初のメイクが恥はずかしすぎるせいか。あるいは、男としては整いすぎている衣緒の顔が間近にあるせいか。


　おそらく、その両方だろう。


「こら、顔を動かすな。すぐに終わるからじっとしてろ」


「ああ、すぐに終わらせてほしいね」


　鋼は照れ隠かくしに軽口を叩たたいた。少しくらい偉えらそうな態度も許してもらいたいところだ。こんな異常な状じよう況きようなのだから。


「……うん。こんなものだな」


　衣緒は、メイクボックスの鏡を鋼のほうに向ける。


　そこに映っているのは──


「……僕だけど、僕じゃないね」


「言い得て妙だな。軽くメイクしただけなのに、さらにはがねにそっくりになったな。というか、可愛くなった」


「頼たのむからやめてくれ」


　少なくとも、可愛いというのは男への褒ほめ言葉ではない。


　鋼はなんだか、いたたまれなくなって、もじもじしてしまう。


「心なしか、仕草も女っぽくなってきたんじゃないか」


「それもやめてくれ。お願いだから」


　心まで女っぽくなってしまっては、今後の人生に大きな支障が出かねない。


「さて、準備はこんなものでいいだろう。なにか不安は？」


「それを一から並べてると日が暮れるね」


「ははは」
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　笑い事ではないのだが、笑ってもらったほうがいいかもしれない。


　鋼は、立ち上がり、自分の姿をつま先から胸むな元もとまで眺ながめる。


　どこからどう見ても、メイド服姿の女の子以外の何者でもない。


「どう？　こんなものでいいと思う？」


「そうだな。もう少し笑顔のほうがいいかも。はがねは、お嬢様の前ではいつも笑顔で、元気に振る舞まっていた」


　なるほど、と鋼は頷く。確かにあのお嬢様には愛あい想そ良く接したほうがよさそうだ。


　鋼は、姿見の前に立ち、にっこりと笑みを浮うかべる。


「笑顔で、元気よく」


　にこにこと笑いながら、スカートの裾をつまんでくるりと一回転。


　あはは、うふふ、と笑顔のパターンもいくつか試ためして。


　これなら誰だれが見ても、明るく元気なメイドさん──


「……………………」


「な、なんだ、いきなり。ご機き嫌げんで笑ってたかと思ったら、急にへこんで」


　床ゆかに両手両りよう膝ひざをついてうなだれてしまった鋼に、執事がやや焦あせって声をかけてくる。


「……そりゃへこみもするよ。僕は、完全に変態になってしまった……」


「気を落とすことはない」


　執事が、ぽんと鋼の背中に手を置いてくる。


「たとえ変態になってしまっても、君がこうしなければこの国が滅ほろびかねない。そう、君はいわば救国の変態だ」


「変態を否定してくれ！」


　英えい雄ゆうになりたいとは思わないが、変態はもっとなりたくない。


　しかし、女装は完かん璧ぺきでなくてはならない。むしろ、変態であればあるほどいい。


　いろいろなものを失いつつあるが、これは代だい償しようなのだ。


　国を、東京を、学校を、そして宮本素子を守るための。


「──よし。じゃあ、行くよ」


　鋼は力強く頷うなずいて、スカートの裾を軽く引っ張った。


　もはや、迷っている時間もためらっている時間もない。


　マレビトが来たらすべておしまいだ。


　鋼も別に死にたくはない。


　もっと死んでほしくない人がいる。


　もっと言葉を聞かせてほしい人がいる。


　だったらもう腹をくくるしかないのだ。








　遠くで響ひびいている爆ばく音おんは、さらに大きく派手になっていく。


　戦せん闘とう機のエンジン音だけでなく、なにかが爆発するような音まで聞こえてくる。


　ここから沿岸部まではだいぶ距きよ離りがあるはずだが、爆音が聞こえてくるということは相当に激しい攻こう撃げきを加えているようだ。


　しかし、鋼はその不ふ吉きつな音を気にしていられる状況ではなかった。


「はがね──！」


　二度目のお嬢じよう様さまの部屋への侵しん入にゆうは、ずいぶんと上う手まくいった。


　それどころか、部屋に入るなり、鋼は凜々花に抱だきつかれてしまった。


　死ぬほどの勢いで突つき飛ばされたのが噓うそのような、熱ねつ烈れつな歓かん迎げいぶりだった。


「はがね、はがね、はがね──！」


　瑞鳳院凜々花は、鋼に抱きついたまま離はなれようとしない。


　しばらく離してくれそうになかったので、鋼はこれまでの経けい緯いを思い出していたのだが、回想が終わったあとも凜々花はまだ抱きついたままだ。


「よかった、はがね。戻もどってきたんだね……！」


「……ええ、なんとか……って、うああああああああああ！」


　鋼は押し殺した悲鳴を上げる。


　どんどん、お嬢様の抱きしめる腕うでに力が入ってきている。


　抱きしめている、というより抱き潰つぶそうとしているかのような。もはや、爆音を気にしている余よ裕ゆうなど微み塵じんもない。あまりのパワーに、内臓が口から飛び出しそうだ。


　しかし、鋼は「離せ」とは言わない。


　凜々花を突き放すようなことを言えば、多少好転したこの状況がまた振り出しに戻りかねないからだ。


「ずっと待ってた、はがね。絶対に戻ってきてくれるって──あれ？」


「わっ」


　唐とう突とつに、凜々花が腕を緩ゆるめて鋼を解放した。


　凜々花はその場にぺたんと座り込んで、鋼を見上げてくる。


「はがね、なんで戻ってきたの？」


「……なんでって」


　感動しながら抱きついてきたかと思えば、今度はきょとんとした顔で不ふ審しんの目を向けてくる。凜々花はころころと感情が切り替かわる女の子のようだ。


「はがね、意識が戻らないって聞いたもん。どうして急に元どおりになったの？」


「それはその……それこそ急に……」


「ああ、そうなの。びっくりだね」


　納なつ得とくされてしまったようだ。


　このお嬢様は疑うたぐり深いのか、信じ込みやすいのかわからない。


「でもはがね、本当に元どおりなの？　もう意識が戻らないって言われてたのに。どこか壊こわれてるんじゃないの？」


「い、いえ、壊れてるって……機械じゃないんですから」


　少なくとも、瑞鳳院凜々花はどこかピントがズレているのは間ま違ちがいない。


「あれ？　そういえば、声がちょっと違うような……」


「あ、それはあのときのケガで、声帯を負傷した──ということで、ボクは覚えてないんですが声が少し変わったらしいです」


「あ、そうなんだ……」


　お嬢様はしょんぼりしてしまう。


　今の言い訳は執しつ事じの入れ知ぢ恵えだが、これから察するにメイドの意識不明の原因は外傷の可能性が高くなった。お嬢様も、今の様子を見る限り、ケガのことは知っているらしい。もっとも、外傷だろうと精神的な問題だろうと現状の打破には関係ないが。


「ただ、すみません。どうも記き憶おくがいろいろ曖あい昧まいになっていまして。特に、お嬢様にお仕えしていた間の記憶がほとんど……」


「えっ、そうなの!?」


　凜々花はただでさえ大きな目を、さらに見開いた。


　お嬢様にとってはがねは、いなくなったことで引きこもりになってしまうほどの存在だ。そのはがねから記憶が失われているとなると、彼女にはあまりにショッキングな話だろう。


　ただ、記憶喪そう失しつ設定は絶対に必要なことだ。


　鋼は、黒鉄はがねのことなどなにひとつ知らない。凜々花にはがねとの思い出の話などされたら、すぐにボロが出てしまう。


「き、記憶がないなんて……そんな……」


　もしかしたら、お嬢様には記憶がないはがねなど不要かもしれない。しかし、偽にせ者ものだと即そく座ざにバレる可能性は潰しておく必要がある。


　これは、一種の賭かけだった。


「まあいいや。はがねははがねだし」


「…………」


　賭けには勝ったようだった。しかも、ずいぶんとあっさりと。


　鋼は表には出さないように努めつつ、内心で胸をなで下ろす。


「ですが、ボクがお仕えするべき方のことはわかっています。お嬢様、今後もお仕えすることを許してもらえますか？」


「んん、ダメ」


「ですよね……って、ダメなの!?　いえ、ダメなんですか!?」


「ダメ」


　お嬢様はそれだけ言って、またクッションを抱きしめる。


　鋼はわずかに顔をしかめる。まだ賭けに勝ったとは言えないようだった。彼女はどうにも扱あつかいが難しい──出方がまったく読めない。


『おい、念のために言っておくが』


　鋼の耳元で、いきなり衣緒の声が響いた。実は鋼の耳には小型の無線イヤホンがはまっていて、執事からの指示が届くようになっているのだ。


『時間はもうないぞ。のんきにおしゃべりしている場合か？』


　鋼は、とんとんと胸元に着けた超ちよう小こ型がたのマイクを叩たたいた。『わかっている』という合図だ。鋼のほうは声を出して返答するわけにはいかない。


「ねえ。はがねは……本当にはがねなんだよね？」


「ご覧のとおりです」


　クッションを抱いたまま不審そうな目を向けてくる凜々花に、鋼はきっぱりと答えた。


　鋼は、ことさらに胸を張って自分の姿をお嬢様に見せつけるようにする。外見上、どこにもはがねと異なるところはないという自信があった。


　そう、もはや黒鉄鋼はどこからどう見ても、黒鉄はがねその人。


　どこからどう見ても、女装メイドだと思う人などは誰もいないだろう。


　女装して、他人に化けて、一人の女の子をだまくらかそうとしているなど、誰も──


「はは、ははははは……」


「は、はがね？　はがねが突とつ然ぜん乾かわいた笑い声を？」


『おい、なにをしてるんだ。お嬢様を不審がらせてどうする』


　執事の言うことはごもっともだった。


　ふと、我に返ってしまったが、今は女装とかメイドとか男のプライドとか、そんなことを気にしている場合でもない。死んだら、プライドもなにもないのだ。


「失礼しました、お嬢様。しばらく意識がなかった後こう遺い症しようで、たまに挙動不審になってしまうそうです。医者が深刻な顔で言ってました」


「はがね、そんな悲しい後遺症に……」


　今度は信じていただけたようだった。やはりお嬢様は疑り深いのか、素す直なおなのかわからない。


「でも」


　お嬢様は、ぽつりと言った。


「やっぱり、今のはがねははがねじゃない。見た目が変わってなくても、中身が違ったら、それはわたしのはがねじゃない。わたしのはがねはアホだけど、挙動不審じゃなかった」


「えらい言われようですね……」


『本当にはがねはアホだったな……。あいつ、お嬢様を犬か猫ねこみたいに可愛かわいがっていたんだ。国家令嬢をあそこまで恐おそれないアホも珍めずらしかった』


　イヤホンから、執事のしみじみしたつぶやきが聞こえてくる。時間がないと言っていた割には、執事にもあまり危機感が見られない。


『ところで、迎げい撃げきのほうもだいぶ盛り上がってるみたいだぞ。上陸までもう時間がない。これ以上手こずるようならお嬢様だけ保護して、シェルターに行っていただくことになる』


　とんとん、と鋼は再びマイクを叩く。


　マレビトが都内を壊かい滅めつさせても、国家令嬢だけはアスタルテ機関が保護するようだ。当然だろう、四人しかいないマレビトと渡わたり合える貴重な戦力をむざむざ敵の攻撃に晒さらすわけがない。


　そして、シェルターとやらに行けるのはお嬢様だけのようだ。鋼自身と執事がどうなるのかはともかく、少なくとも都民に多数の犠ぎ牲せいが出るのは間違いない。


　このままいけば──


「お嬢様、どうしてもボクをはがねだとは思っていただけませんか？」


「話せば話すほど、そうじゃないと思えてくる。だって、はがねは『ボクははがねです』なんて言わなかったもの」


　そりゃそうだろう、と鋼はやはり無理があったと思い始めてきた。


　マレビトを倒たおしてくれ、とお願いするのは最後の段階だ。信用してもらえないままその話を持ち出したら、彼女は余計に疑うだろう。マレビト退治のために送り込まれてきた偽者、というところまで見み抜ぬかれる可能性もある。いや、既すでに見抜かれていてもおかしくはないのだが。


「はがねのことは信じてる。でもやっぱり、いつものはがねじゃない。いつものはがねだったら……」


　凜々花はそう言って、クッションを抱だいたままくるりと後ろを向いた。


　その背中は拒きよ絶ぜつというより、寂さびしさを感じさせるもので──


「お嬢じよう様さま。ボクはいったい……どうすればいいのですか？」


「わたしは、はがねに会いたい」


　凜々花は背中を向けたままだが、彼女がどんな顔をしているかわかる気がした。


　彼女は──涙なみだを流さずに泣いているのではないだろうか。


「だから──」


　凜々花はゆっくりと。


「信じさせて」


　ゆっくりと、そう言った。


　その言葉には、確かにいくつもの思いが込こめられていた。


　瑞鳳院凜々花が求めていることは、今はそれだけ──


　彼女が好きだったのは、彼女に仕えてきたはがねなのだ。


　ここにいるのは、かつての記憶を失った──本当は、記憶以前の問題なのだが──また別のはがねなのだ。


　鋼は、ふと思った。彼女は、拗すねてしまっているのではないか。


　小さな子供はお気に入りのおもちゃが壊れてしまったら、同じものを新しく買い直すと言われても納得しないことがある。「これがいい」「これじゃなきゃ嫌いやだ」と、ずっと遊んできたおもちゃにこだわってしまう。


　記憶をなくした〝新しいはがね〟などには、彼女は興味がないのではないか。


　執事も、もうなにも言ってこない。まさか、マレビトはもう上陸してしまっているのか。


　もう時間はない。残された手段も、ない。


　というか、用いた手段は女装してメイドになってお嬢様に会いに来たというだけだが。


　だが、一大決心してここに来たのだ。あきらめるにはまだ早い。


「そうですね、すぐに信じていただこうというのは無理な話ですよね。前のボクも、すぐにお嬢様とお話しできるようになったわけではないでしょうし」


「……はがねは一方的にしゃべってた。わたしが無視したら、余計にノリノリになってまくしたててきたの。こいつぶち殺してやろうかと思ったこと、六十三回」


「……具体的な数字が凄すごいですね」


　さっき鋼を吹ふき飛ばしたことから考えても、凜々花は見た目に反して過激なようだ。


「ちなみに、実際にぶち殺しかけたのは四十四回」


「やったんですか!?」


「いっつもごまかされて、逃にげられた……」


　黒鉄はがねはこの過激な少女を上う手まく言いくるめていたらしい。見た目や仕草が似ているだけでなく、鋼と同じ能力を持っていた可能性が高い。ある種の才能と、訓練で身につけた力。ますます、鋼とは他人ではない可能性も跳はね上がった。


　鋼の能力は、黒鉄の一族でない者が身につけられるものではないのだから。


　だが、それの詮せん索さくは後回しだ。


「はがねは、いろんな意味でしたたかで、しぶとい人だった」


「そうです、ボクはしぶとい女です。だから……お嬢様に信じていただけるまでここを動きません」


「わ……!?」


　凜々花が、びくりと身体からだを震ふるわせる。


　鋼はお嬢様の後ろからそっと抱きつき、彼女の細い身体を抱き寄せた。


　凜々花の身体はあまりにも華きや奢しやで、さっき鋼を数メートル吹き飛ばしたパワーの持ち主とはとうてい思えない。細身でありながら感かん触しよくは心地ここちよく、ぷにぷにと柔やわらかい。


「な、なにしてるの？」


　凜々花が鋼の腕うでの中でもぞもぞと動く。しかし、鋼を振ふりほどくつもりもないらしく、ただ落ち着かないそぶりを見せるだけだ。


「なにをしているか、お嬢様にはおわかりになりませんか？」


「…………」


　お嬢様を抱き寄せたまま、彼女の頭をそっと撫なでてやる。彼女の髪かみはさらさらで、絹のような手て触ざわりだ。ふわりと漂ただよってくる香かおりは、うっとりしてしまうほど甘い。


　鋼は、さらに凜々花の肩かたを撫で、優やさしく背中を叩く。


「ふわぁ……」


　凜々花の口から、甘い声が漏もれた。


　それも当然だろう、と鋼は内心で安あん堵どする。


　これは黒鉄の一族に伝わる秘伝の技わざだ。


　簡単に言うなら、コミュニケーションを取るための技だ。


　目標と定めた相手の肉体を柔らかくとろけさせ、心を摑つかんでしまう。


　本来であれば、人間に使う技ではない。しかし、生き物であればたとえどんな動物であっても通用する。それは人間も例外ではない。


　黒鉄はがねが、鋼と同じだというなら、彼女にもきっとこれができた。


　そして、この気むずかしい瑞鳳院凜々花に対して使っていた可能性は高い。


　これもまた賭かけではあったが──それほど分は悪くないはずだ。


「ふわわわわ……」


　凜々花の漏らす甘ったるい声は、止まらなくなっている。


　鋼はお嬢様の身体のあちこちをまさぐるようにして撫で、頰ほおに軽くキスをした。


「あうっ……！」


　びくびくと凜々花の身体が震えている。


　人間を含ふくめた、あらゆる生き物の身体を知り尽つくし、心を読み取る力を持つ者だけが可能な技だ。正確には、生き物が気持ちよくなるポイントを、相手の反応を探さぐりながら見つけ出してくる。


「これ……はがねのいつもの……」


「そうです、お嬢様。いかがですか？」


　やはり、黒鉄はがねも使っていたか。鋼は密ひそかに安堵する。


「ううう……あぅ……」


　凜々花の声は、もう言葉になっていなかった。


　もっとも、鋼のほうも必死になって言葉を絞しぼり出している。正直言うと、叫さけび出したいのを我が慢まんしているところだ。


　女の子の身体とはこんなに柔らかいものか。胸などに触さわらなくても、手で触ふれているお腹なかや、ぴったりとくっついている彼女の背中の柔らかさ、髪の匂におい、唇くちびるに触れる頰の弾だん力りよく。すべてがあまりにも刺し激げき的すぎた。


　だが、わかっている。今は男の子の事情でドキドキしている場合ではない。


　命が懸かかっているのだ。


　大勢の命が、自分の命が、そして宮本素子の命が──


「はがねは、はがねです。なにも──変わっていません」


「…………」


「はがねは、お嬢様に──会いに来たのです」


「…………っ」


　凜々花の口から漏れていた声が、ぴたりと止まった。


　びくびくと震えていた身体も、今は鋼に優しく寄り添そっている。


　その間も鋼の手は彼女の柔らかいところを撫で続け──


　鋼が、彼女の髪に顔を埋うずめたその瞬しゆん間かん。


「…………うわぁっ!?」


　突とつ然ぜんに、鋼の眼前で赤い光が弾はじけた。


「な、なんだ……なんですか？」


　鋼は、凜々花の身体を解放し、ずさっと後ろに下がった。


　目がくらむような赤い光は一瞬で消えて──


　床に座ったままの凜々花の姿が、きらきらと輝かがやいているように見えた。彼女の雰ふん囲い気きは、完全に一変してしまっている。


「お、お嬢様……？」


「やっとわかったぞ、はがねよ」


　凜々花が振り向き、これまでと違ちがう──どこか尊大な口調でそう言った。


　彼女は立ち上がり、鋼のほうへつかつかと近づいてくる。


「おぬしが記き憶おくをなくしているのは事実だろう。今までのはがねとは、やはりどこかが違う。されど、やはりおぬしははがねだ」


「は、はぁ……」


　凜々花はいったいどうしてしまったのか。


　動どう揺ようする鋼の肩を、凜々花がぐっと摑んだ。


「ただ、我の身体をもてあそんでくれただけではない」


「もてあそぶって」


　なんて人聞きの悪い言い方をするのだろう。


　しかし、否定もできないのが鋼の辛つらいところだ。


「そう、おぬしは──幻獣使いフアントムテイマーの血に連なる者だからな。瑞鳳院凜々花の中に宿るケモノ──我の魂たましいすら慰い撫ぶするような抱ほう擁ようであったことよ」


「…………」


　幻獣使いフアントムテイマー。


　かつてこの世にいた幻獣フアントムたちは、人の及およばない秘境にあって、お互たがいに交わり合うことはなかった。


　ただし、ごく一部ではあったが、例外も存在する。


　この国には、幻獣フアントムと心を通わす秘ひ奥おうを代々伝えてきた一族がいた。


　彼らは言語を持たない幻獣フアントムたちと直接手と手、肌はだと肌で触れ合うことで、コミュニケーションを取ってきた。


　もちろん、人とは別種の存在である幻獣フアントムたちとの直接接せつ触しよくは、あまりにも危険すぎた。


　幻獣フアントムたちが軽く手を振っただけで、人間の身体など粉みじんになってしまう。幻獣使いフアントムテイマーたちが対策として選んだのは、彼らに決して攻こう撃げきされないこと──だった。幻獣フアントムたちにすり寄り、優しく接し、怒おこらせることはなんとしても避さける。


　幻獣使いフアントムテイマーの能力は、幻獣フアントムと触れ合って──〝友達〟だと思わせるものだ。


　異種の獣けものたちと心を通わす能力を持つ一族の末まつ裔えいが、黒鉄鋼なのだ。


　彼は血筋と訓練によって、幼い頃ころより能力を磨みがいてきた。


　鋼の〝人生相談〟もまた、その能力を活いかしたものだった。幻獣使いフアントムテイマーになるためには、言葉が通じない幻獣フアントムの心を読み、彼らがなにを望んでいるか理解しなければならない。それに比べれば、言葉が通じ、なおかつ同じ種族である人間の考えていることなど、鋼には手に取るようにわかった。鋼はただ、相談相手が〝言ってほしい〟と望んでいることを与あたえてやればよかったのだ。


「ボクは確かに幻獣使いフアントムテイマーです。ですが、誰だれとでも心を通わせられるわけじゃない。相手がお嬢じよう様さまだからこそ──」


「信じよう。おぬしは、我がただ一人心を通わせた者の残ざん骸がいにすぎぬ。だが、なにひとつ残らず消え去ってしまったと思っていたのだ。かけらだろうと、残っているなら向き合う価値はある。信じる価値も──きっとあるだろう」


「お嬢様、あの……」


「みなまで言うな」


　凜々花は、今度は鋼の前に手をかざして黙だまらせてくる。


「わかっておるよ。あのキモい化け物がまた来ておるのだろう。嫌いやな気配がビンビンしとるわ」


　はがねとの気配の違いはわからないのかな、と鋼は密ひそかに突つっ込こむ。


「まあ我も、引きこもるのにもそろそろ飽あきてきたところだ。軽く遊んでくるとするか」


「えっと、あの……お嬢様」


「なんだ？」


「お気をつけて」


　鋼の言葉に、凜々花はにっこりと破顔する。


　さっきまでのおどおどした少女の面おも影かげはまったくなく、底そこ抜ぬけに明るい笑えみだった。


「別におぬしを助けるわけではない。勘かん違ちがいはするなよ。我はこの住すみ処かがけっこう気に入っておる。あのキモい化け物になど壊こわされてはたまらぬ」


　くくくっ、と笑って凜々花はおもむろに着ていたワンピースを脱ぬぎ捨てた。


「お、お嬢様!?」


　焦あせる鋼の前で、凜々花の真っ白な素す肌はだがあらわになる。


　彼女はブラジャーを着けておらず、白いパンツ一枚だけの姿になってしまっている。意外に大きな胸のふくらみも隠かくすことなくさらしている。


　見ている鋼のほうが恥はずかしく、目を逸そらしてしまいたかったが、今の彼は女の子だ。そんな不自然なことはできない。


「では──さくっと行ってくるか」


　凜々花の素肌に一瞬、赤い光が走り、あっという間に彼女の身体からだは赤と黒で彩いろどられた派手なドレスに包まれていた。


　ドレスの胸むな元もとは大きく開き、肩はむき出しで、長いスカートがふわりと広がっている。豹ひよう変へんした凜々花には、その妖よう艶えんなドレスが不思議なほど似合っていた。


「はがね、留守は任せたぞ」


「は、はい」


　戸と惑まどう鋼の前で、凜々花はさっと手を振って──


　轟ごう音おんとともに、部屋の窓が──いや、窓まど際ぎわの壁かべが丸ごと吹ふき飛んでしまっていた。空と、屋や敷しきの庭が見え、ずいぶんと風通しがよくなっている。


「では行ってくる。すぐに戻もどるからな」


　そう言うとともに、凜々花はドレスの裾すそをはためかせて駆かけ出し、大穴が空いた壁から、外へと飛び出した。


「あっ……！」


　絶句する鋼の前で、凜々花の全身を包むように真っ赤な炎ほのおが噴ふき上がったかと思うと、彼女は重力を無視するように空へ向かって飛んで行く。


　あっという間に彼女の小こ柄がらな身体は空の向こう側へと消えてしまう。


「…………冗じよう談だんでしょ」


『あれが、凜々花お嬢様に宿った幻獣フアントムの能力だ』


　聞こえてきた衣緒の声に、鋼は我に返る。


『幻獣フアントムの中の幻獣フアントム、四し神じんとも呼ばれる四体の獣の一、炎の鳥〝朱す雀ざく〟がお嬢様の中にいる』


　鋼は、ぼんやりと衣緒の声を聞きながらぽっかりと空いた壁の穴を見つめる。


　おそらく、この破は壊かいは彼女にとってはなんでもないことなのだろう。だが、あの一いち撃げきで何人の人間を粉々にできることか。


　初めて目まの当たりにした、本物の幻獣能力保有者フアントム・キヤリアの力──


　鋼は幻獣使いフアントムテイマーの修しゆ行ぎようを積んでおきながら、幻獣フアントムに出会ったことは一度もない。彼が生まれたときには、既すでに彼らはこの世界を去っていたからだ。


　しかし、意外な形で帰き還かんした彼らの能力がここまでのものとは。


　自分はとんでもないことに首を突っ込んでしまったのではないか。鋼は、今さらながらにそう思った。


「つーか……」


『どうした？』


「気に入ってるって割には派手に屋敷ぶち壊したな、あのお嬢様……」


　窓や壁の残骸や、部屋の家具がかなり散らばってしまっている。


　もしかすると、メイドになったからにはこの後片付けは自分がやるのだろうか。


　鋼はそんなことを考えつつ。


　遠くの空の一点で、星のような赤い光がきらりと輝くのを見た。








　瑞鳳院凜々花は、その身体を赤く輝かせながら、空を舞まっている。


　下には人々が暮らす街と、かなたには海が拡ひろがっている。


　その海の向こうから近づいてくる、巨きよ大だいななにか。


　それがマレビト、と呼ばれていることを凜々花は知っている。


　これまでも、何度も何度も出会ってきた。毎回、形も大きさも違う。まるで、凜々花を飽きさせないようにバリエーションを豊かにしてくれているかのようだ。


「来おったな」


　凜々花は、にやりと笑った。


　エイに似た、だがエイではありえない二十メートル以上の巨体。


　海中ではなく、空を猛もうスピードで泳ぐ姿。


　凜々花は全身を包む炎をさらに燃え上がらせる。どれだけ激しく燃えても、凜々花の身体が焼けることはなく、熱を感じることすらない。


　彼女の身体の中に宿る朱雀の力は完全に制せい御ぎよされている。自分の身を焦こがすことなどありえない。


　凜々花はマレビトよりもさらに速く飛んでいる。


　海上まで出て、そこでマレビトを待つ。下の街がどうなろうとあまり気にならないが、黒鉄はがねは街が破壊されることを望んでいなかった。


　だから、凜々花はいつも街への被ひ害がいを最小限に──ゼロにできるように戦う。


「さあ始めるか、化け物。いや──化け物は我も同じだったな。悪いことを言った、すまぬな」


　もう手を伸のばせば届くような距きよ離りにいるマレビトに向けて、凜々花は微笑ほほえみを見せた。


　謝っても、マレビトは「どういたしまして」とも言ってくれない。会話のできない相手が、凜々花は好きではなかった。


　ただし、だから倒たおすというわけではない。


　それが、国家令嬢として背負った宿命であるからだ。


　そしてなにより──黒鉄はがねが生きるこの世界を、守ること以上に大切なことなど一つもない。


「うおっ！」


　突とつ然ぜん、マレビトの頭部から出ている二本の触しよつ覚かくから光が奔はしった。


　二本の熱線が周囲をなぎ払はらうように放たれる。高出力の熱線は太く拡がり、凜々花の身体を丸ごと飲み込むほどだった。おそらく、直ちよく撃げきすれば凜々花はちり一つ残らず消え去るだろう。


「ふははっ」


　凜々花は声を上げて笑うと、縦じゆう横おう無む尽じんに、空を斬きり裂さくその熱線をひょいひょいとかわしていく。熱線が身体をかすめるほどのギリギリのところでかわす。自分の身にまとう炎よりもさらに熱いそれが風を巻き起こし、吹き飛ばされそうになる。


　だが、火の鳥──朱雀の能力を宿す凜々花は、不可視の翼つばさを持っている。空中戦は大のお得意だ。熱線は強力で、目にも留まらぬスピードで飛んでくる。しかし、それよりもなお、舞まうように飛ぶ凜々花のほうが速かった。
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「いつまでも調子に乗りおって！　そういうのをバカの一つ覚えという！」


　凜々花は、ひらりと左手を振ふるった。


　ドンッと鈍にぶい爆ばく発はつ音が響ひびいて、マレビトの身体の一部が赤く燃え上がった。凜々花が炎の塊かたまりをマレビトに直撃させたのだ。衝しよう撃げきでびりびりと空気が震ふるえる。


「……といっても、これくらいでは効かんか」


　凜々花は苦笑いを浮うかべる。マレビトは一瞬ぐらついたものの、元気いっぱいの様子だ。もっとも、凜々花にとっても今の一撃はただの挨あい拶さつ代わりでしかない。


「だが、そちらもバカの一つ覚えの熱線では──」


　そこまで言って、凜々花の目がわずかに見開かれた。


　再び熱線を放つかと思われたマレビトが、その巨体を急加速させ、凜々花のほうへと飛んできた。


　今までの飛行速度よりはるかに速い。突然の速度の変化に、凜々花はとっさに対処できなかった。


「ぐっ！」


　銀色に輝かがやく身体が視界を覆おおったかと思うと、全身に強い衝撃を覚えた。


　不可視の翼を羽ばたかせるのは間に合わなかった。凜々花は弾だん丸がんのようにまっすぐに、海面に向かって落ちていく。


「…………っ！」


　飛ばされたことを理解する暇ひまもなく海中に沈しずんでしまう。二十メートルほど沈んだところで、凜々花は身にまとう炎を海中で激しく燃やし、不可視の翼を羽ばたかせた。


　凜々花は潜せん水すい艦かんのように急きゆう浮ふ上じようして、海面から飛び出した。さらに飛んで、律りち儀ぎに凜々花に体当たりをくらわせた空中で留とどまっていたマレビトと対たい峙じする。


「やってくれるではないか。まさか、原始的な肉にく弾だん戦でくるとは思わなんだぞ」


　凜々花は両手の拳こぶしに力を込こめ、青い炎を宿らせる。さっきのマレビトの体当たりよりもさらに速く飛び、青い拳をシャッシャッと軽く振った。


「こちらもこれで行こうか！」


　凜々花もまた、体当たりするような勢いでマレビトに接近し、右の拳を全力で打ち込んだ。


　分厚いガラスを割ったような鈍い音が響いて、マレビトの銀色の身体に亀き裂れつが入った。炎の塊をくらっても焦げ跡あと一つ残らなかった身体が、確実にダメージを受けている。


　凜々花は止まることなく拳を振り続け、そのたびにマレビトの身体からだにヒビが入り、大きく拡がっていく。


　マレビトは悲鳴を上げることもなく、デクのように殴なぐられ続けている。凜々花のパンチの一発一発が重すぎて、反撃もできないのだろう。


　ドッとひときわ重い一撃が入り、マレビトが大きく怯ひるんで身体をのけぞらせた。


「そろそろ終わりにするか！　新しいはがねが待っているのでな！」


　凜々花は左手を前に突つき出して、炎の細い棒のようなものをつくり出した。


　いや、違ちがう。


　棒は緩ゆるいカーブを描えがいていた。それは炎でつくられた弓だった。


　さらに、凜々花は右手に鋭するどく尖とがった炎の矢をつくり、弓につがえる。


　かつて存在していた朱雀には使えない能力。朱雀を宿した、第一級能力者だけが生み出せる、神に等しい力を持つ最終兵器。


　朱雀の弓矢──四し神じんノ戦せん器き・紅ぐ蓮れん炎えん帝てい。


　炎の弦つるをゆっくりと引き絞しぼり、のけぞったままもがいているマレビトに狙ねらいを定さだめる。


　弦が限界まで引かれるとともに──


　凜々花の目の前に、彼女の顔と同じくらいの大きさの炎のサークルが浮かび上がった。サークルの中心には、豆まめ粒つぶほどの赤い光点がふらふらと揺ゆらめいている。


　その光点が、マレビトの中心部と重なったそのとき──


「終わりだ」


　ふっ、と凜々花の顔に浮かんでいた笑みが消えた。


　戦いを喜ぶような顔も、マレビトへの殺意も、どこにもなかった。


　凜々花は完全に表情の抜ぬけた顔になり、すうっと力を抜いた。


　それだけで充じゆう分ぶんだった。


　大きく引き絞られた矢は、まっすぐに放たれ──マレビトの巨体の中央を見事に射い貫ぬいていた。


　身体のど真ん中を矢に貫かれたマレビトは、その肉体が大きく燃え上がり──


　ボロクズのように肉体を崩ほう壊かいさせながら、ゆっくりと海へ落下していく。


「おやすみ」


　凜々花が、怪かい物ぶつの最期に捧ささげた言葉はただそれだけだった。




　２章　メイドライフと執事のいる生活







「おはようございます、お嬢じよう様さま」


　鋼コウはドアを開けて、室内に入った。


　入り口こそ木製の立派なドアだが、中は和室である。


　室内は静まりかえっていて、穏おだやかな寝ね息いきだけが聞こえてくる。


　畳たたみ敷じきの広い部屋の真ん中に敷しかれた布ふ団とんで寝ているのは、瑞ずい鳳ほう院いん凜り々り花かだ。


　彼女は鋼の声にまったく反応せず、眠ねむり続けている。


　はあ、と鋼はため息をついた。


　この和室は、最初に鋼が彼女と出会ったモノトーンの洋室とはまた別の部屋だ。


　むやみに広い瑞鳳院のお屋や敷しきには、凜々花の個室だけで六つもあるらしい。彼女が派手にぶち壊こわした部屋は、あくまでその一つというわけだ。


「おはようございます、お嬢様！」


　今度は大きめに声を出してみる。


「ん……」


　布団の上で、凜々花が身じろぎする。


　鋼はあらためてその姿を見て、頰ほおが熱くなった。


　昨夜、凜々花が眠るときにきっちりとかけておいた掛かけ布団は完全にめくれ上がってしまっている。彼女はまるでケモノのように丸くなって眠っている。大きめのＴシャツ一枚だけを着ていて、ぷにぷにと柔やわらかそうな太ももがあらわになった状態だ。


「んんん……はがね？」


「はい、もう朝ですよ、お嬢様」


　平静を装よそおいながら、鋼は言った。


「まだ朝か……」


　そうつぶやいて、凜々花は一度開いた目をまた閉じてしまう。


「いえいえ、お嬢様！　起きてくださいよ！」


「……はがねも寝てていい。あ、そうだ。今日は特別サービス。わたしが起きたら、はがねを起こしてあげる」


「そしたら、日が暮れてしまうでしょう」


「ち」


　横になったまま、凜々花は舌打ちした。


　冗じよう談だんではなく、彼女なら本当にこのまま夜までだらだらと寝続けかねない。


「いいから起きてください。起きないなら起きないで、あとで文句を言ってくるじゃないですか。遊ぶ時間がなくなったとかなんとか」


「むうう……」


　反論できなくなると、唸うなるだけでなにも言わなくなる。これも凜々花の特とく徴ちようである。


「わかった、起きる……。はがね、手伝って」


　凜々花が身体を起こし、おもむろにバンザイする。


　なにをすればいいのか、鋼もわかっている。呆あきれつつ、彼は押し入れを改造したクローゼットに向かい、ゆったりとしたピンクのワンピースを取り出す。


　凜々花の布団の横に座り、声をかける。


「はい、お嬢様。脱ぬがしますよ」


「ん」


　凜々花は抵てい抗こうせず、鋼にされるがままにＴシャツを脱がされる。Ｔシャツの下にはブラジャーではなく、短いタンクトップを着ている。本人はノーブラを熱望しているのだが、鋼が女の子なら着るべきと説得したのだ。実際は、ブラくらい着けてもらわないと鋼が着き替がえを手伝えないからだ。


　女の子の着替えを手伝うなど、とんでもないことだが、ドキドキしていることを顔に出してはならない。


　今は、あくまで女の子の黒くろ鉄がねはがね。同性の着替えを手伝って興奮していてはおかしい。


　鋼が手こずるのは、着替えさせることではなく、男の本能を抑おさえ込むことだった。いずれ爆発しそうで、少し怖こわいくらいだ。


　それはともかく。


　鋼は脱がしたＴシャツをひとまずベッドの上に置き、ワンピースを頭からかぶせる。彼にとっては女の子の服の構造は未知の領域だが、凜々花がゆったりとした着やすいワンピースなどを好むので助かっている。


「お嬢様、袖そでを通しますよ」


　凜々花の身体にはまったく力が入っていない。不ふ謹きん慎しんな言い方だが、まるで死体でも扱あつかっているような気分になってくる。


　だが、それも今のうちだけだ。


　そろそろ──


「……はっ」


　と、凜々花が驚おどろいたような声を出す。


　それから、二度三度とまばたきをして、首を左右に動かしてから、右手の人差し指を唇くちびるに当てた。


「あれ……？」


　凜々花は焦あせって、鋼の顔をじっと見上げ──耳まで真っ赤になって意味もなく手をばたばたとさせる。


「……ぬ、脱がされてる!?」


「お嬢様が手伝えって言ったんでしょ！　ご丁てい寧ねいにバンザイまでして！」


「ううぅ……」


　凜々花は恥はずかしそうに布団をかき抱いだいて、身体を隠かくした。


　ようやくのお目覚めというわけだ。さっきまでの彼女は受け答えはしていたものの、実のところ半分以上眠っていたのだ。


「また、今朝ももてあそばれた……」


「なんて失敬な。命令しておいて恥ずかしがるの、やめてくださいよ」


「……後ろのファスナー、閉まってない。はがね」


「はいはい」


　凜々花は同性相手でも、肌はだを見られるのは恥ずかしいらしい。


　そのくせ、一人で着替えすらまともにできず、メイドに手伝ってもらわなければならない。


　一言でいうと、瑞鳳院凜々花は面めん倒どうくさい女の子だ。


　鋼は凜々花の後ろに回り、つるりとした背中を見ながらファスナーを上げてやる。


「はい、できました。すぐに朝食をお持ちしますので」


「……うん」


　こくん、と凜々花が頷うなずく。


　鋼は凜々花が脱いだＴシャツを持って、部屋を出て行く。


　ドアを閉めて廊ろう下かに出てから、ふうっと一息ついた。


　まだ、やっと一仕事終えただけ。


　メイドとしての仕事はこれからが本番だ。


　なぜ、男の自分が女装してメイドなどしなければならないのか、まだ釈しやく然ぜんとしないところは大いにあるのだが。


　それでももう後あと戻もどりはできない。


　鋼は肩かたを落として、長い廊下を歩き出した。








　あのあと──飛び出した凜々花はマレビトを撃げき破はして、何事もなかったかのように屋敷に戻もどってきた。中庭の芝生しばふの上で眠っていた彼女は、赤かった髪かみも元に戻り、派手なドレスも消えて素すっ裸ぱだかになっていた。


　どのような手段で巨きよ大だいな怪物を倒たおしたのか、鋼は聞いていない。もっとも、聞いたところでなにか意味がある話でもない。


　時間的にはかなりきわどかっただろうが、奇き跡せき的にマレビトの上陸は阻そ止しされ、東京への被ひ害がいはほぼゼロだった。


　瑞鳳院凜々花によって、東京は壊かい滅めつの危機から救われた。鋼が知っておくべきことは、それだけで充分なのだ。


　鋼は彼女を自室の一つのベッドに運び込み、目覚めるまで付き添そった。東京を救ってくれた彼女に、それくらいのことをしても罰ばちは当たらないと思ったからだ。


　そこまではよかった。まだなんとか、納なつ得とくもできた。


「なにやってるんだかなあ、僕は」


　鋼は、廊下を歩きながらため息とともにそう言った。


　思わずぼやきも出るというものだ。


　鋼は凜々花が戻ったあとも解放されることなく、こうして屋敷で彼女に仕えている。


　凜々花との出会いからは、既すでに三日が過ぎた。


　その三日間、朝から晩まで凜々花の世話をしている。


　食事を作り、着替えをさせて、ＴＶゲームで遊んだり漫まん画がを読んだりしている彼女に付き添った。


　それだけのこと、と言えなくもないのだが……。


　このまま、なし崩くずしに女装メイドとして仕え続けなければならないのか。


　それを思うと、今すぐにでも逃にげたくなるが、身体からだはなぜかメイドの仕事を続けてしまっている。


　鋼は洗せん濯たく室（そんなものまである）に凜々花のＴシャツを置いて、また廊下に戻った。洗濯は彼の仕事ではない。


　屋敷の維い持じは、基本的に鋼を除くメイドたちが行っている。鋼も正確な人数は知らないが、メイドは他に数人か、もしくは数十人いるようだ。


　メイドたちは、鋼が初めてメイド服に着替えたときに姿を見せたが、それ以降は全員が影かげに徹てつしていて、まったく現れない。それでも、屋や敷しきの掃そう除じは隅すみ々ずみまで行き届いているし、鋼が出した凜々花の服も毎回きちんと洗濯されている。


　今度は、キッチンへ向かう。料理とお嬢じよう様さまへの配はい膳ぜんこそが鋼の仕事だ。


　あまり合理的とは言えない長すぎる廊下を進み、キッチンへと入った。まるで料理店の厨ちゆう房ぼうのように広く、設備が調っている。


　銀色の巨大な冷蔵庫から食材を取り出す。冷蔵庫にも常に誰だれかが新しん鮮せんな食材を補給しているのだ。鋼は、鍋なべに水を張ってお湯を沸わかす。


　料理は鋼の仕事である。凜々花が〝はがねの手料理〟をご所しよ望もうだからだ。


　鋼は高校に入ってからは、一人暮らしをしていたのだ。ずっと自じ炊すいしてきたので、料理くらいはお手の物である。


　きちんとダシを取るところから始めて、丁寧にみそ汁しるを作りつつ、魚を焼いていると。


「おはよう、鋼──いや、はがねだったな」


「……おはよう」


　キッチンに入ってきたのは執しつ事じの衣イ緒オだ。


　今日も執事服をきっちり着込み、端たん正せいな容よう貌ぼうに微び笑しようをたたえている。


「いい匂においがしてるな。今日は和食か」


「お嬢様が昨日は和室でお休みになったので」


　鋼はおざなりに答えて、料理を続ける。


　どうもこの執事は信用ならない。屋敷でなんの仕事をしているのかも定さだかではない。凜々花への忠誠は本物のようだが、そのためならなにをやらかすかわからないのだ。


「ふむ。君もだいぶ仕事には慣れたようだな」


「なんせもう三日もお仕えしてるからね」


　これは衣緒への嫌いや味みだった。


　凜々花がマレビトを撃破したあとも、鋼をこの屋敷に留とどまらせているのは、他でもないこの衣緒なのだ。


「衣緒。一つ、確かく認にんさせてもらっていい？」


「なんなりと」


「本当に僕は、このままずっとここでお嬢様にお仕えするの？」


「実際、仕えてるじゃないか」


「……そうだけどね」


「ちゃんと説明しただろう。お嬢様は、はがねにしか心を許さない。つまり今は、もう君しかいないということだよ、黒鉄鋼。君がいなくなったら、お嬢様はまた引きこもりに逆ぎやく戻もどりだ」


「それでもって、またマレビトが来たら今度こそおしまい……だと？」


「わかってるじゃないか」


　衣緒はにっこりと微笑ほほえんだ。


　この執事は勘かん違ちがいしている。理解と納得は別物であり、鋼はすべてを受け入れたわけではないのだ。


「ふーむ、なるほど。はがねは言いたいことがありそうだな」


　衣緒は、ぽんと鋼の胸を拳こぶしで叩たたいた。


「お嬢様の朝食が終わったら、モニタールームに来い。話がある」


「話……？」


　どう考えても、いい方向の話ではなさそうだった。


　嫌いやな予感というのは、まず外れない。








「お嬢様、お待たせしました」


　鋼は朝食が載のったお膳を手に、凜々花の部屋へと入った。


　畳たたみの上に座ったまま、またうとうとしている凜々花の前にお膳を置いた。


「どうぞ。冷めないうちに召めし上がってください」


「ん……召し上がる」


　凜々花は箸はしをとって、焼き魚の身をほぐして口に放ほうり込む。また半分寝ねてしまっていても、食事は本能でできるらしい。


　朝食のメニューは白いごはんに焼き魚、目玉焼きにほうれん草のおひたし。みそ汁と、さらに生卵も添えてある。卵がかぶってしまうが、凜々花は気にしないようだ。


　鋼は生卵をご飯の上に落とし、醬しよう油ゆをかけてかき混ぜてやる。トロトロの、なんとも言えず美う味まそうな卵かけごはんができあがる。


「お嬢様、こちらもどうぞ」


「んー……うまうま」


　寝ぼけてはいても、いい食べっぷりだ。小こ柄がらな身体の割に、凜々花はかなりの大食いだ。幻獣フアントムを体内に宿していることと関係があるのかもしれない。まさか、本人と幻獣フアントム、一人と一頭分食べているわけでもないだろうが。


　凜々花は意外に器用に魚の骨を外して食べ、みそ汁をすすり、卵かけごはんをがつがつとかきこむ。


「ふう……ごちそうさまでした」


　最後に熱い日本茶をすすって、凜々花は一息ついた。


「お嬢様、ごはん粒つぶがついていますよ」


　鋼は清潔な布ふ巾きんで凜々花の口元をぬぐう。まるで子供を相手にしているかのようだが、凜々花は実際、小さな子供のようなものだ。本当に子供だったら、鋼もドギマギせずに世話ができるのだが。


「ボクはお膳を片付けてきます。なにかご用がありましたらお呼びください」


　そう言っても、鋼にはすぐに呼び戻されるだろうとわかっていた。


　三日間、見ていた限りでは凜々花は学校に通っていない。外に出ることもなく、一日を屋敷で過ごしている。


　ゲームをしたり、漫画を読んだり、なにもせずにぼけっとしたり。


　要するに、鋼が来る前とたいして変わっていない。


　一つだけ変わったことといえば、鋼をそばに置くようになったことだ。なにをするときでも、常に鋼が近くにいないと落ち着かないらしい。


　そばにいるのが、以前のはがねではないとわかっていても。


「では失礼します」


　鋼がお膳を持って、立ち上がろうとすると。


「はがね」


　凜々花が鋼のメイド服のスカートを摑つかんでいた。


「……どうかしました？」


「あのね、お話があるの」


「えっ、お嬢様もですか？」


「……他に誰かとお話しする予定があるの？」


「いえ、そういうわけでは」


「それは、どこの泥どろ棒ぼう猫ねこ？」


「だから違いますって！」


　お嬢様は、メイドへの独どく占せん欲よくもお持ちらしい。


　別に執事との約束を隠かくす必要もないが、なんとなく衣緒の名前は出しにくかった。


　鋼は、この三日間で凜々花と執事が話しているところを一度も見かけていない。それどころか、二人が顔を合わせることすらなかったように思える。少なくとも執事のほうは、男おとこ嫌ぎらいの凜々花のために、遭そう遇ぐうしないように気をつけているようだ。


「それより、話ってなんですか？」


「んーと、いつ言おうか迷ってたんだけど……」


　凜々花は床ゆかに積み上げていた本の山をごそごそといじり始めた。


　そこから抜ぬき出したのは、一冊の大学ノートだった。


「これ……」


　凜々花は、ノートの表紙をおずおずと鋼に見せてくる。


「……Ｂノート？」


　表紙には黒マジックで豪ごう快かいにそう書かれていた。


「なんですか、これは……？」


「記き憶おくをなくす前のはがねが書いて、わたしにくれたもの。Ｂノート」


「あの、すみません。それのことも覚えてなくて……」


「うん、わかってる」


　お嬢様は少しだけ寂さびしそうに頷うなずいて、ノートを畳の上に置き、一ページ目を開いた。


　そこには「育成計画ステージ１」と書かれ、その下には日付が書かれている。一ヶ月ほど前に書かれたものらしい。


「育成って……お嬢様、ペットでも飼われているのですか？」


「え……動物とかってちょっとコワイ……」


　あなた以上に恐おそろしい生き物はいませんよ、と言いかけて鋼は思いとどまる。凜々花は恐ろしくても、繊せん細さいなのだ。


「そうじゃなくて。これは、わたしを育成する計画」


「お嬢様を……？」


　なんのこっちゃ、と鋼は首を傾かしげながら思った。


　凜々花は確かに見た目は幼く見えるし、生活能力は皆かい無むだ。しかし、十六歳にもなった少女を「育成」するというのはどういうことだろう。


　こほん、と凜々花は一つ咳せき払ばらいをした。


「わたしは──真人間になりたいの」


「ま、真人間？」


　知ってはいても、あまり聞き慣れない言葉だ。


　確かに凜々花は真人間にはほど遠い──というより、率そつ直ちよくに言うとダメ人間だ。


　学校にも行かず、この屋敷で一日をほぼ無為に過ごし、食事の世話から着き替がえまで、すべてを鋼にゆだねているのだから。


「わたしは真人間になって、やりたいことがあるの。はがねにそう言ったら、このノートをくれた」


「やりたいことというのは？」


「……ないしょ」


　そう、忘れそうになっていたが、二代目のはがねはまだ完全に信用されたわけではない。凜々花がなにもかもさらけ出してくれると思ったら大間違いだ。


「あのね、このノートをくれて……計画を始めようってときに、はがねが……」


「…………」


　お嬢じよう様さまの目の端はしに、じわりと涙なみだが浮うかんだ。


　はがねは計画を立てるだけで、実行する直前にああなってしまったということか。


　つまり、その計画は鋼が継つがなければならないということだ。


「わ、わかりました、お嬢様。理由もまだ訊ききません。もちろん、お手伝いはします。まず、どうすればいいのですか？」


「……ありがと」


　凜々花は小声で言って、涙をぬぐった。


「これ……ここ見て」


　そう言って凜々花がノートをめくり、二ページ目を鋼に見せてきた。


　そこには──「レッスン１　男嫌いを克こく服ふくしちゃおう！」と書かれている。


「最初がこれなんですか……」


「わたしもそう思ったけど、はがねが決めたことだから……」


　これでは文句をつけられなくなってしまった。


　鋼も、凜々花の男嫌いの片へん鱗りんは既すでに見ている。ドアが外れるほどの勢いで吹ふき飛ばされたときに。


　あれほどの拒きよ絶ぜつを見せた彼女の男嫌いを治すというのは、どう考えても容易なことではない。


　しかし、この計画は──自分が決めたことなのだ。


　だから鋼は、こう言うしかなかった。


「わかりました、お嬢様。すべてはボクにお任せください」








　朝食の片付けを済ませ、鋼はモニタールームへと向かった。


　執しつ事じとの約束は、ある意味ではちょうどよかった。


　瑞鳳院凜々花を真人間にする──それは、まだ彼女を詳くわしく知らない鋼にも、とてつもなく壮そう大だいなプロジェクトに思えた。一人で背負い込める話ではない。


　モニタールームに入ると、既に執事の姿があった。メインモニターの下、デスクの椅い子すに座っている。


「やあ、お疲つかれ」


　衣緒がさわやかに言って、軽く手を挙げた。


　鋼も近くにあった椅子を引き寄せて、衣緒の近くに座る。


「で、話っていうのはなんなの？」


「いきなりだな。なんだ君、ご機き嫌げんななめか？」


「ちょっと疲れてるだけだよ。まずはそっちの話を聞かせてもらえるかな」


「ふむ、君のほうも話があるみたいだな。こちらの話はたいしたことない。すぐ終わる」


「それはよかった」


　今の鋼に、込み入った話を聞くような精神的な余よ裕ゆうはない。


「今日付けで、君の退学が決まった」


「たいしたことあるよ!?」


「君にはお嬢様に仕えてもらわなければ。学校に通ってる暇ひまはないだろう」


「暇はないけど、犠ぎ牲せいが大きすぎないか!?」


「安心しろ。交こう渉しようして、一年分振ふり込こんであった授業料は半額だが戻もどってくることになった」


「金の問題じゃないよ！」


　確かに、鋼は入学金とあわせて既に授業料を全額振り込んである。既に十月、半額とはいえ返金してもらうのは難しかっただろうが。


「ついでに君が住んでたアパートも解約しておいた。荷物はゴミ箱の中身も含ふくめて、チリ一つ残さずこっちに送ってもらう手はずになっている」


「ついででなんてことを！」


　本当にこれでもかというほど、たいしたことのある話だ。


　鋼は頭を抱かかえてしまう。凜々花のことばかり考えていたが、この執事もやはり扱あつかいに困るタイプだ。人の都合にかまわず、どんどん物事を進めてしまう。


　素もと子この命を守れても、告白どころかそばにすらいられなくなってしまっている。


「君のご両親にも連れん絡らくを取ろうとしたんだが、捕つかまらなかった。『息子むすこさんのことは忘れてください』と伝えようと思ったんだがな」


「伝えなくていいよ！　いろんな意味で！」


「調べたところ、君のご両親──母親のほうが幻獣使いフアントムテイマーの家系らしいな」


「母さんは幻獣使いフアントムテイマーじゃないよ。理由は知らないけど、技わざを継がなかったらしいから」


「で、君は小さい頃ころから祖父のところに預けられて、幻獣使いフアントムテイマーの修しゆ行ぎようを受けてたとか」


「それも理由は知らない」


　鋼の母親が修行を受けなかった理由も、幻獣フアントムがいなくなったあとに生まれた鋼が修行を受けさせられた理由も聞いていない。


　幻獣使いフアントムテイマーだった祖父が決めたことだったらしいが、彼は五年前に他界しているために、その辺りは謎なぞのままになってしまった。ただし、鋼は特に理由を知りたいとも思わないので、あまり気にしていない。


「君が十一歳のときに、祖父母が相次いで亡なくなって、そのあと実家には戻らなかったんだな。ご両親は海外を飛び回っていて、親しん戚せきの家に世話になったとか」


「まあね。うちの親は一いつ箇か所しよに留とどまれない人たちだから。とてもじゃないけど、付き合ってられなかったんだよ」


　鋼は高校に進学すると同時に世話になっていた親戚の家を出て、学生用のアパートで一人暮らしを始めた。親とはずっと疎そ遠えんなままだったので、他に選せん択たく肢しもなかったのだ。学費と生活費は送ってきたので、彼にはそれで充じゆう分ぶんだった。気ままなアパート暮らしはむしろ心地ここちよかった。


　しかし、そのアパートももはや帰る場所ではなくなったらしい。


「まあ、安心してくれ。衣食住は確実に保障する。国家令れい嬢じようはマレビトからの防衛を一身に背負っている。もちろん、それ相応の報ほう酬しゆうを受け取っているからな。この屋や敷しきの他にも、お嬢様は多額の資産をお持ちだ。そこから君への給料もたっぷりと支し払はらわれる」


「……いや、だから金の問題じゃ」


「これを見ろ」


　執事はいきなりそう言うと、手元のキーボードを操作して、モニターにメディアプレイヤーを表示させた。


　プレイヤーで、動画の再生が始まり──


「って、なんだこれ!?」


　それは、鋼の着替えシーンだった。


　まだウィッグをつけておらず、初めてのメイド服に苦戦しているところが鮮せん明めいに映っていた。


「君がメイド服に着替えているところだ。安心しろ、見てのとおり下着にはモザイクをかけてる」


「逆に卑ひ猥わいでしょ！」


「卑猥なところをさらけ出しておいてなにを言う」


「着替えてるんだから、さらけ出すに決まってるでしょ！　つか、隠かくし撮どりだよね!?」


「バカな。部屋には最初からカメラがセッティングされていた。カメラがある部屋に君が入ってきて着替えただけだと言える」


「ここで着替えさせたのはあんただ！」


　映っているのはこのモニタールームだ。鋼はメイド服を着ることに必死で、隠しカメラのことなど考えもしなかったが、こんなトラップが仕し掛かけてあったとは。


「さらに続けてこれを見るといい」


「まだあるの……？」


　次に再生されたのは──


『ふわわわわ……ふわっ、んっ、はがねぇ……』


　悩なやましい声とともに、とんでもない映像が鋼の目に飛び込んできた。


　モノトーンの部屋に座っている少女と、メイド。


　そのメイドが少女を後ろから抱だきしめて身体からだをまさぐっている。肩かたや背中、それに胸やもっときわどいあたりにまでメイドの手が這はっている。


「さっきの着替えシーンと続けて見ると、大変興味深いな」


「…………」


　女装した男が、同性だと思わせて、見るからにおとなしそうな女の子をもてあそんでいる。


　事情を知らない者が見れば、他に考えようがないだろう。


「これも脅きよう迫はくじゃないか……」


　しかも、今回のネタは隠し撮り写真よりさらに強きよう烈れつだ。


「そういうわけで、たいしたものじゃないが、君の退路を断たつ準備もぬかりない」


　女装も、凜々花を撫なでてあやしたのも、別に好きでやったわけではない。


　あのときはとにかく夢中で、凜々花へのよこしまな気持ちなどもまったくなかった……はずだ。


「お嬢様のご機嫌を取れるかどうかは、君にかかっている。日本を守るためなのだから、手段は選んでいられない」


「僕の平和も考えてほしいな……」


「君への対処は私に一任されてる。言っておくが、アスタルテ機関が動いたら、こんなものじゃ済まないぞ」


「だから、それも脅迫だって……」


　どちらがよりタチが悪いのか、という話でしかない。


　鋼は、まだこの執事のことはほとんど知らない。


　年ねん齢れいは鋼より一つ年上で、十七歳ということだけは聞いた。


　だが、その歳としでなぜ執事などしているのか。そもそも、国家令嬢に仕えているのはなぜなのか。アスタルテ機関とやらの使い走りをしているようだが、それもどういう経けい緯いがあったのだろう。


　わかっているのは、彼は与あたえられた仕事をこなしているし、そのためならなんでもやりそうだ、ということくらいだ。


「……でも待って。ちょうどいいから確かく認にんしときたいけど、お嬢じよう様さまは学校はどうしてるの？　行ってないよね？」


「お嬢様は学校には通えない。君も見てのとおり、お嬢様は普ふ通つうの人間とはまったく違ちがう。あれほどの力の持ち主が学校に行って、もしなにかの弾はずみで建物を壊こわしたり、人を殺したりしたらどうするんだ？」


「……なるほど」


　それは納なつ得とくするしかない。


　凜々花に吹き飛ばされたとき、衣緒にかばってもらわなかったら、完全にミンチになっていただろう。


「君の学校のことも大だい丈じよう夫ぶだ。お嬢様のそばにいてもらうために学校に通うことはできないが、お望みならばどんな学歴も軽くでっち上げられる」


「それは学歴詐さ称しようでしょ……」


「忘れるな、お嬢様の活動には国家が関かかわっている。君一人の学歴なんて、どうにでもできるんだ」


「国がそういうルールのねじ曲げをしちゃいけないんじゃないかなあ……あはは……」


　どうやら鋼は、なにもせずに高校卒業だろうと学士だろうと、どんな資格でもいただけるようだ。もう笑うしかない。


「こちらからの話はこんな感じだ。さて、君の話を聞こうか」


　衣緒はにっこり笑ってそう言った。


　執しつ事じの笑え顔がおは、やはり呆あきれるほど端たん正せいで、そして憎にくたらしかった。


　やられっぱなしも面おも白しろくないな──鋼は、ふと思いつく。


　凜々花の男おとこ嫌ぎらいの治ち療りよう。普通に執事に話すつもりだったが、面白くすることができそうだ──








　瑞鳳院の屋敷の庭は迷子になりそうなほど広い。


　丁てい寧ねいに手入れされた花や芝生しばふ、様々な木々、あちこちに休きゆう憩けい用のベンチなども置かれ、澄すんだ鳥の声も聞こえてくる。


　小高い丘おかになったところにテーブルと椅い子すが置かれている。


　凜々花はその椅子にちょこんと腰こし掛かけ、のんきに携けい帯たいゲームで遊んでいるところだった。「ちぇい！」「うりゃ！」とか小声で言いながら、たまに無意味に身体を動かしながら、遊んでいる。


「外で遊ぶようになっただけ、だいぶマシになったんじゃないかな、お嬢様は」


「……おい。本当に私がやるのか？」


　凜々花から十メートルほど離はなれた木の陰かげで、鋼と衣緒は主の姿を眺ながめていた。


　既すでに、鋼の口から「育成計画」の件は衣緒に話してある。その第一歩が男嫌いの克こく服ふくであることも。計画のことは、衣緒も聞いていなかったらしい。


「衣緒以外に適任者はいないよ。でも、いいことだよ。ずっと屋敷にこもって無む駄だな時間を過ごすよりよっぽど有意義じゃないかな」


　男嫌いの克服には、実験台が必要だ。もちろん、それは鋼の役割ではない。


　以前、一度〝鋼〟の姿で凜々花と出会ったときに、鋼がはがねと似ていることに気づかれなかったのは奇き跡せき的なことではある。しかし、もう一度〝鋼〟として彼女に会って、偽にせはがねだとバレる危険は冒おかせない。


　つまり、この屋敷で実験台になれる男性は衣緒しかいない。


「とりあえず、一いつ緒しよにお茶でもしてみたらどうかな？」


「……使用人として、お嬢様とお茶をご一緒するわけにはいかない」


　鋼の言葉に、衣緒が即そく座ざに反論してくる。冷静なこの執事も、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアの凜々花に迂う闊かつに近づけば死の危険があるだけに、できれば遠えん慮りよしたいのだろう。


「お嬢様の許可が出れば問題ないさ。ボクも付き合ってあげるから」


「……君、なにか楽しそうじゃないか？」


「いえ、まさか」


　もちろん、楽しくないと言ったら噓うそになる。


　ずっと執事にやられっぱなしで、ようやく反はん撃げきできたのだ。これが面白くなかったら、鋼は聖人にでもなれるだろう。


　鋼は衣緒を連れて、凜々花のところへ近づいていく。


「おりゃ！　どわっ！　にゃーっ！」


　凜々花はゲームに熱中していて、衣緒がテーブルの向かい側に座ったことも気づかない。


「お嬢様」


「ぎゃーっ、逃にげられた！　ばか、どうして最後まで戦わないの!?」


　ゲームとなると、熱くなるお嬢様だった。


　鋼は、もう一度「お嬢様」と呼びかける。


「……ん？　はがね？」


「ええ。それと、彼も一緒です」


「か……れっ!?」


「ストップ、お嬢様！」


　驚おどろきとともに、腕うでを振ふり上げようとした凜々花をはがねが素す早ばやく制する。


　携帯ゲーム機を持ったまま腕を高々と挙げたところで、凜々花の動きがぴたりと止まった。


「はい、そのままゆっくり腕を下げて──深呼吸です。落ち着いて、お嬢様」


「うむむむ……」


　凜々花は唸うなりながらも、鋼に言われたとおりにする。まだ鋼を認めていなくても、基本的にお嬢様は素直に言われたとおりにしてくれている。


「怖こわがらないでください。衣緒は、お嬢様にはなにもしません」


「ど、どうして執事が……そこにいるの？」


　凜々花の携帯ゲーム機を持った手が、かくかくと震ふるえている。怖いのか、それとも攻こう撃げきしようとしているのを抑おさえているのか。


「さっきお話ししたでしょう。育成計画の第一歩です」


「な、なんて大きな一歩を踏ふませようとしてるの……」


　凜々花は驚きに震えている。


　衣緒は、まだ凜々花の正面に座っているだけである。どこか触ふれているわけでもなく、まだ会話すら交かわしていない。


「もちろん、衣緒のことは知ってますよね？」


「うん……」


　凜々花は、こくりと頷うなずいた。


「お嬢様」


　衣緒は柔やわらかな微び笑しようを浮うかべて言った。


「無理をなさらずともかまいませんが、私を怖がることもありません」


「わ、わかってる……別に怖いわけじゃないもん」


「まずはお茶をご一緒しましょう。こうしてここに座って、お茶を飲むだけです」


「お茶に罪はないから大丈夫。できる」


　まったく自信なさげに凜々花は言った。言っていることも意味不明である。


　鋼は苦笑しながら、別のテーブルに置かれていたポットを手に取った。


「お嬢様、どうぞ」


　鋼は凜々花におかわりを注ぎ、別のカップに紅茶を淹いれて、衣緒の前に置く。


「うん、いい香かおりだ」


　衣緒はカップを手に取って、まず香りをかいだ。香りがいいのは、淹れた鋼の腕が優すぐれているわけではなく、一いつ般ぱん人の目に触れることすらない高級茶葉だというだけだ。


「……お嬢様、熱いですか？」


「そ、そうじゃないけど」


　凜々花は、鋼に答える。お嬢様はカップの取っ手を摑つかんだままフリーズしている。


「そうじゃ……ないけどっ！」


「え？」


　同じことを語気を強めて言った凜々花の手元で──


　紅茶の表面に泡あわが浮かび始めていた。


「あれ、どうなって……？」


　鋼が思わず凜々花のカップを覗のぞき込んだそのとき。


　紅茶がいきなり沸ふつ騰とうし、水柱のように中身が飛び出した。


「うわっ！」


　叫さけびつつも、鋼の身体からだは動いていた。飛びつくようにして凜々花に体当たりして、芝生の上に押し倒たおす。


「……びっくりした」


「それはこっちの台詞せりふです」


　芝生に横たわったまま、ぼんやりとつぶやいた凜々花に、鋼は思わずツッコミを入れる。


　熱い紅茶が凜々花にかからなくてよかったが、紅茶が沸騰するなど、予想外すぎる。


　凜々花の身体についた芝生を払はらって立ち上がらせ、鋼はテーブルを見た。


　紅茶の中身が完全にこぼれ、テーブルの上で湯気を立てている。しかも──


「なに、これ……カップが融とけてる……？」


　さっきまで凜々花が持っていたカップが、取っ手を残してドロドロに融けてしまっている。幻獣フアントムの能力だろうが、恐おそろしすぎる。


「ご、ごめん。焦あせっちゃってつい……」


「焦るとカップを融かすんですか、お嬢様は」


　わざとではないだろうし、素直に謝ったところを見ても、凜々花は別に悪い子ではない。


「お嬢じよう様さまにケガはないんだな？」


「……あんたもなんともなさそうだね」


　執事は何事もなかったかのような顔で、カップを手に、テーブルから数メートル離れたところに立っていた。


　紅茶は量が少なかったとはいえ、派手に溢あふれ出したのに、執事は上う手まく身をかわしたようだ。彼もただ者ではないらしい。


「とりあえず、ティータイムはここまでだな。では」


　執事はカップをテーブルに置くと、軽く手を挙げて、素早く去って行った。


「あ、ゲーム機、ゲーム機……」


　凜々花は立ち去った執事には既に興味をなくしたようで、携帯ゲーム機が濡ぬれていないか確かく認にんしている。


　どうやら、最初の一歩は見事に失敗に終わったようだ。


　凜々花がここまで過か剰じような反応を見せるとは、鋼にも予想できなかった。


　もう少し作戦を考える必要があるかな、と鋼は懲こりずに次を考え始めるのだった。








　凜々花は部屋に戻もどり、昼食を終えてから二時間ほどお昼ひる寝ね、起きてから三時のおやつを食べた。


　大変に優ゆう雅がな一日だ。というより、生活パターンは幼よう稚ち園えん児じとあまり変わらない。


　おやつを食べ終えると、凜々花は今度はＴＶゲームを始めた。五〇インチＴＶにかじりつくようにして、格かく闘とうゲームで遊んでいる。


「にゃーっ！　わーっ！　ちぇすとおおおお！」


　普ふ段だんの凜々花は消え入りそうな声なのに、やはりゲームとなると大声が出るようだ。遊んでいるときは元気という辺り、やはり子供だ。


「というわけで、今度はこれいってみよう」


「……君も意外と懲りないな」


　鋼は部屋のドアを開けて、廊ろう下かにいた衣緒を招いた。


　衣緒を部屋に入れ、お嬢様とゲームでの対戦を提案すると──


「う、うぅ……受けて、立つかも……」


「かもじゃなくてお願いします」


　鋼は、言葉を濁にごしている凜々花にきっぱりそう言うと、衣緒をＴＶの前に座らせた。


　衣緒は腹をくくったのか、ことさらに凜々花に近いところに座り、コントローラーを手に取った。


「じゃ、お嬢様、衣緒。はじめてください」


　──普ふ通つうに対戦していたのはほんの三十秒ほど。


　意外に上手い執しつ事じが凜々花のキャラの体力を半分ほど削けずったところで、異変は起きた。


「わあぁっ!?」


　鋼は叫び、煙けむりを噴ふいたＴＶの前から凜々花を引き離はなした。おまけに、コントローラーも凜々花に握にぎり潰つぶされたかのように粉々になってしまっている。


「あの、お嬢様。いったいなにが……？」


「き、緊きん張ちようするの……」


　緊張するとＴＶやゲーム機を壊こわしてしまうとは。


　国家令嬢というのは、どうにも理解しがたい生き物のようだ。他に三人いるという国家令嬢はどういうキャラなのだろうと、本気で気になってくる。


　お茶のときと同じく、執事もまた素早くＴＶから離れていた。どうやら、この執事を助ける必要はないようだった。


「まったく、いちいち予想外のことが──」


　鋼が凜々花に傷がないことを確認していたそのとき。


　今度は、ＴＶがいきなり派手に燃え上がった。ぱしっ、と電気がショートする音も確かに聞こえた。


「わ、冷たっ」


　スプリンクラーが作動し、天てん井じようから冷たいシャワーが降りかかってくる。


　さすがは国家令嬢のお部屋だけあって、防災設備も調っているらしい。


「って、お嬢様、部屋を出てください。早く」


　鋼は、のんきに水を浴びている凜々花の背中を押して、部屋を出る。


　ただゲームをやっていただけなのに、なぜこうなるのか。真人間になるより先に、この屋や敷しきが壊かい滅めつしてしまいそうな気さえしてきた。








　幸い火事にはならなかった。鋼は凜々花を別の部屋に移動させて、服を着き替がえさせることにした。もちろん着替えを手伝うのは、鋼の役割である。濡れた髪かみを拭ふいて、ドライヤーで乾かわかしてやることも忘れない。


　今さらだけど、本当に世話係──というか、尻しりぬぐい担当になってるな、と鋼は我が身を嘆なげく。


「……はがねも着替えてきたら？」


「あ」


　髪も元どおりになった凜々花に指し摘てきされて、ようやく鋼は自分が濡れ鼠ねずみのままであることに気づいた。


　断りを入れてから、凜々花の部屋を出る。


「っと、そうだ」


　替かえのメイド服も洗せん濯たくに出してしまっていて、自室には一着もない。確か、衣い装しよう室というのがあって、そこには予備のメイド服が山ほどあるはずだった。


　長い廊下を進んで、衣装室へ向かう。この屋敷は広すぎて、どこに行くにも時間がかかってしまう。


　衣装室に着き、ドアを開いて中に入る。


「はー……。次の作戦を考える前に、お嬢様を説得して──」


「ん？」


　メイド服がずらりと並んでいる部屋には先客がいた。


　そういえば、さっきは忘れていたが、スプリンクラーが作動したときに執事も凜々花の部屋にいたのだった。


　彼のほうも予備の服を探して、衣装室に来ていてもなんの不思議もない。


　ただ、不思議なのは──


　執事の上半身は裸はだかで、その胸が──大きく盛り上がっている。肩かたからタオルをかけていて、大事なところは隠かくれているが、二つのふくらみがはっきりと見えていた。


「え……えっと……？」


　あまりの理解不能な事態に、鋼の思考が停止する。


　なにげなく視線を下げると、いつも彼がはいているズボンも脱ぬぎ捨てられ、ピンクのパンツがあらわになっている。男物にしては、色もデザインもずいぶんと可愛かわいらしい。


「……って、女─────っ!?」


「こんな綺き麗れいな男がいるか……って、いるな、そこにも」


「なにを普通に対応してるの!?」


　女であることがバレた上に、半はん裸らを見られているのに彼は──彼女は、まったく動じていない。


「いや、実際、君は美人だと思うぞ。はがねも美人だったし、彼女とまったく同じ顔なんだから」


「そういうことじゃなくて！」


「ふむ。そういえば、君には教えてなかったな。私は女だ」


「見ればわかるよ！」


　胸がふくらんでいるだけでは女性と断言はできない。しかし、鋼の目の前にいる人は、胸以外の部分の身体からだつきといい、間ま違ちがいなく女性だ。


　頭の中がぐるぐると回る。


　初めてメイド服を着たとき、他のメイドに手伝われるのが嫌いやだからと、衣緒にいろいろしてもらったような。衣緒の前で服を脱いだり、あまりにも大だい胆たんすぎた。


「なんで気づかなかったんだ……観察と推測だけが僕の特技なのに」


「そう卑ひ下げすることもない。君の観察能力がずば抜ぬけているのは確かだ。ただ、私がこの姿をしているときのメンタリティは男そのものだ。見抜けなくても不思議はない。身体つきも執事服の上からではわからんだろう」


「ま、まあね……」


　鋼も衣緒がスレンダーだとは思っていたが、執事服は身体にフィットしているわけでもない。スタイルは服の上からではわかりにくい。しかし、本当に胸が大きく、腰こしもきゅっとくびれていて……。


「ああ、っていうか、見てちゃダメだ！　衣緒も隠して隠して！」


　鋼は慌あわてて後ろを振ふり向いて言った。つい、まじまじと眺ながめてしまったが、彼は女性の半裸をいつまでも見続けられるほど図太くない。


「ずいぶんと慌ててるな、はがね」


「……なんであんたは落ち着いてるの？」


「言っておくが、私は別に露ろ出しゆつ狂きようじゃないぞ。人前で堂々と裸を見せたりはしない」


「いえ、今まさに見せてるんですけど」


　鋼は後ろを向いたまま言ってから、ふと気づいた。部屋を出ればいいだけの話なのだ。


「と、とりあえず服を着て。僕は外に出てるから」


　鋼がドアノブに手をかけた瞬しゆん間かん。


　手首を摑つかまれ、身体がふわりと浮うき上がったかと思うと、背中に軽い衝しよう撃げきを感じた。


「……え？　あれ？」


　ドアを開けようとしていたはずなのに、鋼はいつの間にか背中を壁かべにつけて、衣緒と向き合っている。どうやら、衣緒が柔じゆう道どうか合気道のような投げ技で、鋼を壁に押しつけたようだ。


　その衣緒はまださっきと同じ格好のままで、タオルがギリギリのところで胸を隠しているだけだ。


「い、衣緒……？　なにをしてるの？」


「君こそなにを慌ててるんだ？　お嬢じよう様さまの着替えまで手伝っているくせに。女の裸なんて、見み飽あきてるだろう」


「人聞きの悪いことを。あれは、その……」


　鋼は衣緒から目を逸そらしながら言った。


「お嬢様はほら、だって……動物みたいなものだし」


「……君、意外にひどいことを言うな」


　確かにそうだが、鋼から見れば凜々花は同い年の女の子という感覚はあまりない。というより、そういう感覚を持たないようにしている。いちいちドギマギしていては世話係などできないし、正体がバレる危険も高まるからだ。


「まあいい。もう一度言うが、私は女性だ。この屋敷には基本的に女性しかいない。君と私の他にいるのはメイドたちだけ。もちろん、彼女たちは女装癖へきがある男ではない」


「言っておくけど、僕も趣しゆ味みで女装してるんじゃないからね」


「そうだったな。ともかく、男の使用人はゼロだ」


「いやだから、僕は男なんだけど」


「今の君は、黒鉄はがねだ。悪いが、男としてカウントしない」


「あんたもひどいこと言ってるよ……」
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　男と認められていないというのは、さすがに鋼もショックだ。


「ま、今のところはそういうことにしておけ」


「は？　今のところって？」


「気にするな。情報は段階を追って知っていくほうがいい」


　鋼にはなにやらわからないが、屋敷にはまだ謎なぞでもあるのだろうか。


　謎の一つくらい増えても今さらという気もするが。


「じゃあ、それはいいけど……お嬢様はこのことを知ってるの？」


「もちろん知っている。私も最初から男装して、この屋敷に来たわけじゃないんだ」


「男装だって知ってるのに、あんなに怯おびえてたの……？」


「見た目が男に見えれば怖こわいらしいな。根の深いことだ」


　執事はまるで他ひ人と事ごとのように、驚おどろきの事実をさらりと話している。


「いや、そもそもなんで衣緒は男装なんてしてるんだ？」


「お嬢様に、少しでも男に慣れていただくためだ」


「は……？」


「だいたい、男おとこ嫌ぎらいのお嬢様の屋敷に男が働いているわけがないだろう。実は、今回の計画の発動前から、お嬢様は男嫌いを治そうとお考えだったんだよ」


「だから、計画の第一歩も男嫌いの克こく服ふくだったのかな……？」


「そうだろうな。まあ、あれほど度を越こした男嫌いじゃ、このまま一生引きこもらなければならなくなる。さすがにお嬢様もそれは避さけたいんだろう」


　第一段階として、男装の女性で少しずつ男に慣れていくつもりだったのか。


　納なつ得とくできなくもないが、それならそれで言ってほしかった──鋼がそう抗こう議ぎすると。


「別に隠してたわけでもない。すっかり忘れてただけだ」


「お嬢様だけじゃなくて、あんたも天然なの……？」


　鋼も自分が多少ぼーっとしているとは思うが、凜々花はもちろん、衣緒もかなりどうかしている。


　しかも、裸を見られても動じないという点では、凜々花より衣緒のほうが厄やつ介かいかもしれない。


「ふむ、ずいぶんと驚かせてしまったようだな。すまない」


「…………」


　おかしい、こちらが衣緒を脅おどかすつもりだったのに。


　鋼は、がっくりと肩を落とす。衣緒も男嫌いの国家令嬢の前では形なしになると思ったのに、それどころかこちらがドギモを抜かれてどうする。


「男装に慣れすぎていたようだな。自分でもあまり意識してなかった」


　衣緒は、ショートカットの自分の髪かみを撫なでながら言った。男にしては少々長めにしているところが、彼女の女性としての名残なごりなのだろうか。


　それにしても、女装メイドに加えて、男装執しつ事じとは。ここはいったいどんな倒とう錯さくした屋や敷しきだ、と鋼は自分が呪のろわれているのではないかと疑い始めていた。


「そうだ。ついでだから君に教えておこう」


「な、なにを……？」


　衣緒が鋼の頰ほおに触ふれて、自分のほうを向かせる。


　また視界に白い肌はだや大きなふくらみが入りそうになって、慌てて視線を逸らそうとした鋼の動きを妨さまたげるように、衣緒は真ま面じ目めな表情をつくって、ぐっと顔を近づけてくる。


「はがね。なぜお嬢様がああも男嫌いなのかわかるか？」


「それは、箱入りだからじゃないの？」


　鋼は、あまり深く考えていなかったが、男とほとんど接することもなさそうなこの屋敷にいれば、そうなるのかと漠ばく然ぜんと思っていたが。


「もちろん、それもある。お嬢様は幼い頃ころから幻獣フアントムの能力を発現させていた。国家に保護され、この屋敷に来たわけだが、私ですらここに来る前のことは聞いていない。お嬢様の家族のことを含ふくめた過去については、安全上の理由から秘密とされている」


「なるほどね……」


　あれほどの力を持つ凜々花ならば、よからぬことを考える輩やからが寄ってきても不思議はない。たとえば、彼女の家族や友人を人ひと質じちに、凜々花を利用することを考える者が出てくる可能性もある。


「ただ、お嬢様がお育ちになった環かん境きようは関係ない。お嬢様が男嫌いなのは、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアの性質によるものだ」


「どういうこと？」


　鋼は幻獣フアントムの知識は多少あるが、保有者キヤリアのことはほとんど知らない。


「幻獣能力保有者フアントム・キヤリアは、十代に入った頃から能力を発現させることが多い。そして、十代が終わる頃までに能力を失ってしまう。失われた幻獣フアントムの力は即そく座ざに他の誰だれかに宿るから、マレビト迎げい撃げきの戦力がなくなることはない」


「それは……初耳だね」


「まあ、あまり保有者キヤリアの情報は一いつ般ぱんには知らされていないからな。ただ、年ねん齢れい以外に能力を失う条件がもう一つある」


「それは……？」


「幻獣能力保有者フアントム・キヤリアは全員が女性だ。彼女たちは──純潔を失うと能力が消えてしまう」


「じゅ、純潔って」


　思わず、鋼は言葉に詰つまってしまった。


　高校生にもなったというのに、鋼はそういう話は苦手だ。すぐに顔が真っ赤になってしまう。


　純潔ということは、つまり男と女のアレということで──


「要するに、処女でなくなると保有者キヤリアでもなくなるということだ」


「いや、言い換かえなくていいから」


　さらに直球な言い方に、鋼は耳が熱くなるのを感じる。


「昔から、清らかな処女は神に近い存在とされていた。幻獣フアントムたちはそういう乙女おとめたちを好むのかもしれないな。もちろん、お嬢様も処女だ」


「そ、それも言わなくていいってば」


「お嬢様は、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアの中でも特に強い力をお持ちだ。だからこそ、幻獣フアントムの清らかさを求める心が強く出ているのかもしれない」


「それが、男嫌いに繫つながってると……？」


「男がいなければ、純潔を失うことはないからな」


　話としては、鋼にも理解できる。しかし、それは厄介な性質のように思える。


　この世界には男もいる以上、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアの少女たちは相当に生きにくいのではないだろうか。実際、凜々花の男嫌いは社会生活に支障が出るレベルだ。社会とは関かかわっていないが。


「そういうわけだから、はがね」


「はい？」


　衣緒がひときわ真しん剣けんな表情になって、さらに顔を寄せてきた。彼女の吐と息いきがかかるほどの近さで、鋼は心臓がどくどくと高鳴るのを感じた。


「お嬢様は特別な幻獣能力保有者フアントム・キヤリアだ。彼女の力を失うのは、アスタルテ機関としても好ましくない事態なんだ」


「え？　でも、すぐに代わりが見つかるんじゃ？」


「どうもお嬢様は特別らしい。他の国家令嬢と比べても、特に優すぐれた力を発現させている。それに、次の朱す雀ざくの保有者キヤリアが同じレベルの力を持てる保証はないんだ」


「……つまり、お嬢様のじゅ、純潔をなにに代えても守らなきゃいけないって？」


「そういうことだ」


　衣緒は、にっこりと笑って頷うなずいた。


　どこかうさんくさく思えていた彼女の笑え顔がおも、女だとわかってしまうと、異様に魅み力りよく的に見える。別に彼女の顔自体が変わったわけでもないのに。


「まあ、君が欲よく望ぼうに任せてお嬢様を襲おそうとは思えないがな」


「そんなわけないでしょ！」


　自じ慢まんではないが、鋼には据すえ膳ぜんを食う度胸もない。元々、女の子は苦手なのだ。


「とはいっても、君も健全な男の子だ」


「こんな格好だけどね……」


「時には、性せい欲よくをコントロールできなくなるときもあるかもしれない。そういうときは、猛たけりきった欲望を私にぶつけてくれてかまわない」


「かまってくれ！」


「私は保有者キヤリアじゃないからな。処女くらい別になくなっても」


「そこは大事にして！」


「たいしたことでもないだろう。天てん井じようのシミを数えてる間に終わると聞く」


「あんたは、ちょっと男嫌いになるくらいがちょうどいいんじゃない……？」


　こうも自分を大事にしない態度を見せられると、他ひ人と事ごととはいえ鋼も不安になってくる。さらりと処女だとカミングアウトされても困ってしまう。


「とにかく、話はわかったから、まずは服を着て」


　衣緒は頷いてきびすを返し、脱ぬぎ捨てていた服を拾い上げる。


「ああ、そうだ。ちょうどよかった」


「え？」


　こっそりと部屋から出て行こうとしていた鋼が、衣緒に襟えり首くびを摑つかまれて引き戻もどされる。


「さらしを巻くのを手伝ってくれ。シャツの下まで濡ぬれてしまったからな。替かえようとしてたところなんだ」


「さ、さらし……？」


「胸を小さくするブラなんかも試ためしてみたがな。あまり効果がなくて。結局、さらしで潰つぶしてしまうのが一番いいんだ」


「そ、そんなこと訊きいてないよ」


「ちなみにＥカップだ」


「それも訊いてない！」


「そうか、君もそういうことに興味くらいあると思ったんだが」


「…………」


　興味がないと言ったら噓うそになるが、率そつ直ちよくに教えられても困る。


　衣緒は「まあいい」と適当に流してから、鋼にさらしを押しつけてきた。戸と惑まどう鋼の前で、衣緒は悠ゆう然ぜんとズボンをはいた。上半身はまだ裸はだかのままだ。


「さらしを巻くのは何度やっても慣れなくて。人にやってもらうほうが早い」


「男に頼たのむのはどうなんだろ……だいたい僕、さらしを巻いたことなんてないよ」


「難しいことはない。胸がちゃんと潰れるようにぎゅっと巻いてくれればいい。さ、やってくれ」


「本当に……？」


　もちろん、衣緒は本気だった。


　鋼は渋しぶ々しぶ、受け取ったさらしを衣緒の胸の辺りに巻きつけていく。衣緒は背中を向けてくれているが、その背中もつるりとしていて妙みように色っぽい。しかも、気をつけていないと背中どころか胸に触さわってしまいそうになる。


「うう……」


「お嬢じよう様さまみたいなうなり声を出すな。くっ、あん……ちょっとキツイぞ」


「あっ、ごめん」


　変に悩なやましい声を出さないでほしいと思いつつも、鋼は謝る。


「くっ……うん、やっぱり人にやってもらうと楽だな」


「……男装してる理由はわかったけど、衣緒はそもそもなんでこの屋敷で働いてるの？　ここじゃなければ、男装する必要なんてまったくないわけだし」


「それも話してなかったか。まあ、別に簡単な話だ。私が屋敷に来たのはほんの二年前。私はお嬢様をちょっと殺そうと思って来たんだ」


「………………は？」


「いやだから、お嬢様を殺しにな。で、いろいろあって執事になったわけだ」


「はしょりすぎでしょ！　殺しに来たとか執事になったとか、全然話が見えな──」


　不意に、ケータイのコール音が響ひびいた。


　衣緒は、素す早ばやく反応して近くのテーブルに置いてあったケータイを取り上げ、操作した。


「む……」


　衣緒はケータイの液えき晶しようモニターを見て、眉まゆをひそめる。


「なに？」


「モニタールームからの転送映像だ。これは……」


　衣緒はそこまで言って、黙だまってしまう。


　鋼が気になって、思わず衣緒のケータイを覗のぞき込むと、そこには屋敷の庭らしき場所が映し出されていた。


　そして──


「誰なの、あれ？」


　庭には誰かがいて、慎しん重ちような足取りで歩いている。映像はカラーの鮮せん明めいなもので、歩いている人ひと影かげが紺こん色いろのセーラー服を着ているのもはっきりとわかる。


「ちっ、今回は早かったな」


　突とつ然ぜん、衣緒は身を翻ひるがえして衣装室を飛び出していった。


　まださらしは巻きかけで、半はん裸らのままである。


　鋼にはなんのことかわからないが──


「ああもう」


　このまま、ここで衣緒の戻りを待つというわけにもいかない。屋や敷しきでなにかが起こったなら、それに対処しなければ。


　鋼は、既すでにお嬢様のメイドであるだけでなく、屋敷の使用人として染まりつつあるようだった。








　庭へ向かおうと屋敷の玄げん関かんを出たところで、鋼の足が止まった。


　屋敷の玄関は一段高くなっていて、短い階段を下りて門や庭へ続く道へ入るのだ。


　その階段を下りたところで、衣緒が立ち止まっていた。


　執しつ事じからほんの数メートルしか離はなれていない場所に、さっきモニタールームで観みたセーラー服の少女が立っていた。


　セーラー服の少女は、不ふ機き嫌げんそうに執事を睨にらんでいる。


　鋼は階段を一段だけ下りたところで立ち止まる。二人の間に割り込むのは、状じよう況きようもわからない以上、ためらわれたのだ。


「この前来たのは一ヶ月くらい前だったか？　本当によく来るな、君は」


「……おまえ、なんて格好してんのよ。変態か？」


　淡たん々たんとした衣緒の言葉に、セーラー服の少女は挑ちよう発はつ的に答えた。


　少女の髪かみは、透すき通るような白だ。歳としは鋼と同じくらいか、もしくは少し下くらいだろう。その年ねん齢れいでこれほどに真っ白な髪というのは染めているのだろうか。


　綺き麗れいな白い髪をお下げにして、セーラー服のスカートはかなりのミニだ。


　少女は偉えらそうに腕うで組ぐみをして、衣緒を睨みつけている。その眼光は、異様なほど鋭するどい。


「ちょうど着き替がえ中だったんだ。君が私の着替え中に現れたから、こんな格好で出てくるハメになってしまった」


「人のせいにするな！　おまえは本当に性格悪いな！」


　衣緒の性格が悪いというのは、鋼も同感だ。どうやら、少女と衣緒は顔見知りらしい。


「あのさ、衣緒……」


「ああ、君も来たのか。お嬢様のところに戻ってくれてよかったのに」


　衣緒は少し呆あきれたように言って、セーラー服の少女を親指で指し示した。


「まあ、いい。そこにいる子も、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアだ」


「保有者キヤリア!?」


　鋼は思わずぎょっとして、一歩後ろに引いた。


　そばに仕えるようになっても、凜々花に吹ふき飛ばされたときのことは忘れていない。


　しかも、目の前にいる少女は明白な敵意を持っている。


「保有者キヤリアって……まさか、その人も国家令れい嬢じようとか？」


「そんなわけないだろう。国家令嬢はその辺にゴロゴロしているものじゃない。あの子は第二級幻獣能力保有者フアントム・キヤリア。一級のお嬢様と比べれば数段落ちる」


「数段落ちて悪かったなーっ！　国が決めた基準なんか知ったことか！　相手が誰だれだろうと、自分は仕事で来てるんだよ！」


「仕事？」
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　突とつ然ぜん吼ほえたセーラー服少女に、鋼が問いかける。


「あんまり頭よくなさそうだけど、仕事とかできるの？」


「なんだとこらーっ！」


　思わず飛び出た鋼の素そ朴ぼくな疑問に、少女が嚙かみついてくる。


　衣緒は少女の怒いかりなど気にも留めず、真面目くさった顔で口を開いた。


「彼女は……〝壊こわし屋〟だ」


「壊し屋？」


「そう、幻獣フアントムの能力を用いて、同じ能力者を倒たおして回っている。この子は、お嬢様を行動不能にしてお持ち帰りするのが任務らしいぞ」


「そういうことだっ！」


　衣緒が鋼の質問に答え、少女は胸を張ってきっぱりと言い切った。


「壊し屋って、なんでそんなものが……」


「お嬢様を狙ねらう連中はいくらでもいるからな。その勢力の一つが派は遣けんしてきたのが、そこにいる子だ」


「そうだ、派遣された！」


　どうするかな、この子は本当にバカみたいだぞ、と鋼は困こん惑わくする。


「もう何度もここに来ては追い返されて、また来てるというわけだ」


「ていうか、屋敷のセキュリティとかどうなってるの？　何度も侵しん入にゆうを許してるって」


「言っただろう、彼女は能力保有者だ。普ふ通つうの人間では対処できない。彼女に宿っているのは……〝ユニコーン〟だ」


「ユニコーン……」


　鋼も、幻獣使いフアントムテイマーの血筋という立場上、幻獣フアントムに関する多少の知識はある。


　ユニコーンは主にヨーロッパに生息していた幻獣フアントムで、日本にもごくわずかだが生息していたという。頭に一本の角を持ち、姿形は馬に近い。


「ユニコーンは人間には捕つかまえられない。形は馬に似ていても、パワーは馬など比べものにならないからだ。完全武装の兵士を投入しても犠ぎ牲せい者しやを出すだけだろうな。彼女が入ってきても、セキュリティは妨ぼう害がいに入らないことになっている」


　執事が淡々と答える。


　確かにそれは納なつ得とくできる話だ。たとえば、凜々花に銃じゆう火か器きで立ち向かうなど、自殺行こう為いでしかない。軍隊でも相手にできないマレビトをあっさり撃げき破はしてしまうような能力の持ち主なのだから。


　セーラー服少女の能力が凜々花より劣おとるとしても、人間の兵士に太た刀ち打ちできるかどうかは、かなり怪あやしいものだ。


「おおっ、りりたんがいる！　りりたーん！」


「え？」


　セーラー服少女がぴょんぴょんと飛び跳はねながら、屋敷を見上げて手を振ふっている。


　鋼も屋敷のほうに目をやると、二階の窓から凜々花の顔が半分ほどのぞいていた。騒さわぎを聞きつけて、下の様子をうかがいに来たらしい。


「りりたん、あとで迎むかえに行くからね。そこで待っててくれーっ！」


「り、りりたんって」


　鋼が呆れてセーラー服少女を眺ながめていると、衣緒が小さくため息をついた。


「彼女は──彼女のことは、これ以上は私も知らない。まあ、見てのとおりバカなのと、ユニコーンの能力を宿しているくらいかな。名前も聞いていないんで、〝ゆに子〟と呼んでる」


「勝手な名前つけんな、アホーっ！」


　セーラー服少女が文句をつけるのも、わからないでもない。


　少女がやっていることは、国家への反はん抗こうで犯罪行為だ。名乗るわけにはいかないだろうが、それでも執事がつけた名前はひどすぎる。


「で、ゆに子さん」


「おまえまでその呼び方か！　黒鉄はがね……って、なんでその執事はわざわざおまえに自分のことを説明してるんだ？」


「気にするな。こっちにも事情があってな」


　衣緒が、ゆに子の質問を軽く流した。鋼が見る限り、衣緒はゆに子をナメきっている。


　どうやら、ゆに子ははがねとも面識があるらしい。一度、はがねの過去のことを執事に詳くわしく聞いておく必要がありそうだ。


「まーいい。こっちも仕事の前に確かく認にんしたいこともあるしな」


　ゆに子はあっさり言った。壊し屋などという物ぶつ騒そうな職業の割に、あまり緊きん張ちよう感がない。


「ふむ。君の顔を見る限り、それは仕事より大事なことのように思えるね」


　突然のことで鋼も動どう揺ようしてしまっていたが、なんとか事態を把は握あくできてきた。


「もしかしなくても、それもお嬢様と関係のあることかな？」


「そのとおりだっ」


　ゆに子は、また屋敷の凜々花のほうを見上げて、大きく息を吸い込んだ。


「りりたーんっ！　りりたんは、もちろんまだ処女だよねっ！」


「なにを訊きいてるの!?」


「重要なことだっ！」


　鋼のツッコミに、ゆに子が当然のことのように言い切った。


　本人ではなく、執事が「ああ」と反応する。


「この子、ユニコーンだからな。処女が大好きなんだ。処女の膝ひざ枕まくらで眠ねむるのが一番の喜びらしい」


「そういえば……」


　ユニコーンは人間を嫌きらっているが、清らかな乙女おとめにだけは心を開くという。ユニコーンを捕ほ獲かくする唯ゆい一いつの手段は、処女を囮おとりに使うことだと聞いた記き憶おくもある。


「りりたんを連れて帰る前に、膝枕してもらったり、匂においをくんくんしたり、ほっぺをぺろぺろしたりしてたっぷり楽しむんだー」


　ゆに子は胸の前で手を組んで、うっとりと凜々花を見上げている。


「変態だね……」


「仕方ない、ユニコーンの本能だからな」


　だとしても、本能剝むき出しでいいのか。鋼はもう屋敷の中に戻もどりたくなってきた。


「ところで！　そこの執事も当然ちゃんと処女は守ってるんだろうな！」


「ああ、今はまだ処女だ」


　ユニコーンの少女は、衣緒の純潔にも興味津しん々しんらしい。


「そうか、よかっ──今は!?　まさか、近々失う予定があるのかーっ！」


「こちらにも事情があってな。場合によっては、ある男にくれてやろうかと思ってる」


「なっ、なんだってーっ！」


　その男というのはもしかしなくても僕のことか──どうやら衣緒は本気のようで、鋼はだんだん恐おそろしくなってきた。


「どうせ私なんか、死ぬまで処女のままだろうからな。男の格好をして、心まで男なのだから。もちろんそれは自分で選んだ道だ。だが、処女なんぞ死ぬまで取っておくなら、有効に活用したほうがいいだろう」


「そっ、それはいけない！　執事、もっと自分を大事にするんだ！」


　鋼は首を傾かしげた。ゆに子の言っていることは驚おどろくほど正論なのだが、あまり賛同できない。ゆに子から欲よく望ぼうがダダ漏もれになっているせいだろう。


「あと、そうだ。メイドの処女は!?」


「えっ？　えーと……」


「まっ、まさかっ？　ダメだ、メイドさんは処女じゃなければいけないんだぞ！」


　どこのルールだろう、と鋼が突つっ込こむ暇ひまもなかった。ゆに子はショックを受けたような顔をして、一人でぎゃあぎゃあと騒いでいる。


「って、違ちがう！　いつまで無む駄だ話ばなししてるんだ、自分らは！」


　と、不意にゆに子が我に返った。


　凜々花を狙っているという割に、このまま無駄話だけして帰って行くのではないかと疑っていたくらいだ。


「邪じや魔まをするなら、まずおまえたちから壊す！　心配するな、処女は奪うばわない！」


　ゆに子はバカなことを付け足してから、右拳こぶしを前に突き出すようにして構えた。


　そして、彼女の右手の甲こうを破ってなにかが飛び出して来る。


　それは──一本の角だった。


「さーあ、くらいやがれーっ！」


　ゆに子が絶ぜつ叫きようとともに、高々と跳ちよう躍やくした。はるかに人間離ばなれした凄すさまじいバネで、屋や敷しきの二階ほどの高さまで跳とんでいる。


　彼女が角が生えた右拳を振りかざすのと同時に、衣緒が鋼を思い切り突き飛ばした。


「どおおおおりゃああっ！」


　ゆに子の右拳が玄げん関かんの階段にぶち当たり、コンクリートの階段を粉々に砕くだいた。


　轟ごう音おんが響ひびき、まるでミサイルが直ちよく撃げきしたかのように地面がごっそりとえぐられてしまった。粉ふん塵じんが舞まい上がり、ぱらぱらと地面に落ちている。


「……壊すっていうか、死ぬよ」


　鋼はかろうじて、飛んできたコンクリートの破は片へんにも当たらずに済んだ。


「まったく、あまり屋敷を壊してくれるなよ」


　衣緒は、鋼をかばいつつ、自分も何事もなかったかのように攻こう撃げきをかわしていた。やはり、この執しつ事じもただ者ではない。


「今のはわざと外したっ！　次は本気で当てちゃうぞ！　そして処女のりりたんをさらって逃にげる！」


「それは困るな」


　つかつかと、衣緒が無造作にゆに子に近づいていく。


「ちょっと、衣緒！」


　いくらゆに子がアホっぽくても、攻撃力は凄まじいものがある。みずから近寄るなど、あまりに危険すぎる。


「はがね、君は下がってろ。君は戦闘にはまったく向かないんだろう。この壊し屋は、バカなだけに口先だけじゃ撃退できない」


「衣緒も、その子の一撃で吹ふっ飛とんじゃうだろ！」


「そういえば、さっきの話の続きがまだだったな。私はお嬢様を殺しに来たと」


　衣緒は、ぴたりと足を止めた。


「あれは冗じよう談だんでもなんでもない。私もゆに子と同じだ。かつて、ある組織の命令を受けて、お嬢様を殺しに来た。私は殺し屋だったんだ」


「こ、殺し屋……!?」


「君が幻獣使いフアントムテイマーの血筋であるように、私は代々殺し屋の一族に生まれた。幻獣フアントムを殺すための──殺し屋だ」


「…………」


　幻獣フアントムは人間の手に負える相手ではない。


　しかし、鋼たちの一族のような幻獣使いフアントムテイマーの他にも、幻獣フアントムと関かかわってきた一族は存在している。鋼の祖先は幻獣フアントムに寄り添そうことを選んだが、その逆──彼らを害することを選んだ者たちもいたということか。


「だがな、この屋敷に来た私の前に一人のメイドが立ちはだかった。私はターゲット以外は殺さないというほど優やさしくもないし、面めん倒どうなものはさっさと排はい除じよしたほうが効率的だからな」


「はがねと……ボクと戦ったの？」


　鋼は、思わずきょとんとした。黒鉄はがねという少女が、自分と同じだとすると、その結果も予想がつく。


「結果から言えば、負けはしなかったが勝てもしなかった。そもそも、戦ってすらいない。彼女と口をきいてしまったのが、間違いの元だったな」


　黒鉄はがねは、幻獣使いフアントムテイマーの能力で衣緒を懐かい柔じゆうしてしまった、ということか。


　問答無用でかかって来られたら幻獣使いフアントムテイマーもひとたまりもない。だが、会話に持ち込みさえすれば、人間が相手ならばどうにでもできるのだ。


「はがねと話しているうちに、殺しに来たのがバカらしくなってしまった。彼女は、国家令れい嬢じようを殺すこと、私が殺し屋でいることの無意味さをたたみかけるように説いてきたんだ」


「それはまた気の毒というか……」


「バカらしくて、疲つかれて……いつの間にか、殺す気なんて失うせてしまった。上う手まくはがねを殺せても、そのあとにお嬢様を殺すなんてとても無理だっただろう。国家令嬢を殺せる自信は──あったんだがな」


　衣緒はそう言って、右手を軽く振った。


「疲れ果てた私に、はがねは笑って肩かたを叩たたいてきた。お嬢様は遠くから、おどおどしながら私を見ていた。まったく変な二人だと思ったな。すぐに私は──あたしは、二人が好きになった」


　衣緒の指先から──四本の爪つめが音もなく伸のびた。長さは四十センチ以上もあるだろう。


　さらに、衣緒の黒くろ髪かみまでもが、長く伸びている。さっきまでは間違いなくショートカットだったのに、今は腰こしに届くほどに長い。


「なぜそうなったのか今もわからないけど、あたしはこの屋敷で仕えることになったのよ。流された、というのが正確なところかしら」


　衣緒は口調が女性らしくなり、顔つきまで変わってしまっている。今の彼女ならば、執事服を着ていても男だと思う者はいないだろう。


　これが、衣緒の──いわば殺し屋モードか。


　モードが変わると外見も性格も口調も、男っぽさが完全に抜ぬけてしまうようだ。


「衣緒、その髪と爪は……？」


「うちの一族のちょっとした特技よ。本来は爪が伸びるだけなんだけど、なぜかあたしは男装を始めて以来、髪まで一いつ緒しよに伸びちゃうようになったの」


「それはまた、変わってることで……」


　幻獣能力保有者フアントム・キヤリアに比べればささやかな能力だが、普ふ通つうの人間から見れば充じゆう分ぶんに異様すぎる。


「あんた、どこまでボクを驚かせるの……？」


「そんなつもりはなかったわ。あたしは、けっこう君のことも気に入ってるからね」


　衣緒は、柔やわらかな微び笑しようを浮うかべて言った。


　不覚にも、その笑えみに鋼はドキリとしてしまう。


「そしてなにより、あたしはここでの生活が気に入ってるの。だから──誰だれにも邪魔はさせない」


「くっ……長々とおしゃべりなんかしてるんじゃなーいっ！」


　黙だまって聞いていたゆに子も大たい概がいだが、確かにのんきにお話をしている場合ではない。


　衣緒は一つ頷うなずいて、伸びた爪を軽く振ふった。


「じゃあ、さっさとかかってきてもらえるかしら。そろそろお嬢様のところに戻らないといけないしね」


「ナメんなーっ！」


　ゆに子が雄お叫たけびを上げて、衣緒に飛びかかっていく。


　鋼の目では捉とらえきれない、弾だん丸がんのような動き。再び、ミサイルと化した拳の一撃が衣緒の顔面を狙ねらって放たれる。鋭するどく尖とがった拳の角が衣緒の顔に触ふれそうになったその瞬しゆん間かんに。


「おっ？」


　衣緒は指先を揃そろえて四本の長い爪を一本の剣けんのように扱あつかい、角を横からはたいて軌き道どうを逸そらした。ゆに子の角と拳は、衣緒の頰ほおのギリギリをかすめてすり抜けていき──


「どわぁっ！」


　同時に、衣緒の左回し蹴げりがゆに子の脇わき腹ばらにめり込むように入っていた。


　さらに続いて、衣緒は左の爪も伸ばしてゆに子の眉み間けんに突きつけた。


「うっ……！」


　ゆに子が顔を真っ青にして、突きつけられた爪を見つめている。


　ほんの一瞬──本当に一瞬で、勝負は完全に決していた。


「というわけで、おしまいよ。あんたは力が強いだけで、まったく技術がない。それでは、幻獣フアントム殺しに特化したあたしには勝てないわ。もうこれも、何度も言ったことだけどね」


「……う、うううううううう！」


　ゆに子は、ふらふらとよろめくように後ろに数歩下がって。


「バカ、バカ！　執事のバカ！　おまえなんか紅茶でも淹いれてろーっ！」


　捨て台詞ぜりふらしきものを吐はいて、ゆに子は脱だつ兎との如ごとく走り去っていった。スピードも凄まじく、あっという間に姿が見えなくなってしまう。


「……あの子相手に、警備は必要ない気はしてきたな」


「でしょ？　あたしが負けることはないし、あの子は見ていて和なごむから、実は普通に屋敷に入れてるのよ。お嬢様のところへは行かせないけどね」


「なるほど……」


　凜々花もわざわざ見に来たところを見ると、彼女もゆに子がけっこう気に入っているのかもしれない。


　ゆに子の攻撃力が桁けた外はずれでも、凜々花を拉ら致ちできるとも思えない。油断しすぎるのもまずいだろうが、そうムキになって追い払はらうこともなさそうだ。


「あら、お嬢様がいなくなってるわ。部屋に戻もどられたようね。あたしたちもそろそろ戻りましょう」


「ああ、うん」


　衣緒の髪はまだ長いまま、口調も女の子のものだ。


　凜々花のような人間離れしている美び貌ぼうとは違うが、衣緒もまた充分すぎるほどの美少女だ。


　しかも──


「あのさ、衣緒」


「なに？」


「なんでもいいんだけど、せめて胸くらいは隠かくして──」


「え？」


　衣緒がきょとんとして、自分の胸むな元もとに視線を落とした、まさにそのときだった。


　鋼が中ちゆう途と半はん端ぱに巻きつけたさらしが、するりとほどけて──


「…………っ！」


　言葉にならない声が、衣緒の口から漏もれた。


　さらしが完全にほどけてしまい、衣緒の豊かな二つのふくらみがさらされてしまう。


　柔らかそうな胸だけでなく、その頂点までもが──


「きゃああああああっ！」


　衣緒は真っ赤になって、素早く胸元を隠した。


「きゃ、きゃあって……」


　これまでの衣緒のイメージにない反応に、鋼はあっけに取られて、思わず彼女を凝ぎよう視ししてしまう。


「なっ、なにをじっと見てんのよ、バカ！」


　衣緒は拾い上げたさらしを丸めて、鋼に投げつけてきた。


　そのまま、鋼の横を通り過ぎて屋や敷しきの中に入って行ってしまう。


「……なんだったんだ」


　凜々花も幻獣フアントムの能力を使ったときに性格が一変してしまっていたが、衣緒も殺し屋モードに入ると人格が女らしくなった上に、恥はじらいもきちんと覚えるようだ……。


「参ったな……」


　凜々花の世話のアレコレだけでも戸と惑まどっているというのに、衣緒にまで女らしさを見せられては、どうにかなってしまいそうだ。


「なんか今日は疲れた……」


　凜々花の男おとこ嫌ぎらいの治ち療りようや、衣緒へのささやかな逆ぎやく襲しゆうなど、もうどうでもよくなってきた。


　あまり、いらんことを企たくらまないほうがよさそうだ。裏目に出てはたまらない。


　ため息をついて、なにげなくさっきまで凜々花がいた窓を見上げる。本当に、そろそろ彼女のところに戻らなければ──


「……ん？」


　窓のところに、人ひと影かげが見えた。


　凜々花ではない。


　衣緒でもなく──一人の男だった。鋼や凜々花とそう変わらない歳としの少年だ。


　長身で、清潔そうな白いワイシャツを着ている。眼鏡をかけていて、奇き妙みようなことに髪は水色だった。


　誰だ──？


　戸惑う鋼の顔が見えたのか、少年はうっすらと微笑ほほえんだ。


　そして、なにも言わずにさっと身を翻ひるがえし、窓から離はなれた。


　凜々花が度を越こした男嫌いであるために、この屋敷には女しかいない。執しつ事じがそう言っていたはずだ。ならば、あの少年は何者なのか……？


　一つトラブルが片付いたかと思えば、また次が出てくる。


　黒鉄鋼──いや、黒鉄はがねには落ち着ける時間などはまったくないようだ。


　それはもう、予感ではなく確信になっていた──




　３章　お嬢様には友達がいない







「学校へ行きたい」


「ははは、なに言ってるんです」


　鋼コウは、凜り々り花かの発言を軽く笑い飛ばした。


　時間は、朝九時。凜々花が遅おそめの朝食を終えたところだ。


　鋼は素す早ばやく、凜々花の食器をトレイの上に載のせていく。


　凜々花に仕えるようになって、既すでに二週間が過ぎている。彼女の世話ももはや手慣れたものだった。


　もちろん、彼女の突とつ拍ぴよう子しもない発言にもかなり慣れてきている。


「さて、今日はいい天気ですよ。シーツを洗ってしまいましょうか」


「ちょっとはがね、わたしの話を聞いて。親がきちんと話を聞かないと、子供はグレちゃうんだよ」


「いつからボクは、お嬢様の親になったんですか」


「まあ、わたしの親は二人とも生きてるけど、保安上の理由で生しよう涯がい会えないんだけどね」


「重たい事実をさらっと言わないでください」


　鋼には初耳の話である。たまにこういうことを言うので、凜々花は侮あなどれない。


「うちの親のことは別にいいの」


「ご両親の話を出してきたのはお嬢様なんですが」


「それより、学校のこと。わたし、学校に行ってみたいの」


「ちょ、ちょっと待ってください」


　どうやら、凜々花は本気で言っているらしい。鋼は慌あわてて、真しん剣けんな目をしている凜々花をなだめに入る。


「学校って、そういうわけにはいかないんでしょう。お嬢様が学校に行ったら、控ひかえめに言ってもいろんな意味でとんでもないことになります」


「全然控えてない……」


「控えても誰も得しませんからね」


　鋼はぴしゃりと言い切った。あまり、〝ご主人様〟と祭り上げていては、凜々花の世話はできない。


「まったく、はがねはああ言えばこう言う……。前のはがねはもっと素直だったのに」


「素直じゃないほうが歯ごたえがあるでしょう。ペットなんかも時々逆らってくるくらいが飼ってて面おも白しろいですよ」


「自分をペットにたとえられても。ううん、そんなことはいいの。はがね、これを見て」


　凜々花は座ったままくるりと身を翻して、ずるずるとベッドのほうへ近づいていく。しばらく、ベッドの周りに散らばっている本やゲームを漁あさっていたかと思うと。


「あ、あった。さあ、はがね。これを見よ」


「見よって……見ますけどね」


　凜々花が胸を張って差し出してきたのは、例の〝Ｂノート〟だった。


「またこれですか。前回は大失敗したじゃないですか」


「大失敗って言うな」


　キッと凜々花に睨にらみつけられてしまう。しかし、まったく怖こわくないのが凜々花の悲しいところである。


「あれは成功を保留してるだけなの。いつか、超ちよう成功する日が来るってわたし信じてる」


「信じる者が救われるなら、今いま頃ごろ世界は宗教に支配されてますよ」


「危険なことを言う……」


「ボクは典型的な日本人なので、無神論者なんですよ。それより、Ｂノートの次の計画が学校通いってことですか？」


「そういうこと。学校に行って、教養を身につけ、人間関係を築くの」


　凜々花はにこっと笑って、Ｂノートのページを開いた。


　そういえば、鋼も前は気づかなかったのだが、凜々花はＢノートの内容をすべて見せてくれるつもりはないらしい。今も、学校通いの計画が書かれたページだけをこちらに向けている。


「まあ、話はわかりましたけど、それは無理です」


　鋼もにっこりと凜々花に笑いかける。


「ははは、はがねってばあきらめが早すぎるね。若いんだから、もっとしぶとくしつこくねちっこくならないと」


　凜々花が笑いながら、鋼の手首をがしっと摑つかんだ。


「お嬢様、なにを……って、痛ててててててててて！」


　ギリギリと万力で締しめられているような、鈍にぶくてそれでいて全身に響ひびく痛みが走る。


「これは命令だから。聞いてもらわないと困る」


「痛っ、痛たたたたたっ……命令っていうか脅おどしじゃ……」


「解かい釈しやくははがねに任せる。でも、やりもしないであきらめるのはわたしは感心しない」


　そう言って、凜々花は鋼の右手首を解放した。


「折れてないだろうな……まったく、お嬢様に説教されるとは思いませんでしたよ」


　実際の話として、凜々花の今回の命令はかなり難しい。


　あの執事も凜々花が学校に通うのは困難だという話をしていたし、鋼の実感としても障害がありすぎるように思える。


「まず第一に、あなたは国家令嬢ですよ。それがバレたら──」


「バレないようにするの」


「どうやって？」


「はがねが」


「…………」


　解決策をこちらに丸投げされてしまっている。


「あの、はが──前のボクがつくった計画なんですよね？　その辺をうまくごまかす作戦みたいなものはノートに書かれてないんですか？」


「そんなもの、はがねが考えてるわけがない。はがねはわたしがやればできる子だって信じてたから」


「ボクも信じていいですかね？」


「やってもできないことがあるから、はがねに頼たのんでるの。なんにしても、わたしもまだ十六歳。学校に通わないとろくな大人になれないと思う」


「……はあ」


　鋼は、曖あい昧まいに頷うなずくしかなかった。はたして、学校に通ったくらいのことで、このお嬢様がまともな大人になれるだろうか？


　とりあえず、アレに相談するしかなさそうだ。もっとも、アレも否定したからには、今回のお嬢様の命令の遂すい行こうは難しそうだが。








「よし、編入手続きは終わったそうだぞ」


「早っ!?」


　衣イ緒オのさらりとした発言に、鋼は思わず目をむいた。


　ここは、屋や敷しきの使用人の控え室である。といっても、使っているのは鋼と衣緒の二人だけだ。相変わらず、他のメイドたちは仕事をしている形けい跡せきはあるのにまったく姿を見せない。忍にん者じやなのだろうか。メイド忍者、新しいジャンルだ。


　それはともかく、今日は昼食を終えたあと、鋼は凜々花の今回の命令を話してみたのだが──


　衣緒はすぐにケータイで誰だれかと連れん絡らくを取り、あっという間に話をまとめてしまった。


「いや、無理なんでしょ？　国家令嬢が学校に通うのは？」


「上がなんとかしてくれた」


「それはまた、あっさりと……」


　上、というのはアスタルテ機関なる怪あやしい組織のことだろう。鋼は未いまだにその機関のメンバーと会ったことがない。凜々花は機関に保護されているはずなのだが。


「今夜には制服とその他もろもろ必要なものが届く。さっそく明日あしたから登校できるぞ」


「ちょ、ちょっと待って、衣緒。なんでそう急展開で話がまとまるの？」


「最近、機関は危機感を強めてるらしい。先日のお嬢様引きこもりは、大変な事件だったからな。下手をすれば首都が灰かい燼じんに帰きするところだったわけだし」


「だから対応が甘くなってるっていうこと？」


「この国の未来は、お嬢様のご機き嫌げん取りにかかってる」


「やな国だね……」


　否定のしようがないのが、本当に残念なところである。


「ああ、ついでにはがねの編入手続きも取ってもらったぞ」


「どんなついで!?　ボクもお嬢様に付き添そうの!?」


「当たり前だろう。自じ慢まんじゃないが、お嬢様は小学校すら卒業してないんだぞ」


「それは確かに自慢できないね……」


「そんな人が一人で学校に行けるわけがないだろう。しかも、男おとこ嫌ぎらいで人見知りだ。パニックを起こした挙げ句、学校が壊かい滅めつするぞ」


「それが怖いから学校はダメなんじゃなかったの？」


「まあ、それはそうなんだが」


　執しつ事じは軽く言って、テーブルの上のクッキーをつまんだ。


「学校一つと首都。天てん秤びんにかけるなら、どっちを選ぶかは考えるまでもないな」


「その学校も気の毒なことだね……」


　鋼はつぶやいてから、ふと思い出した。


「待って、衣緒。お嬢様は僕について来いなんて言わなかったよ？」


「いい傾けい向こうじゃないか」


　執事はクッキーをぽりぽりと齧かじってから言った。


「言わなくてもついて来ると思ってるんだ。少しは信しん頼らいを得ている証しよう拠こだ」


「……そうかなあ」


　ぼけっとしている凜々花のことだから、言い忘れただけではないだろうか。


「でも、僕がついていってもお嬢様を止められるかはわからないよ」


「君が通ってた学校は幸い、周りに人家は少ない。最悪の場合も、被ひ害がいは最小限で済むんじゃないか？」


「僕の学校なの!?」


　またもや執事は軽く言ったが、鋼には聞き流せる発言ではなかった。


「そうか、はがねは知らなかったんだな」


「なんだか知らないけど、あんたらが教えないからでしょうが」


「この湾わん岸がん地区にある施し設せつは、機関の息がかかっているところが多い。学校も病院も遊園地も、スーパーからコンビニまで」


「……ずいぶんな多角経営で」


「湾岸地区の開発を請うけ負ったのが機関だからな。というわけで、多少の無理はきく」


「無理しなくていいのに……」


「それに、君の学校はほぼ女子だらけだろう。男も多少いるから、お嬢様の男嫌いの改善にも役立ちそうだし、条件面では最適と言える」


「最適ねえ……」


　鋼に相談を持ちかけてきた男子生徒たちの顔が思い浮うかぶ。


　もし、凜々花が暴れ出したら真っ先に犠ぎ牲せいになるのは彼らだろうか……。


「ん？　いや、それはともかく、ちょっと訊ききたいんだけど」


「なんだ？」


「僕もお嬢様に付き添うって、まさか女装したまま？」


「当然だ。お嬢様の男嫌いは微み塵じんも改善されてないんだぞ」


「ていうか、衣緒が女に戻もどって付き添えばいいだけの話じゃ……」


「お嬢様も女なら誰でもいいわけじゃない。見境くらいはあるんだ」


「君の顔に、〝学校なんて行ってられるか面めん倒どうくさい〟って書いてあるんだけど」


「ふむ、やはりはがねは厄やつ介かいだな。噓うそがつけない相手というのは、私のような裏表のある生活をしている人間には天敵になるな」


「噓がバレたのに、普ふ通つうの態度を続けないでもらえるかなあ」


　鋼にとっては、噓を見み抜ぬくのは日常茶さ飯はん事じだが、少しは申し訳なさそうな顔をしてもらわないと調子が狂くるう。


「どっちみち、お嬢様は君でなければ納なつ得とくしないだろう。よろしく頼む。しかし、このクッキーは美お味いしいな。また今度仕入れてもらおう」


「……そうだね」


　鋼が同意したのは、もちろんクッキーのことである。


　どうやら、明日はいつも以上に早起きする必要がありそうだ。








「なにしてるんですか、お嬢様？」


「うう……」


　凜々花は、屋敷の門の前でぴたりと立ち止まったまま、身動きしなくなっている。


　編入の手続きが取られた翌日の朝。


　本当に、凜々花と鋼は学校に向かうべく早起きして出かける準備も済ませたのだ。


　凜々花は、キャメルのブレザーを着て、赤と緑のチェック柄がらミニスカートをはいている。女子はネクタイとリボンを選べるのだが、彼女は迷いなくリボンを選んだ。凜々花は素材がいいだけに、可愛かわいい制服もよく似合っている。本人も気に入ったようで、姿見の前で何度もくるくる回ったりして、嬉うれしそうにしていた。


　しかし、嬉しそうだったのは屋敷の玄げん関かんを出るまで。そこからの足取りはずいぶんと重かった。


　屋敷の巨きよ大だいな門もん扉ぴは、既すでに開かれている。屋敷前の道路には、鋼がここに来るときに乗せられた車が駐とまっている。もちろん、凜々花を徒歩や公共交通機関で通わせるわけにはいかない。とりあえず屋敷の外に出てしまえば、あとは車に乗り込むだけなのだが。


「まだ時間はありますけど、のんびりもしていられないですよ」


「わ、わかってる……。ただ、どんなときも慌あわてずエレガントに、がわたしのポリシーなの」


「思い切り初耳ですね」


　凜々花の普ふ段だんのだらだらした様子からは、〝エレガント〟なところなどかけらも見当たらない。


　とはいえ、凜々花の気持ちもわからないでもない。


　いくらＢノートの──先代の黒くろ鉄がねはがねの計画とはいっても、昨日まで屋敷にこもっていた身で、何事もなく学校になど行けるわけがない。


「お嬢じよう様さま、こちらを見てください」


　鋼は凜々花の前に回り込み、彼女の目を覗のぞき込んだ。


「え、なに……？」


「いいから、ボクを見てください。はい、肩かたの力を抜ぬいて──ゆっくり呼吸して」


「うん……」


　凜々花は言われたとおりにしている。あまり戸と惑まどっていないのは、同じようなことを先代に言われたことがあるのだろう。


　幻獣使いフアントムテイマーは、まず幻獣フアントムの警けい戒かいを解く。緊きん張ちよう状態も警戒と同じようなものだ。リラックスさせる方法は同じである。


「すーはーすーはーすーはー……」


「はい、いいですよ。お嬢様、聞いてください。なにも緊張することはないんです。この外にいる人たちも、学校にいる人たちも、お嬢様を特別だとは思いません」


「え？　でもわたし、引きこも──じゃないけど、外の人が見たら変じゃないの？　それに転校生だし……」


「人は他の人のことなんて、ほとんど見てません。自分の知り合い以外は、たいていどうでもいいんです」


「でも、はがねは人のことをうんざりするほど見てる。一目見ただけで、なんかいろいろわかってるよね」


「ボクはそれこそ特別です」


　あまり自分を特別だなどと鋼も言いたくないが、一応事実でもあるし、凜々花の説得にはこう言うしかない。


「ボクは他人を視みる訓練を受けてますから。それに、だからこそわかるんですよ。人は驚おどろくくらい他人のことを気にしない」


「つまり、はがねはわたしを自意識過か剰じようだとあざけっている……？」


「そういうのは被ひ害がい妄もう想そうと言います」


　凜々花はぼんやりしていそうで、意外に頭が回るが、その思考はあさっての方向へ向かっていることも多い。


「あまり深く考えないでください。ボクも一いつ緒しよなんですから、なにかあったらすぐにお助けします」


　鋼は、既に腹をくくっている。彼が着ているのは、見慣れた制服だ。むろん、見るだけで着ることのなかった女子の制服である。


　なんとなく現実味に欠けるメイド服とは違ちがい、戸惑いがハンパではない。だが、あまり多くを考えないようにしている。考え始めたら、鋼まで外に出られなくなってしまう。


「さあ、行きましょう、お嬢様。慌てなくていいです。ゆっくり、ゆっくり──」


　鋼は凜々花の手を取って、一歩ずつ丁てい寧ねいに踏ふみ出しながら屋や敷しきの門をくぐる。


　凜々花も鋼の手を握にぎったまま──


「でも、はがね」


「はい？」


「助けてくれるのは、本当に困ったときだけでいい」


「……そうですね」


　鋼はこくりと頷うなずいて、凜々花が自分の意志で足を踏み出すのを待つ。


　これも、真人間になるための大切な一歩だ。引っ張られて行くのでは意味がない。


　凜々花は、ぎゅっと鋼の手を握りながら。


「じゃあ……いってきます」


　誰だれにともなく、そう言って。


　屋敷の門から、一歩を踏み出した。








　教室は、完全に静まりかえっていた。


　自分の席に着いている生徒たちの目は、ひたすら教きよう卓たくに注がれている。


　正確には、教卓の横に立っている二人の女子生徒が注目の的となっている。


　担任の女性教師が「転校生が来ました」と言ったときには大盛り上がりだった教室は、その転校生と付き添そいが姿を現すと同時に、波が引くようにすべての音が消えてしまった。


　人は驚くと声も出なくなるものらしい。


　鋼は、目線だけを動かして教室内を見回す。


　完全にフリーズしている生徒たちに対して、鋼のほうはまったく驚いていない。新しん鮮せんさのかけらもない。


　なぜなら、鋼にとっては慣れ親しんだ教室だからだ。


　一年三組──二週間ほど前まで、黒鉄鋼の席があった教室。いや、今も鋼の席は置かれたままだ。退学したといっても、慌てて席を片付ける必要を感じなかったのだろう。


　なんでまた、よりによってこのクラスに。


　鋼には突つっ込こみたいことが山ほどあったが、まずは目の前にいる女の子をなんとかしないといけない。


「お嬢様、まずは自己紹しよう介かいです」


「……な、なにそれ？」


　鋼が耳打ちすると、凜々花は緊張のあまり、小さく震ふるえながら聞き返してきた。


　まさか、自己紹介の意味を説明しなくてはならないとは。


「挨あい拶さつをして、自分の名前を言ってください。とりあえず、それだけで充じゆう分ぶんです」


　早くも助けてしまっているが、凜々花はもうさっきの台詞せりふは忘れてしまったようだ。


　凜々花はこくこくと二回頷いて──ゆっくりと口を開いた。


「お、お初にお目にかかります。ず、瑞ずい鳳ほう院いん……凜々花……です」


　そこまで言って、凜々花は深々と頭を下げた。とにかく、それ以上はしゃべれない、ということらしい。


　一いつ瞬しゆんの間のあと──一人が拍はく手しゆを始めたのをきっかけに、ぱらぱらと他の生徒たちもが拍手を始めた。


　どうにもリアクションが薄うすい。


　鋼が分ぶん析せきしたところ、生徒たちが静かすぎる理由は二つある。


　一つは、凜々花の美び貌ぼうのせいだろう。数少ない男子生徒はもちろんのこと、女子生徒も多くが凜々花の顔を穴が空くほど凝ぎよう視ししている。まるで、恋こいにでも落ちたかのような目も少なくない。


　それも無理のないことだ。鋼は多少見慣れたとはいえ、凜々花の美貌はあまりに際きわ立だっている。幻獣フアントムを宿していることと関係があるのかないのか、天使か妖よう精せいかというほどの、人間離ばなれした美しさなのだ。


「えーと、それで……見てのとおり、転校生はもう一人というか、瑞鳳院さんの付き添いでもあるそうです。瑞鳳院さんは家庭の事情で、付き添いなしでは外に出られないそうなので」


　担任教師が、鋼に言われたままの説明をする。


「それと、こちらの付き添いの方は、先日退学してしまった黒鉄君の双ふた子ごの妹さんだそうです」


「黒鉄はがねと申します。みなさん、よろしくお願いします」


　鋼は、なかばやけくそになって笑え顔がおで言い、ぺこりと頭を下げた。


　鋼とはがねが瓜うり二ふたつである以上、あらかじめ説明をしておいたほうがいい。そのためにつくった双子設定だった。


　凜々花にも話は通してある。だが、凜々花は〝はがね〟に双子の兄がいるという話を聞いても特に興味を示さなかった。男のことなどどうでもいいのだろう。


「ボクは単なる付き添いですが、仲良くしていただけると嬉しいです」


　鋼は、にこやかに生徒たちに挨拶する。


　生徒たちが静まりかえっている二つ目の理由は、言うまでもなく鋼の存在だ。


　先日、唐とう突とつに姿を消したクラスメイトが、美貌の転校生のお付きとして女装して現れれば、茫ぼう然ぜん自失にもなるだろう。黒鉄鋼の双子の妹などという大おお噓うそを信じてもらえるとは、鋼自身も微み塵じんも期待していない。


「それじゃ、瑞鳳院さんはあそこの空いてる席へ。黒鉄さんは、その後ろで」


「はい、ありがとうございます」


　はがねは、あくまでにこやかに言って、凜々花を連れて空いている席──ほんの数日前まで自分が使っていた席へと連れて行く。


　クラス全員の視線が突き刺ささってくる。生徒たちが見ているのは凜々花か自分か。鋼は深く考えないことにする。


「それでは、ボクは後ろにいますので。お嬢様、あとのことはわかりますね？」


「わ、わかってないけど、任せておいて」


　自信なさげに言って、凜々花は席に着いた。前もって鋼が言い含ふくめたとおり、カバンから教科書とノート、それとペンケースを取り出す。


　よし、あとは座っているだけでいい──鋼は満足して、凜々花の後ろの席についた。この位置なら、すぐさま凜々花をフォローできる。ひとまず、問題はないだろう。


　とりあえず最初の挨拶を済ませて、気が抜けてしまったのかもしれない。


「…………」


　鋼は、つい視線を向けてしまった。


　最前列の席──そこに座っている少女の姿が目に入った。


「…………っ！」


　声を出さなかっただけ、自分はよく抑おさえたと、鋼は思う。


　彼女も──宮みや本もと素もと子こもまた、鋼に視線を向けていた。完全に目が合ってしまい、鋼は動どう揺ようする。


　しかし──


「では、これでホームルームを終わります」


「起立」


　ちょうどそこで、日直が号令をかけ、生徒全員が起立した。ワンテンポ遅おくれて、凜々花もきょろきょろしながら立ち上がった。


　ホームルーム終しゆう了りようの礼をして、担任が教室を出て行く。生徒たちも再び席に着いた。


「あ」


　鋼は思わずつぶやいた。


　目が合ったあと、素子がどんな顔をしたのか確かく認にんできなかった。


　もちろん、素子だって気づいているだろう。突とつ然ぜん転校したと思ったら、女装して戻もどって来た変態を、彼女はどう思うだろうか。


　……変態と思うだけか。


「瑞鳳院さん、マジ可愛かわいい！　うわぁ、髪かみもさらっさら！」


「すっぴんなのに、なにこの肌はだの白さ！　なにげにスタイルもいいよね！」


「ねえねえ、凜々花ちゃんって呼んでいい？」


　と、鋼が自分の世界に入りかけたところで、きゃぴきゃぴした女子生徒の声が響ひびいた。


「あれれ？」


　鋼は、目の前の光景に驚おどろかされてしまう。


　ついさっきまで、黙だまり込んでいた女子生徒たちが凜々花の席を取り囲んでいる。


　どうやら、茫然自失から立ち直ったらしい。女の子というのは強いもののようだ。鋼のようななんちゃって少女にはついていけない。


「と、ぼけっと見てるわけにも──」


　助けてはいけないという命令だったが、既すでに助け船を出したあとだし問題ないだろう。


　鋼が凜々花の席に駆かけ寄ろうとすると。


「黒鉄さん！」


「は？」


　立ち上がった鋼の前に、二人の女子生徒が立ちはだかった。


　カチューシャで前髪を上げた子と、セミロングの髪にゆるくウェーブがかかっている子。当然、鋼は二人のことを知っている。カチューシャの子が百もも川かわ、ウェーブの子が合あい田だといって、二人の名前と、もう一つの理由から百ゆ合りコンビと呼ばれている。もう一つの理由については突っ込まないのが、クラスでは暗あん黙もくの了りよう解かいだった。


「あのさ、黒鉄さん……」


「…………」


　百川のほうが、鋼の顔をじっと覗のぞき込んでくる。合田も、興味深そうな顔をしている。


「な、なにかな……なんでしょう？」


　どういう言こと葉ば遣づかいをしていいのか、鋼にはいまいち決めきれない。


　黒鉄はがねとは口調が似ているというので、黒鉄鋼の頃ころと同じ調子で話しているが、女言葉で話したほうがいいのだろうか。


「うーん、やっぱり……」


「だよね……」


　百合コンビが穴が空くほど鋼を見つめてから、顔を見合わせる。


　やっぱり、というのは──鋼は、背中に汗あせが滲にじむのを感じた。


　女装がバレてるのは当然としても、いきなり正体を暴あばきにくるとは……。


「すっごい！」


「は？」


　百川の言葉に、鋼はきょとんとする。


「すっごい黒鉄君にそっくりだよね！　なんか笑っちゃう！」


「笑っちゃう、は失礼だよ、百川！　でも、マジ似すぎ！」


「え、似てる…………？」


　合田が、ぱんぱんと鋼の肩かたを叩たたいてくる。まるで十年来の親友のような気安さだった。


「黒鉄君って可愛い顔してたけど、なんか女子には興味ないって風で全然わたしらとしゃべんなかったんだよね」


「でもやっぱ、当たり前だけど妹さんのほうが可愛いね。ああ、髪の毛け触さわっていい？　わあ、さらっさらだー」


「え、あの……」


　鋼が許可を出す前に髪を触られ、ぎょっとする。ウィッグはがっちりかぶせてあるとはいえ、強く引っ張られたら取れてしまう。そうなれば、教室が今以上の騒さわぎになること請うけ合いだ。


「ホント、黒鉄君に似すぎてるから変な感じ。ほら、みんな見て見て」


　百川が、他の女子生徒まで呼び寄せてしまう。


　彼女たちはかつてのクラスメイト（男）に似ている転校生（女）がとても珍めずらしいらしい。鋼はなんの疑いもなく、クラスメイトたちが静まっていたのは、女装にドン引きされていると思っていた。誰だれも気づいていないのだろうか？


「ちょ、ちょっと待ってくれ……待ってください」


　鋼は慌あわてて、女子たちの魔ま手しゆから逃のがれようとする。彼女たちは遠えん慮りよなく身体からだを近づけてきて、鋼の身体に胸が当たってもまるで気にしていない。


「やっべ、百川より肌もちもちしてるかも」


「いやいや、合田より一回りくらい細い腰こしもなかなか凄すごいって」


　お互たがいの身体を知り尽つくしている発言はやめてほしかった。もちろん、密着してくるのもやめていただきたい。


　少女たちの甘い香かおりと、柔やわらかな身体の感かん触しよくが伝わってくる。百合コンビ以外にも、何人かの女子生徒たちが楽しげに鋼の顔や身体を確かめている。


　いろいろな意味で、ドキドキさせられる。鋼は生きた心地ここちがしなかった。


「はいはい、みんなそこまでです」


　ぱんぱんと手を叩きながら、一人の女子が場を仕切り始めた。


「気持ちはわかるけど、やめてあげてください。二人とも困ってるでしょう」


　宮本素子だった。彼女は委員長なので、別におかしなことでもない。


　彼女は、まだ取り囲まれたままの凜々花ににっこりと笑いかけた。




[image: ]


「ごめんね、瑞鳳院さん。みんなも悪気はないんです」


「あ、あうう、あうあう……」


　ダメだこりゃ。


　鋼は、素子のことより自分のことより、凜々花の残念ぶりのほうが気になってしまう。


「そんなに緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶです。私は宮本素子。クラス委員長です。困ったことがあったら、いつでも言ってください」


「今、困ってるの……」


　ぽつり、と凜々花がつぶやくように言った。


「あはは、それはそうですよね。はい、みんなもすぐに授業始まるんだから席に戻って」


　素子に促うながされて、凜々花と鋼を取り囲んでいた女子たちが散会する。


「瑞鳳院さん、困ったことやわからないことがあれば、授業中でもかまわないから先生か私に言ってください。それじゃ」


「あ、あの」


「はい？」


　立ち去ろうとした素子を、凜々花が呼び止めた。


「凜々花って呼んでいい。瑞鳳院……はやめてくれると……嬉うれしい」


「……わかりました、凜々花さん」


　素子はまたにこっと笑って、凜々花に頷うなずいてみせた。


　これは、鋼にもなかなか意外だった。凜々花がこんな風に自己主張できるとは。


　別に、真人間になる計画も鋼に全部ぶん投げ、というつもりはないのかもしれない。凜々花は自分でもできることをやろうとする意志はあるようだ。


　なんだか保護者になっているな、と鋼が内心で苦く笑しようしていると。


　くるり、と──


　自分の席に着こうとしていた素子が、確かに鋼のほうにまっすぐ瞳ひとみを向けてきた。


「あなたはどうですか？　なにかご質問とかは？」


「いえ、ボクは大丈夫だ……です」


　鋼は、語ご尾びが怪あやしげになりながらも、素子の目を何事もないように見返した。


　素子が送ってきた目線は不ふ意い討うちではあったが、かろうじて心を揺ゆらさずにいられた。


　それはただ、素子の顔に怪しんでいる様子がなかったからか。


　あるいは、鋼が既に開き直っているからかもしれないが。








　一時間目の授業はとどこおりなく終了した。


　科目は数学で、指名された生徒は答えがわからなくてもなにか言うまで着席を許さない、という厳しい教師であったが、さすがに転校初日の凜々花を指名することはなく。


　正直、その教師のことを知っている鋼はドキドキしていたが。


　ちなみに、教師は凜々花以上に得体の知れない鋼のことは徹てつ頭とう徹てつ尾びスルーした。素す晴ばらしい対応である。他の教師も見習ってほしい。


「お嬢じよう様さま、大丈夫ですか？」


　教師が出て行くと、鋼は凜々花の席へ行って、彼女の顔を覗き込んだ。凜々花はこくりと頷いた。若じやつ干かん疲つかれているようだが、問題はなさそうだ。


「えーと、二時間目は体育ですね。体操着に着き替がえないと」


「着替え？　どこで着替えるの？」


「ああ、女子は教室で──」


　そこまで言って、鋼ははっとなった。


「し、しまった……忘れてた……」


「なにが？」


「あ、いえ」


　鋼は、あいまいに笑って、凜々花に着替えのことを説明する。


　この学校では、女子は体育の授業では更こう衣い室などは使わず、男子を教室から追い出してそこで着替えることになっている。数の少ない男子は、別の空き教室で着替えているのだ。


　もちろん、凜々花もこの教室で着替えることになる。


　そして、凜々花は鋼に手伝ってもらわなければ、着替えはできない。


「あの、お嬢様。ご自分で着替えは……」


「なに言ってるの？　わたし、体操着なんて着たことないのに」


「ですよね……」


　体操着に着替えること自体は難しくもなんともなくても、凜々花を教室に置いていけない。というか、女子が着替えるからと鋼が出て行くのは不自然すぎる。


　百合コンビたちの反応を見ると、クラスメイトたちはなぜか〝黒鉄はがね〟と〝黒鉄鋼〟が別人であると信じてくれているようだ。ここで出て行くのは、その信じ込みを捨てさせるようなものだ。


　などと考えていると。


「うっ……」


　既に周りでは男子生徒が教室を出て、女子たちが着替えを始めていた。彼女たちは誰だれ一人ひとり、鋼のことを気にしている様子もない。


　本当に、誰も僕が黒鉄鋼だと疑ってないのか……？


　顔がそっくりで、苗みよう字じまで同じでも、女子だと説明すればそれで納なつ得とくされるのか？　もしくは、自分の女装がそこまで完かん璧ぺきすぎるのか？


　次々と、鋼の頭に疑問が湧わき上がってくる。


　というよりも。


「…………」


　目のやり場に困る、という言葉がここまで似合う状じよう況きようもそうはないだろう。


　半年以上付き合ったクラスの女子たちが、あられもない姿をさらしているのだ。考え事でもしていないと、興奮のあまりどうにかなってしまいそうだ。


　その一方で、意外と大だい胆たんに着替えるんだな──と、鋼は感心すらしていた。


　女の子同士といえど、周りの目を気にするかと思っていたのだが。たいていの子は、特に下着を隠かくすこともなく、それどころか上下ともに下着だけになっている女の子たちもいる。


「あの、早く着替えたほうがいいですよ」


「…………っ」


　鋼に話し掛かけてきたのは、宮本素子だった。


　彼女も制服の上を脱ぬいで、ブラジャーだけの姿になっている。


　中学からの付き合いとはいえ、素子の下着姿を見たのはもちろん初めてだ。


　彼女と同じ時間を過ごした四回の夏。薄うす手でのブラウスから透すけていたブラジャーをちらちらと横目で見ていたことを思い出す。


　まさか、直じかに目にする日が来るとは……。


「あの、どうかしました？」


　素子が心配そうに、鋼の顔を見つめてきた。


　白すぎず、健康的な肌はだの色と、意外に大きな胸のふくらみ。白い清せい楚そな下着も、素子にはよく似合っている。胸の谷間がなんとも言えずに刺し激げき的だ。


「……っと、なんでもありません。そうですね、お嬢様。着替えをしましょう」


　鋼は素子から目を逸そらし、凜々花の荷物から体操着を取り出した。


　危ないところだった。これ以上、素子を凝ぎよう視ししていたらいろんな意味で怪しまれる。


　しかし、凜々花が学校に通い続ける以上はこうして毎回、クラスメイトの──素子の着替えを目もく撃げきすることになるのか。


　それはとても嬉しい反面、おそろしくうしろめたいことでもあった。


「おいおい、黒鉄さん。君も着替えなきゃだぜ！」


「大丈夫、気にしなくてもクラスの半分は貧ひん乳にゆうだから！」


　またもや、百ゆ合りコンビが楽しげに近づいてくる。


　そうだ、僕も着替えなきゃいけないんだった、と鋼は愕がく然ぜんとする。


「ボ、ボクは度を越こした貧乳でして。とても人様にお見せできる身体では……」


「それは是ぜ非ひとも見てみたいなあ」


　合田のほうが、舌なめずりでもしかねないような表情を浮うかべる。百合コンビの趣しゆ味みは知っていたが、ガチだったとは。


「お、お先に行ってください。ボクはお嬢様の着替えもお手伝いしますので」


「ちぇ」


　合田は舌打ちして、百川と教室を出て行った。


　ふう、と鋼は一息つく。


　凜々花の世話に、素子のこと、さらにクラスメイトたちに絡からまれていては身がもたない。


　メイドに労災は適用されるのか、衣緒に訊きいておいたほうがよさそうだ。








　なんとか着替えを終え、鋼は凜々花を連れてグラウンドに出た。
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　鋼はジャージの上下をきっちり着ている。ちなみに、着替えはクラスメイト全員が出て行ってから瞬しゆん時じに済ませた。


　凜々花のほうは、Ｔシャツにハーフパンツ、それにジャージの上着だけを羽織った。彼女は長いズボンが好みではないので、ジャージの下ははいていない。


「ふうん……なかなか悪くない。こんな動きやすい服があったなんて」


「お嬢様、まさか運動着とか着たことないんですか？」


「そもそも運動をしたことがない。なんでわざわざ好きこのんで、疲れることをしなくちゃいけないの」


「身体からだを動かすと気持ちいいですよ」


　今日の体育は女子はソフトボール、男子はテニスである。男子は数が少ないので、個人競技が多くなるのがこの学校の悲しいところだ。


　凜々花は授業の内容を聞くと、またあたふたと慌あわて始めた。


「そ、そふとぼーる……？　噂うわさには聞いたことがあるような……」


「お嬢様、逆に噂で聞いたほうが凄すごいです」


　この手のリアクションが来ることは鋼も想定していたが、やはり凜々花の反応はどこか普ふ通つうではない。


「お嬢様、ルールは知っていますか？」


　鋼の質問に、凜々花はふるふると首を振ふった。


　そりゃそうだろうな、と鋼は納得する。小学校もろくに行ってない、というならほとんどのスポーツのルールを知らないだろう。鋼が見てきた限りでは、彼女はスポーツに興味があるタイプでもない。


　教師が来るまで、あと二、三分ある。鋼は手早くルールを説明する。公式試合ではないのだから、基本的なことを知っていれば充じゆう分ぶんだろう。


　守備では自分の近くに飛んできたボールをとにかくグラブでキャッチ。ランナーがいない場合、いる場合にボールをどこに投げればいいか。打だ撃げきではとにかく、ボールが投げられたらバットを振ればいい。進しん塁るいについてもざっと説明する。


　ごく大ざっぱではあるが、こんなところだろう。それよりも──


「いいですか、お嬢様」


　鋼は、凜々花の両りよう肩かたをぽんと摑つかんだ。


「これは、単なる体育の授業です。全国を懸かけた勝負でもなんでもありません。負けても誰も怒おこりません」


「……うん？　まあ、そうかな」


「ただ──誰かをケガさせたら、たぶん怒られます」


「手負いにするなってこと？」


「いえ、違ちがいます」


　手負いのケモノは手がつけられないとか、そういう意味ではない。


「そうではなく──お嬢様はとんでもない馬ば鹿か力ぢからの持ち主ですよね」


「はがねはどんどん遠えん慮りよがなくなってきてない？」


「遠慮よりも、人命のほうが優先ですので。とにかく、お嬢様はバカみたいな力の持ち主です」


「言い方に悪意が感じられるような……」


「お嬢様にとってはちょっとしたことでも、一つ間違えれば人間には命取りになりかねません。試合でミスをしてもかまいませんから、とにかく他の人にケガをさせないように」


「むー、わたしだって自分のことくらいわかってるし、常識だってあるもん」


　凜々花は、やや不満そうだった。子供のように言い含ふくめられたのがお気に召めさなかったようだ。


　とりあえず、わかってはくれたようなので、鋼はほっと安あん堵どする。


　そこに体育教師がやってきて、集合の笛を吹ふいた。


　体育教師の合図のもとで始まった準備運動は、とどこおりなく終わった。凜々花も戸と惑まどいつつ、見よう見まねでこなしていた。子供ではないのだから、これくらいはできて当たり前である。


　さて、ここからが本番だ。


　教師が手て際ぎわよく生徒たちを九人ずつの四つのチームに分け、さっそく試合が始まった。


　残念ながら、鋼は凜々花とは違うチームになってしまった。凜々花のチームは一試合目に参加し、鋼のチームは二試合目のようだ。


「……って、おいおい」


　グラウンドの隅すみから、守備位置についているクラスメイトたちを見て、鋼は思わずぼやいてしまう。


　凜々花がいるチームのほうは、まずは守備側だ。それはいいのだが、凜々花はなぜかセカンドの位置についている。鋼もソフトボールには詳くわしくないが、球が飛んでくる頻ひん度どはそれほど低くないポジションではないだろうか？


　いや、違うか。鋼は思い直した。


　凜々花のチームのリーダー格の少女は、バリバリの体育会系で、さっぱりした性格だ。彼女の顔には、凜々花をいじめようなどという陰いん湿しつさはかけらもない。


　リーダーは球がよく飛んでくるポジションが楽しいだろうと、純然たる好意で凜々花にセカンドを任せたに違いない。


　ならば、文句をつける理由もないし、黙だまって見ているしかない。


　そうなると、自然とあちらのことが気になってしまう。


　鋼は、きょろきょろと周りを見み渡わたし──


「黒鉄さん」


「…………っ」


　鋼は、びくりと身体をこわばらせた。


　今まさに捜さがしていた人物が、向こうから現れたからだ。


　宮本素子は、微び笑しようを浮かべて鋼に近づいてくる。


　素子も鋼と同じく、待機中のチームのメンバーのようだ。今はやることがないらしい。


「ああ、どうも。えーと」


　どうも、なにを話していいかわからない。さっき素子を見つけていたら、自分はなにをするつもりだったのか。僕は混乱しているんじゃないか？


「宮本素子です。クラスの委員長を務めています」


「ええ、はい。黒鉄はがねです。瑞鳳院凜々花のメイドを務めています」


　なぜかバカ丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいなどしてしまう。


　そういえば、メイドであることを説明したのは初めてだろうか。


「メイドだったのですね、黒鉄はがねさん。私、あなたに訊きたいことがあるんです」


「はぁ」


　それは当然だ、いくらでも訊きたいことはあるだろうと鋼は覚かく悟ごを決める。


　素子は鋼の前に立ち、じっと目を覗のぞき込んでくる。


「黒鉄君は──黒鉄鋼君は、いったいどうしちゃったんですか？」


「……え？」


「家庭の事情って聞きましたけど、突とつ然ぜん退学なんておかしいですよね。その上、今度は双ふた子ごの妹さんが編入してくるなんて」


「…………」


　おかしい、まさかとは思うが──と、鋼はほんのわずかに首を傾かしげる。


「……いえ、退学したことはしょうがないです。別に黒鉄君が決めたことじゃないでしょうから。でも、私に……クラスのみんなにもなにも言わずに行っちゃうなんて」


「つまり、君は勝手なことをされて頭に来てる……？」


「わ、私というか、人としての礼れい儀ぎの問題です！」


　今のは、噓うそをついている顔だった。時々、宮本素子が鋼の前で見せていた顔だ。


　しかし、その前──黒鉄鋼の消息を尋たずねたときの素子の表情には、噓をついている様子は微み塵じんも見受けられなかった。


　噓をつけば、顔に出る。顔に表情が出なければ、その不自然さが噓だと教えてくれる。


　幻獣フアントムという、言語によるコミュニケーションができない相手と〝対話〟するために磨みがき上げた幻獣使いフアントムテイマーの能力は、人間の心をも見み抜ぬく。


　鋼は自分のその力を疑っていない。


　宮本素子もまた、他のクラスメイトたちと同じようだ。


　彼女は目の前にいる相手を〝黒鉄はがね〟という少女だと、本気で思い込んでいる。


「……あの、どうかしたんですか？」


「ああ、いや」


　不ふ審しんの表情が浮かんでいる素子に、鋼は首を振ってみせる。


　素子のほうも鋼の突然の退学に驚おどろいているようだが、彼も戸惑わずにはいられなかった。


　正直、素子はもう少し観察力があると思っていた。それとも、鋭するどい観察力も関係ないほど、かつての彼女は鋼の顔すらまともに見ていなかったのか。


　かなりへこむ事実だが、鋼は彼女の質問に答えなければならない。


「ボクも、実は兄とは一度も会ったことはないんです。事情があって、離はなれて暮らしていたもので」


「えっ、そうなんですか……？」


　素子はこれも素す直なおに信じたようだ。さすがに、鋼の良心もうずいてくる。


　ただでさえ、凜々花をだまくらかしているというのに、さらに罪を重ねることになるとは。


「本当です。だからこちらが訊ききたいくらいなんですよ。その、黒鉄鋼──兄は、ボクと似ていたりしますか？」


「あー……」


　素子は、一いつ瞬しゆんきょとんとして──身を乗り出し、まじまじと鋼の顔を見つめてくる。


「……確かに、顔はよく似ています。男女の双子ってことは二卵性ですよね。でも、それにしてはそっくりです」


　無造作に顔を近づけられて、鋼はどぎまぎしてしまう。心臓の鼓こ動どうが速くなっているのは、噓を重ねて自分の心配事を確かく認にんしようとしているうしろめたさもある。


「最初、教室に入ってきたあなたを見たとき、一瞬黒鉄君が女装してるのかと思ったくらいです」


「ええっ!?」


　やはりそうなのか、と鋼は血の気が引くのを感じた。


　他のクラスメイトにはどう思われてもいい。いや、よくはないが、まだ受け入れることもできる。


　しかし、宮本素子には──彼女だけには女装趣しゆ味みの変態野や郎ろうだとは思われたくなかった。鋼も、まだまだデリケートなお年とし頃ごろの少年なのだから。


「ああ、ごめんなさい。女装だなんて失礼ですよね」


　素子は慌あわてたように、ぶんぶんと首を振ふった。


「そんなわけないのはわかってます。だって、あの憎にくたらしい黒鉄君が女装したからってこんなに可愛かわいくなるわけないですから」


「…………」


　どうやら、顔の印象も性格によって左右されるものらしい。


「っと、憎たらしいっていうのも失礼ですね、お兄さんなんですから」


「い、いいえ。もう兄のことは思ったとおりに言っていただいたほうが……」


「そうですか？　まあ、黒鉄君はひょうひょうとしてるというか、変わった人ではあります。でも、女装するようなイメージはまったくありませんしね」


「……そ、そうですよね。普ふ通つう、女装なんてしませんよね」


　そもそも、〝女装して女子生徒として再登場する〟なんてことは、宮本素子にはあまりに現実離ばなれしたことで、疑いの対象にもなっていないらしい。


「ただ、兄のことは──」


　キィン、と快音が響ひびいた。


　一瞬、凜々花のことを忘れていた自分に気づき、鋼ははっとなる。


　素早く主のポジションに目を向けると、バッターが放った鋭い打球が二遊間を抜けるところだった。


　だが──


「なぁっ」


　気の抜けるような声とともに、凜々花が猫ねこのように跳ちよう躍やくし、鋭い打球を見事にグラブでキャッチしていた。


　凜々花は体勢を崩くずすこともなく、右手にボールを持ち替かえ、一いち塁るいへ向けて送球──


「あっ、ちょっ！」


　鋼は思わず声を出してしまう。


　凜々花の動きを見ただけでわかってしまったのだ。


　あのお嬢じよう様さまは、手加減を忘れてる──


「お嬢様っ！」


「…………っ！」


　一瞬、凜々花の瞳ひとみが揺ゆれた。


　凜々花の手から放たれたボールは、まさしく矢のように飛んで──


　ちっ、と一塁手のグラブをかすめ、そのまま重力を無視したように土つち埃ぼこりを巻き上げながらグラウンドを横切って。


「ええぇっ!?」


　素子が素すっ頓とん狂きような声を上げた。


　凜々花の送球は五十メートル以上も飛んで、グラウンドを取り囲む金かな網あみのフェンスにぶつかり──突つき破やぶった。


「あーあ……」


　鋼は、頭を抱かかえてしまう。


　ケガをさせるな、と注意したのに。


　鋼が声をかけなかったら、凜々花の送球は一塁手のグラブに飛び込んでいただろう。そして、一塁手の手首の骨を砕くだいた程度で済めばラッキー、送球が最悪な逸それ方をしていたら、罪もない女子生徒が木こっ端ぱ微み塵じんになっていたかもしれない。
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「お嬢様！」


　鋼は素子のことはひとまず置いておいて、凜々花のもとへ駆かけ寄る。試合中ではあるが、鋼をとがめる者はいなかった。全員が、凜々花にぶち破られたフェンスをぽかーんと眺ながめている。


「なにやってるんですか、お嬢様」


「……ソフトボール。ナイス送球だった」


「どこがナイスですか！」


　鋼に突っ込こまれて、凜々花はばつが悪そうに顔を背ける。一応、やりすぎたことはわかているらしい。


「手加減っていうのは、なかなか難しいの。だから、つい……」


「それも噓でしょ」


　幻獣能力保有者フアントム・キヤリアといっても、噓をつけば鋼にはそれがわかる。


「見てましたよ。送球するときに、思いっきりドヤ顔してたじゃないですか」


「べ、別に上う手まくキャッチできたから調子に乗ったわけじゃないもの」


「それは自白ととらえていいですよね」


「……はっ!?」


　凜々花はバカというわけではないが、妙みようなところで素直すぎる。鋼は呆あきれつつ、凜々花の耳元に顔を寄せた。


「やっちゃったことは仕方ありません。笑ってごまかしてください」


「わたしは笑顔を忘れた悲しい女……」


「うさんくさい設定を作らないでください！　いいから、適当に笑っていればなんとなく納なつ得とくしてくれますよ」


「うう……」


　凜々花は困ったようにうめくと、口元を歪ゆがめてひきつった笑えみを浮うかべた。


「……まあいいでしょう。次からは気をつけてくださいよ」


「なんだか、どっちが主人かわからなくなってきてるような……」


「気のせいです」


　きっぱりと言い切って、鋼は周りに頭を下げながらグラウンド脇わきへと戻もどった。


　待っていた素子にも、ぺこりと一礼する。


「うちのお嬢様がお騒さわがせしました」


「……あの。今、フェンス突き破りました……よね？」


「お嬢様は元気がありあまってるんです」


　鋼は満面の笑みを浮かべて言った。


　これ以上のツッコミを拒きよ否ひする笑顔のつもりだ。こういうときは、有う無むを言わせてはならない。気にするようなことではない、と思い込ませなければならないのだ。


「そ、そうなんですか……。まあ元気なのはいいことですね」


　素子の言葉に、鋼は内心で「よし」と頷うなずく。どのみち、普通の人間には理解不能な出来事だ。理解できないまま、気にせず放置してもらえればそれが一番いい。


　とりあえず、凜々花のごまかし笑いがきいたのか、試合も再開された。一塁ランナーはセーフということになったが、その後は凡ぼん打だでスリーアウト。


「ふう……」


　鋼は、ひとまず胸をなで下ろす。


　試合は三イニングだけらしいが、こんなことが続いては胃に穴が空いてしまう。


「……って、一番!?」


　バットをずるずると引きずりながら、凜々花がバッターボックスに入っていく。これも、体育会系の皆みなさんのサービスらしい。


「なんだかわかりませんけど、妹さんも大変みたいですね……」


「ええ、委員長さんにはお世話になるかと──」


　そこまで言いかけて、鋼ははっとなった。


　鋼一人ではとてもではないが、学校で凜々花をフォローしきれそうにない。


　ここには執しつ事じもいないし、誰だれかの協力は不可欠だろう。委員長である素子は、うってつけの人材と言える。


　しかし、素子は──素子だけはまずい。


　もし自分の女装がバレたら、鋼は一いち陣じんの風と化して逃とう亡ぼうするだろう。凜々花をかっさらって、屋や敷しきに逃にげ込む以外に道はない。


　だが、そのバレる対象が──素子というのだけは勘かん弁べんしてもらいたい。


　鋼は、人の心を見み抜ぬく能力がある。鋼の女装に気づいた素子が、どれだけドン引きして、どれだけ気持ち悪がっているか、わかってしまうのだ。


「ボクのことは気にしないで。単なる置物だと思っていてほしい」


「え？　なんですか、いきなり」


「ボクはお嬢様の付き添そいですから。軽くスルーしておいてもらえないかな」


　鋼は、わざと素っ気ない口調で言った。


　せっかく女装がバレていないのだから、素子にはあまり近づかないのが無難だ。ただ、冷れい淡たんな態度を取って素子を怒おこらせたら、凜々花にも冷たくされてしまうかもしれない。


　しかし、鋼は素子の性格を知っている。おそらく、素子はそんなことで友達を嫌きらったりはしない。鋼は鋼、凜々花は凜々花と考えるだろう。


「そういうわけなので、ボクは下がっておくから」


「ちょ、ちょっと待ってください！」


「え？」


　素子がなぜか、ひどく慌てた様子で鋼のジャージの袖そでを摑つかんだ。


「本当になんなんですか、いきなり！　そういう態度、よくないと思います！」


「よくないのはわかってる」


「……その言い方、黒鉄君にそっくりですね」


　鋼は思わずドキリとするが、必死に動どう揺ようを抑おさえ込む。


「どうやら似ているのは顔だけじゃないみたいだね。まあ、ボクや兄──兄さんのことはいい。それよりもお嬢様のことをよろしく、宮本さん」


「それはわかってます。委員長ですから」


　素子はきっぱりと言い切った。やはり、彼女に凜々花を任せるのが一番よさそうだ。


「……でも、あなたのことも放ほうっておけないじゃないですか」


　鋼は、一いつ瞬しゆんドキリとした。心なしか、素子の顔が赤くなっているようだった。


　彼女は鋼の顔をじっと見つめている。あまりにまっすぐな視線に、鋼は怯ひるんでしまう。


　黒鉄鋼だった頃ころには向けられたことのない目。


　なぜ彼女は──恋こいでもしているような、潤うるんだ目をしているんだろうか？


「いえ、そうですね」


　素子が一つ首を振ると、いつもの真ま面じ目めで意志の強そうな目に戻っていた。


「あなたがどう思うかは自由です。なんだか黒鉄君に似ててムカつきますし、放っておくのが一番なんでしょうけど」


「賢けん明めいだね」


「付き添いだろうとなんだろうと、同じ教室にいる限りは放っておきません。問題児だったあなたのお兄さんだって、私は根気よく教育していたんですから」


　僕は教育されていたのか──驚きよう愕がくの事実に、鋼は動揺を隠かくすのに必死になる。


「それと、うちの女子はみんな『素子』って呼んでますから、あなたもそうしてください。私もはがねさんとお呼びしますから」


「……努力してみるよ」


　素子──そう呼ぶことを鋼が夢想したことは一度や二度ではない。


　まさか、こんな形でその夢が叶かなうとは。嬉うれしいような、むなしいような。


「それじゃ、あらためてよろしく、はがねさん」


「──うん」


　鋼が頷いたそのとき。


　再び、グラウンドに快音が響ひびき渡わたった。


　鋼がさっと視線を上げると──


　凜々花が打ち上げた白球が空に吸い込まれるように消えていくところだった。場外ホームラン、などというレベルではない。


「…………」


　ダメだこりゃ。


　鋼は、顔に手を当ててうめくしかなかった。


　やはり、自分や素子のことより凜々花アレをきちんと見張っていないといけないようだ。








「友達になれそうな人を探して」


「は？」


　昼休み──


　前置きもなく、凜々花は切り出してきた。


　凜々花は昼休みになると教室を出て、中庭へやって来た。もちろん鋼も一いつ緒しよだ。秋も深まりつつあり、今日は少しばかり冷える。中庭で昼食、という酔すい狂きような人間は少ないようで、人ひと影かげはまばらだ。


　凜々花は鋼をベンチに座らせ、自分もその隣となりに腰こしを下ろした。


「お嬢様、いきなりなんですか？」


「だって……学校来ただけじゃ意味がないもん」


「そりゃそうですが、友達と言われても。友達は、無理につくるものじゃなくて気がつけばできているものですよ」


「気がついたら一人ぼっちになってるってこともあるんじゃないの？」


「……引きこもりにしては世の真理をご存じですね」


「引きこもりじゃない」


　すぱっと否定されてしまう。どうしても、凜々花は引きこもりは認めたくないようだ。


「とにかく、友達をつくらなきゃいけないの」


「もちろん、いたほうがいいですけどね。なにか急いでません？」


「友達は早くつくらないと、一度ぼっちになっちゃったらリカバリーは至難の業わざなの。休み時間に意味もなく廊ろう下かをうろうろしたり、寝てるフリをしたり、お昼にはおトイレでごはんを食べるハメになっちゃう」


「……どこでそんな知識を仕入れたんです？」


「ネットの海を漂ただよっていると、いろいろと」


　凜々花は余計なことを知ってしまった挙げ句、ありもしない未来に怯おびえているようだ。


「しかし、友達と言われましても」


　鋼は、午前中の授業のことを思い出す。


　体育での凜々花の異常な活かつ躍やくは、他の生徒たちはなにかの間ま違ちがいだと思ってくれたようだ。人は理解を超こえた事態に遭そう遇ぐうすると、自分に都合のいい解かい釈しやくをしてしまうものらしい。


　それはともかく、凜々花は授業中はおとなしいものだったし、休み時間になっても席から離はなれようとはせず、自分から誰かに話し掛かけることもなかった。


「ていうか、せっかくみんな、体育であんなことがあったのに話し掛けてくれてたじゃないですか。なんでろくに受け答えもしなかったんです？」


「……わたしは高貴な国家令嬢だから。下しも々じもの者に直答はできない」


「だから、唐とう突とつに設定をつくらないでください。単に頭真っ白になってただけでしょ」


　鋼も答えがわかっていて、質問したのだが。


「話をすれば、いくらでも友達はできますよ。転校生が友達つくるには、今が最大のチャンスです」


「わたしはチャンスを潰つぶすことにかけては、誰にも負けない自信がある」


「そんな自信持たないでください」


　チャンスを潰す、というよりなにもしないのが凜々花だろう。


　確かに放っておけば、凜々花は教室で孤こ立りつしてしまいそうだ。せっかく通い出した学校もあっさり退学するハメになりかねない。


「だから、はがね……」


「…………」


　凜々花が上うわ目め遣づかいで鋼を見つめてくる。


　もしかすると、凜々花からの命令ではこれがもっとも厄やつ介かいかもしれない。


「うーん……」


　鋼は悩なやみつつ、ケータイを取り出した。衣緒から渡された最新のスマートフォンである。


　数少ない登録されている番号をタッチして、相手を呼び出す。


『衣緒だ』


「……どうも。ちょっと頼たのみがあるんだけど」


『なんでも言うといい。どんな願いでも叶えよう』


「…………」


　鋼は、衣緒の正体を既すでに知っている。


　真ま面じ目めそうに見えて、どこか人を食ったふざけた執事だが、実はとびきりの美少女だ。


　そんな女の子に「どんなお願いでも──」などと言われては、そういう意味ではないとわかっていてもドキドキしてしまう。


　いや、そういう場合でもない。


『どうかしたか？　そうか、久しぶりに大量の女子と触ふれ合って、性せい欲よくがよみがえったのだな。わかった、帰るまでは我が慢まんしてくれ。適当な部屋とベッドと、あとアレを用意しておけばいいんだな？』


「そうじゃない！」


　鋼が大声を出し、凜々花がびくりとする。


『いやでも、懐かい妊にんするとさすがに仕事に支障が』


「それも違う！」


　アレを用意するなと言ってるのではない。


　不覚にも、先日目もく撃げきしてしまった衣緒の半はん裸らを思い出してしまう。自分が望めば、その身体からだを好きにできるとか──


　鋼はぶんぶんと首を振ふる。


　ボクはメイド、メイド、女装メイド、女の子には興味がない──


　必死に自分に言い聞かせる。


「はがね、壊こわれたの？」


「大だい丈じよう夫ぶです。なんともありません。えーと、ごめん、衣緒。今から言う物を送ってもらえるかな？」


　鋼は簡単に説明してから、通話を一いつ旦たん切った。すぐにメールの着信音が響く。


「と、来ましたよ、お嬢様」


「はがね、衣緒とメル友だったの？」


「今、そんなことが気になりますか……？」


　なんだか、凜々花もメールのやり取りをしたがっているように見えるが、今は置いておく。


「それより、お嬢様。これを見てください」


「んん……？」


　凜々花が、鋼の手元のスマートフォンを覗のぞき込んでくる。


　さらりと凜々花の髪かみが揺ゆれ、甘い香かおりが漂う。鋼はふと陶とう然ぜんとした気分になり、すぐに気を引き締しめた。


「クラスメイトの写真……？」


「ええ、衣緒にクラス全員の写真とプロフィールを送ってもらいました。思いっきり個人情報ですけどね」


　このご時世に流出してはいけないものだが、即そく座ざにデータを送ってくるあたり、アスタルテ機関とやらはおおっぴらにできないルートを持っているようだ。


「これを見ながら、誰だれが友達になれそうか検討しましょう」


「でもわたし、誰が誰だかまだよくわかってない……」


「大丈夫です、ボクはだいたい覚えました」


　本当は覚えているどころではなく、半年間付き合ったクラスメイトたちなのだから、はじめから全員知っている。だがそれは、凜々花にも悟さとられてはならないことだ。


　鋼はスマートフォンを操作して、あるクラスメイトの写真を表示する。


「分ぶん析せきもだいたい済みました。まずこの人、桜さくら木ぎ美み里さとさん。お嬢様に一番積極的に話し掛けてきた人ですね。体育会系のさっぱりした性格で、クラス内に友人も多いようです」


「体育会系って、うさぎ跳とびとかタイヤ引きとかでしごいたりする人なんじゃないの……？」


　凜々花が不安そうにつぶやく。


「そんなステレオタイプなしごきは今時ありませんよ……。なんでそんなこと知ってるんです？」


「だから、ネットの海──」


「それもけっこうですが、実体験で学ぶことも大事ですよ。で、この人はどうです？　友達になれそうじゃないですか？」


「う、うーん……」


　凜々花はスマートフォンの画面を凝ぎよう視ししながら、考え込んでしまう。


　どうやら、あまりピンと来てないようだ。確かに、桜木美里はタイプ的には凜々花とは対照的だ。


「とりあえずキープにする。はがね、次いって、次」


「キープって……まあいいですけどね」


　永久にキープされそうだが、本人が拒きよ否ひするならやむをえまい。


「では、こちらはどうです？　音おと川かわ郁いく美みさん。お嬢様の前の席に座ってる人です。無表情で少しとっつきにくそうですが、実はけっこう弱気だと思います。お嬢様にも興味があるようですけど、なかなか自分から積極的に声がかけられない様子が見られました」


「ちょっと、わたしとキャラがかぶってない？」


「かぶってたって別にいいでしょ！」


　キャラが似てると自分が目立てなくなりそうで嫌いやなのだろうか。鋼も、そんなところまで考こう慮りよしていられない。


「でも、向こうから声をかけてもらわないと、わたしからはとうてい無理。そんなことができるなら、引きこもったりしない。って、引きこもりじゃない！」


「ノリツッコミもいいですから」


　鋼はため息をついて、次の優良物件を紹しよう介かいする。幸か不幸か、クラスメイトたちは個性的な生徒が多い。キャラのパターンの豊富さでは他のクラスの追つい随ずいを許さないほどだ。


「えーと、この人はちょっとしゃべり方が苦手かも……」


「いい人みたいだけど、背が高いから、見下ろされるとなんか怖こわい……」


「頭がよすぎると、わたしついていけない……わたし、バカじゃないけど」


　鋼が紹介するクラスメイトを、凜々花はやんわりと拒否していく。申し訳なさそうな顔をしているが、あまり友達をつくりたがっているようには見えない。


「……あの、お嬢じよう様さま？」


「ご、ごめん。わがまま言ってるのはわかってる。でも、急に友達とか言われても……」


「いえ、友達つくりたいって言ったのはお嬢様ですよ」


「あ、そうだった……」


　凜々花は完全に動転してしまっている。次々に写真を出されて、処理能力が追いつかなくなっているのかもしれない。


「まあ、そうか……お嬢様、これだけ多くの人間と会ったのは久しぶり──もしかして初めてですか」


「だいたい、そんなところ。人間がたくさんいるってことを忘れてたくらい」


「それは忘れるようなことじゃないでしょ」


　浮うき世よ離ばなれしているにもほどがある。


　凜々花は鋼のスマートフォンの画面にタッチして、クラス全員の一覧を出した。さすがにスマホの画面では表示も小さく、なんとなく顔がわかる程度だ。


「これだけたくさんいる中から友達を一人見つけ出すのって、逆に難しいかも」


「一人である必要はないでしょう。自分のクラスだけじゃなくて、この学校には山ほど生徒がいるんですから」


「ううん」


　凜々花はそっと首を振った。


「まずは一人がいいの。わたしのコミュニケーション能力じゃ、二人以上には対処できない。なにかとんでもないことをしちゃうかもしれないし」


「……なるほど」


　はっきり言って、凜々花が自覚しているとおりだろう。


　能力不足はもちろん、テンパった凜々花がなにをしでかすかわかったものではない。幻獣フアントムの能力でも発動させた日には、校舎が灰と化してしまう。


「あ、はがね。この人は？」


　画面を無意味にスクロールさせていた凜々花が、ふと手を止めた。表示されていた写真の一枚をタッチして、画面いっぱいに拡大させる。


「う……」


「宮本素子。クラスの委員長さん。この人は、なんか……違う感じがする」


「……違う感じ、といいますと？」


「なんか……いけそう」


「お嬢様、直感で適当にしゃべってますよね……」


　今さら言うことでもないのだが。


「わたしの場合、下手に考えをめぐらせるより、直感で動いたほうがまだマシだと思う」


「それもそうかもしれませんが……」


「というか、その素子という人はダメなの？」


「ダメ、といいますか……」


　鋼は歯切れ悪く言った。凜々花は特になにか疑っているわけではなく、不思議に思っているだけのようだ。


　もちろん、素子ならばなんの問題もない。彼女は強気ではあるが、鋼のようなふざけた生徒以外には優やさしく接している。


　素子に友達になってもらえれば、凜々花にとっても一番いいだろう。


　あくまで鋼自身は距きよ離りを取っておけば、問題はクリアされる。


　そうなのだが……。凜々花に素子を近づけていいのか、決めかねるところがある。


「素子には、性格に問題でもあるの？」


「問題というか、ほら、あの人……だいぶキツそうじゃないですか」


「……そう？」


「ええ、さっきもちょっとしたことで、すぐにムキになってきましたし。気が短いのは確かですね」


「それは、怒おこらせないように注意すればいいんじゃないの？」


「いやあ、なにがその人にとって地じ雷らいかなんて、なかなかわかりませんよ。ボクだって、何度か話してみないと見えてきませんね。あの素子って人は、相当な広さの地雷原がありそうですよ」


「……そうなの？」


　そう言った凜々花の目は、鋼を見ていなかった。


　彼の後ろの空間に視線を向けている。


「……あ」


　鋼はなにげなく後ろを振り向くと、二人が腰こし掛かけているベンチのすぐそばに──当の宮本素子の姿があった。


「……黒鉄さん。今日が初対面の割には、なかなか言ってくれるじゃないですか」


「あはは、なぜこんなところに？」


　鋼はごまかし笑いを浮うかべながら言った。


「転校生が転校初日から昼休みに姿を消していれば、気になって当たり前でしょう」


「そうかなあ。デリケートな転校生だったら、空気になじめずに安息の場を求めてもおかしくないのでは」


「うん、わたしはとてもデリケート」


　凜々花が余計な口を挟はさんできたが、鋼も素子も反応しない。


　ここは既すでに、鋼と素子の戦場なのだ。


「まったく、どこまで黒鉄君にそっくりなんですか……」


「くろがねくん？　うちのはがねは黒鉄さん」


　再び、凜々花が口を挟んでくる。


「あら、凜々花さんは知らないんですか？　黒鉄さんの双ふた子ごの──」


「ボクらはなんでもないです！　ただちょっと、お嬢様が外の風にあたりたいとおっしゃるので！」


　鋼は慌ててごまかした。せっかく、凜々花が〝黒鉄鋼〟には無関心でいてくれてるのに、余計なことを吹ふき込まれては困る。


　話題を変えなければ。鋼は素す早ばやく凜々花に耳打ちする。


「お嬢様、話を合わせてください。誰が友達にふさわしいか、なんて話をしていたことがバレると、きっと素子は怒ります。彼女は真ま面じ目めで常識的な価値観を持った人ですから、クラスメイトの品定めをされてたように思うでしょう」


「……実際、品定めっぽかったけど」


「おおいに反省するべきですね、お嬢様は」


「あれ、はがねも同罪じゃ……？」


「ちょっと、なにをこそこそ話しているんですか」


　ぎろり、と素子が鋭するどい視線を──鋼にだけ向けてくる。


　さっきの地雷の話で、鋼は彼女に敵としてロックオンされてしまったようだ。それはそれで、距離を取りたい鋼にとっては悪くない状じよう況きようだ。悲しくはあるが。


「なんでもないよ。さ、お嬢様、教室に戻もどりましょうか」


　鋼が焦あせってそう言って、凜々花の手を引いて立ち上がろうとしたそのとき。


　ぐーっ、と間の抜ぬけた音が響ひびいた。


「……お腹なか空すいたかも」


　凜々花が、自分のお腹に手をやる。


「そういえば、今は昼休みでしたね……」


「なんなんですか、あなたたちは……というか、そのメイドさんはあなたに悪あく影えい響きようを与あたえてるんじゃないでしょうか？」


「それは、わたしも時々そう思うけど、思わないことにしてるの」


　鋼は、ご主人様にも疑われてしまっていたようだ。


　まあ、お世辞にもまともな人間とは言えないしな──と、鋼は思わず苦笑いする。


　それより、友達探しはひとまず中断したほうがよさそうだ。


　もちろん、鋼のお手製の弁当はつくってきてある。まだ午後の授業も残っているのだし、鋼も腹ごしらえをしたほうがよさそうだ。


「じーっ」


　敵意にも似たものが込こめられ始めている素子の視線に耐たえるためにも。








「それでは、今日はこれまで」


　担任教師に礼をして、ホームルームが終しゆう了りようした。


　鋼は、ほっと胸をなで下ろした。


　とりあえず今日は何事もなく終わってくれたか──


　いや、いろいろあったが、少なくとも大惨さん事じは起きていない。


　ケガ人が出ることも、校舎が業ごう火かの中に消えることも、そして女装転校生の正体がバレることもなく。


「はがね……」


「あれ？」


　鋼がふと顔を上げると、すぐ前に凜々花が立っていた。カバンを手に持って、帰り支じ度たくも済ませているようだ。


　凜々花のほうからやってくるとは、少し意外だった。


「はがね、わたし帰る」


「え、ええ。帰りますけど……」


　なんだか、凜々花はふてくされたような顔をしている。


　午後の授業は何事もなく終わったのだが、やはり友達づくりの命令が遂すい行こうされなかったことがお気に召めさないようだ。


「……帰っちゃっていいんですか？」


「ひとまず戦略的撤てつ退たい……時には引く勇気も大事だから」


　今日のところは友達づくりはあきらめる、ということらしい。


　それもまあ、やむなしか──と鋼も納なつ得とくする。今日は体育で一ひと騒さわぎ起こしてしまったし、凜々花のような目立つ転校生が、一日や二日で影かげが薄うすくなるようなこともないだろう。


「あ、凜々花さん。ちょっといいですか？」


「……あう」


　声をかけてきたのは、またもや宮本素子だった。彼女もカバンを手に持っている。


「もう帰るところなんですよね？　もし時間があるんだったら、ご一いつ緒しよしません？」


「な、なにを……ご一緒するの？」


　おお、と鋼は感動する。


　一応、凜々花が受け答えできている。この程度で感動していては、先が思いやられるが。


「凜々花さんの歓かん迎げい会かいも兼かねて、みんなでカラオケでもどうかと思いまして。来られるのは部活のない子たちだけですけど、どうですか？」


「カ、カラオケ……噂うわさには聞いたことがある……」


「噂？」


「あっ、いえ。お嬢じよう様さまは驚おどろくと妙みようなことを口走るクセが！」


　鋼は慌あわてて、凜々花と素子の間に割り込んだ。凜々花が極きよく端たんなほどの世間知らずだということは、あまり知られないほうがいい。


「……そうなんですか。ああ、もちろんあなたもどうぞ、黒鉄はがねさん。あなたの歓迎会も兼ねていますから」


　素子の言葉はともかく、彼女の目は氷のように冷たかった。


　鋼は、素子に敵と認にん定ていされつつあるらしい。〝黒鉄鋼〟と素子の関係とたいして変わらなくなってしまっている。昼休みの地雷の話がだいぶまずかったようだ。


「で、どうでしょう、凜々花さん？　もちろん予定があるんでしたら──」


「う、ううう……カラオケ……」


　凜々花の目がぐるぐると回っている。


　ネットの海を漂ただよって得た知識を総動員して、いろいろ考えているらしい。


　そして、ぐるぐる目の凜々花が出した結論は──


「無理！　人前で歌って踊おどるなんて、わたしにはまだできないっ！」


「え？　いえ、別に踊らなくても……」


「ごめんなさい、わたしリア充じゆうじゃないからカラオケなんて無理！　ごめんなさい！　無理！　ごめんなさい！」


「えっ、あの、凜々花さん？」


「さよなら！」


　凜々花はそう言うと、鋼を置き去りにして弾だん丸がんのように教室から飛び出していった。


「……いきなりすぎたのがよくなかったんでしょうか」


「段取りを踏ふむようなことでもないと思うけどね。うちのお嬢様がすみません」


　鋼は一応謝ってから、立ち上がった。


　凜々花が一人で帰れるわけでもないので、すぐに追いかけなければならない。たぶん、どこかで立ち往生しているだろう。


「じゃ、失礼します」


「……待って」


　ぱっ、と素子が手を伸のばしてきて──鋼の手を摑つかんだ。


　素子の手の柔やわらかな感かん触しよくに、鋼の心臓がどくんと高く打った。


「黒鉄はがねさん。あなたに、訊ききたいことがあるんです」


「……兄のことでしたら、もう話しましたけど」


「そのことじゃありません。黒鉄君のことは、実はそんなに心配してないんです。あの人は、いつかひょいっと私の前に姿を見せるような気がして」


「……なるほど」


　今まさに目の前にいるけどね、と鋼はそう言えない自分がもどかしくなる。


「だから、黒鉄君のことはいいんです。そうではなく、凜々花さんのことです」


「お嬢様の？」


「はい」


　素子はこくりと頷うなずいて、まっすぐな目を鋼に向けてくる。さっきの冷れい淡たんな態度はどこへやら、しごく真しん剣けんな表情だ。


「私は駆かけ引きは好きじゃありません。だから、率そつ直ちよくに訊きます」


「はぁ」


「凜々花さんは──何者なんですか？」


「…………」


　鋼は、素子の目をじっと見返す。


　瞳ひとみからは様々な心理、感情が読み取れる。よく見知った人物ならばなおさらだ。


　曖あい昧まいな返答を許さない、覚かく悟ごを決めた表情。そして、確信に近いなにかを秘ひめている。


　なにを確信しているのか、そこまでは神ならぬ鋼にはわからない。


　ざわざわと、放課後の喧けん噪そうがなぜか遠くに聞こえる。周りの生徒たちは、鋼たちのことなど気にも留めていないようだ。百ゆ合りコンビとか、邪じや魔ましに来てくれたらいいのに、と鋼は身勝手なことを願う。


「答えられないなら、私が先に言ってあげます。これは、黒鉄君にも言ってなかったことですが」


「ぼ……兄にも？」


　素子が鋼に言っていないことなど、いくらでもあるはずなのだ。なにを言ってるのだろうと、鋼は首を傾かしげる。


「アスタルテ機関──」


「…………っ!?」


「一部の民間人にも知られている、ある目的のために結成された組織です。私は──そこに入りたいんです」


「……………………」


　鋼はなにも答えられない。


　まさか、こんな──通い慣れた教室でその名めい称しようが出てくるとは夢にも思っていなかったのだ。鋼自身、正体もなにもわからず、もう知ろうとすること自体あきらめつつあった怪あやしげな組織の名前が。


「へえ。ボクは聞いたことないけど、もう将来のことを決めてるとはたいしたものだね」


「だったら、これも聞いたことはないですか？」


　素子は、鋼の手をさらに強く握にぎりしめてきた。


「国家令嬢──」


「ボクは一部の民間人じゃないからね。組織も、その怪しげな令嬢とやらも聞いたことないな」


「はがねさん、あなたは表情を読ませませんね」


「そうかな？　ボクはいつもにこにこ、優しいだけだよ」


「私は自分を優しいなんて言う人は、あまり信じませんね」


「賢けん明めいだ。まあ、たいがいの人は口に出さなくても自分を優しいと思ってるだろうけどね。実際、本当に怖こわい人なんて一ひと握にぎりだ」


「どうでもいい話をして、人を煙けむに巻まこうとするところもお兄さんにそっくりです」


「まだ見ぬ兄に、思いをはせそうになるね」


　もはや鋼は、〝黒鉄鋼〟として素子と話している気分になってきた。もうバレてもいいか、という気持ちすら起きている。こちらも好きで女装しているわけじゃないのだから。


　もちろん、バレたらまずいなどというレベルではない。素子には変態とそしられるだけで済むかもしれないが、万が一凜々花にまで知られたら国の滅めつ亡ぼうに繫つながりかねない。ヤケになるにはまだ早すぎるだろう。


「君の将来の夢はよくわかったよ。ただ、ボクにはなんとも答えようがないね」


「もしも、はがねさんが組織の関係者ならそう言うでしょうね」


「…………」


　いったいどこで、素子は組織のことを嗅かぎつけ、凜々花と鋼が関係者であると気づいたのだろう。


　そして、国家令嬢のことも──


　ああ、そりゃそうか──鋼は当たり前のことに気づく。組織のことはともかく、幻獣能力保有者フアントム・キヤリアのことなら、誰だれが知っていてもおかしくない。


　凜々花が見せてしまった能力の一いつ端たん。いかにも怪しげな、凜々花とはがね。


　素子が確信を持つような証しよう拠こはどこにもないはずだが、推測──あるいは妄もう想そうをめぐらせても不思議はない。なにより、素子は頭がキレるのだ。ほんのささいな情報からなにを思いついても不思議はない。


　重要なのは、これ以上情報を与あたえないことだ。


「面おも白しろい話だったよ。それじゃ、ボクはお嬢様を追いかけないと」


「……そうですね。引き留めてごめんなさい」


「いや、いいよ」


　鋼は手を振ふって、素子に背を向けた。


　素子はやはりバカではない。引き際ぎわもきちんと心得ている。今、鋼を問い詰つめたところで無む駄だだとわかっているのだろう。


　そもそも、教室で立ち話で済ませることでもない。


　鋼は教室を出て、廊ろう下かを進み、階段を下りていく。下げ駄た箱ばこを見ると、凜々花の靴くつはなくなっていた。もう外に出ているようだ。そんなにカラオケが嫌いや──というか、怖かったのだろうか。


　昇しよう降こう口を出て、近くを歩いていた女子生徒に声をかける。あっさりと、彼のご主人様の行方ゆくえは判明した。


　凜々花らしき少女が、グラウンドのほうへ歩いて行くのを見たらしい。鋼は女子生徒に礼を言って、グラウンドへ向かう。


「あ、いた」


　中庭を通り過ぎ、鋼にとっては見慣れた場所──グラウンドへ下りる階段のところに凜々花が座っていた。なぜか体育座りをして、わかりやすく肩かたを落としている。


「あの、お嬢様」


「わたし、ここけっこう好きかも……」


　ぼんやりとグラウンドのほうを眺ながめながら、凜々花がつぶやいた。


　それは鋼もまったく同感だった。凜々花が座っているところは、黒鉄鋼の指定席だった上から六段目だ。


　グラウンドでは、部活を始めている生徒たちの姿が見える。まだ始まったばかりで、のんびりやっているようだ。


「それはけっこうですが。お嬢様、なにも逃にげなくてよかったんじゃないですか？」


「あの素子はなかなか手て強ごわそう。断る場合、わたしの武力を行使する必要があったかもしれない」


「行使しないでください。それなら、確かに逃げてよかったかもしれませんね」


「……逃げるのはよくない」


「どっちなんですか」


　凜々花は答えなかった。適当にしゃべっただけなのかもしれない。


「大だい丈じよう夫ぶかな、わたし。このままやっていけるかな……」


「まだ初日じゃないですか。いきなり上う手まくやろうなんて、虫のいい話ですよ」


「本当に遠えん慮りよのない……。はがねも学校に行ってなかったんだっけ？」


「ボクは記き憶おくがありませんから」


　もちろん、自分の設定は忘れていない。記憶がない以上、黒鉄はがねが学校に行っていたかどうかなど、わかるわけがない。


「うーん……学校って難しい。屋や敷しきでならなんでも上手にできるのに」


「いやいや、大おお噓うそでしょ！　着き替がえすらボクが手伝ってるじゃないですか！」


　ひどい捏ねつ造ぞうだった。凜々花は時々、自分可愛かわいさでとんでもないことを口走る。


「まあ、もう少し頑がん張ばってみましょう。お嬢じよう様さまに興味を持ってる人は、少なからずいますから」


「そう……」


　凜々花が小さく頷いたのと同時に。


　鋼のポケットの中で、ケータイが振しん動どうした。


「と、失礼、お嬢様」


　凜々花に断りを入れて、鋼はケータイを取り出して通話ボタンを押す。誰なのかは確かめるまでもない。この番号にかけてくるのは一人だけだ。


「なに、衣緒？」


『残念なお知らせだ、はがね』


　鋼は、一いつ瞬しゆん気のせいかと思った。だが、すぐに勘かん違ちがいではないと思い直す。


　衣緒のごく短い言葉は淡たん々たんとしていたが──ただならぬ緊張感をはらんでいた。


「……どうしたんだ？」


『またアレが来た』


　唐とう突とつに、けたたましいサイレンの音が鳴り響ひびいた。


　校内だけではない、周囲の至るところから同じ音が鳴っている。あまりの騒そう音おんに、耳がびりびりと痛むほどだ。


「これは──！」


　鋼は、このサイレンの意味を知っている。この時代に生きている者ならば、幼児ですら知っている。


『ああ、「アレが来ないの」のほうが衝しよう撃げき的かな？』


「衝撃はいらない！」


　この執しつ事じはどこまで真ま面じ目めで、どこまで冗じよう談だんなのかわかりづらい。


　続いて、校内にアナウンスが流れ始める。鋼も何度も聞いてきた、お定まりの文句。


　避ひ難なん誘ゆう導どうのアナウンスだ。


「っと、お嬢様、こっちです」


　鋼は、凜々花を引き寄せて、階段の端はしへ移動した。


　グラウンドにいた生徒たちが、一いつ斉せいに階段を駆かけ上がってくる。避難訓練で慣れているからか、パニックになった様子もない。鋼たちは、生徒たちをやり過ごしてから、再び階段の上に座り込んだ。


『まあ、君の心を和なごますための冗談はこれくらいにして』


「むしろ荒すさむよ」


『言わずと知れた、招かれざる客人のお出ましだ。ずいぶんと短いインターバルで来てくれたものだ』


「マレビトか……」


　鋼は舌打ちする。襲しゆう来らいが不規則なのはいつものことだが、よりによって今来なくても。


『来てしまったものはしょうがないがな』


「……待て、来たって具体的にどこに？」


　避難、ということは少なくとも関東付近ということだ。前回は東京湾わん──つまり、この学校のすぐそばがマレビトの予想上陸ポイントだった。


　そうそう、同じところには来ないはずだが──


『上だ』


「上？」


『そう、君たちの直上──高度一万メートルのところに奴やつはいる』


「いちまんめーとる!?」


『驚おどろくほどの高さじゃない。航空機だって、その辺りの高さを飛んでる』


「驚くよ、それは！」


　マレビトは海から来る場合がほとんどだが、空からも降ってくるらしい。


　そんな高度で、あの化け物がなにをやっているのか。


「って、しかもボクらの真上!?」


『警けい戒かい機が捉とらえた映像を送ってやる』


　すぐにメールが着信し、鋼は添てん付ぷされていた動画を開いた。


　凜々花も気になったのか、スマートフォンの画面を覗のぞき込んでくる。


「なにこれ、シャチ？」


　凜々花がどうでもよさそうに言った。


　彼女の言うとおり、それはまさしくシャチに似ていた。色は前のマレビトと同じく、メタリックな銀色だ。比ひ較かく物がないため大きさはわかりにくいが、人間よりも小さいということはないだろう。雲海の上、薄うすいブルーの空にそんなものが浮ういているのはシュールな光景だった。


　頭──なのかどうかもわからないが、とにかく、シャチで言えば頭に当たる部分を上に向け、直立するような格好になっている。しかも、全身がぶるぶると小刻みに震ふるえているようだ。


　鋼はスマートフォンを操作して、衣緒にかけ直す。


「ちょっと、衣緒。これはいったいどういう状じよう況きようなの？」


『推測しかできない。マレビトは個体ごとにまるで別物、ということが多いからな。ただ、今回のアレは似たようなものが以前にアメリカで観測されたことがある。前例から考えるに、アレは力をためているところ──らしい』


「力をためて、なにをしようっていうわけ？」


『はがねも予想がついてるだろう。もちろん、直下に向けて急降下だ』


「……だろうね」


　嫌な予感というものは当たるのだ。鋼も、もちろん予想はしていたが、できれば的中してほしくなかった。


『どの程度の速度で降下してくるかはわからないが、まあ長くても二分とかからないだろうな』


「それはまた、慌あわただしいことで……」


　当然、もっと速い可能性もあるのだろうが、二分だろうと一分だろうとたいして違いはない。逃げる暇ひまはない、という意味で。


「念のために確かく認にんしたいんだけど、その前例とやらが降下したあとはどうなったの？」


『君も聞いたことくらいはあるんじゃないか？　アメリカのある都市が完全に消しよう滅めつした』


「…………」


『お嬢様はおそらく直ちよく撃げきにも耐たえられるだろう。だがまあ、君たちは……蒸発してチリ一つ残らないと断言できる』


「……避難誘導がかかってる。この学校にも地下シェルターがあるよ」


　マレビトの襲しゆう撃げきが始まって以来、国はせっせと避難場所を建造してきた。たいてい、役所をはじめとした公共の施し設せつ、学校などに多くのシェルターが存在している。


『シェルターを丸ごとえぐって、余よ裕ゆうでおつりが来るな』


「また余計なおつりだね。そんな威い力りよくなら、そっちの屋敷もまずいんじゃないか？」


『もちろんだ。このままいけば、私の命もこれまでだな。やはり、処女のまま死ぬなら君にくれてやっていたほうが有意義だったかもな』


「あのね……」


　鋼ははっとなって、凜々花のほうを見た。彼女は鋼の電話には興味はないらしく、空の上を見つめている。鋼は電話を切って、凜々花に声をかける。


「お嬢様」


「うん、わかってる。ちょっと行って、やってくる」


　頼たのもしいことに、凜々花は力強く頷うなずいた。彼女の目つきはやや険しい。


「今日はなんかイライラしてるし……ちょうどよかった」


「……そうですか」


　都市一つを消滅させるような脅きよう威いも、凜々花にとっては八つ当たりの対象でしかないらしい。


　もっとも、そのおかげで助かるのなら鋼としても文句はない。


「ああっ、なにしてるんですかあなたたち！」


「……え」


　中庭のほうから全力で駆け寄ってくるのは──もはや今日何度目の接せつ触しよくか、数えるのも面めん倒どうになってきた宮本素子だった。


　彼女は制服のスカートの裾すそを揺ゆらしながら、鋼たちのところへやって来た。


「素子さん……なにしてるの？」


「それはこっちの台詞せりふです！　避難勧かん告こくが聞こえなかったんですか！」


「聞こえた」


「ええ、聞こえましたね」


「……あなたたちは」


　凜々花と鋼が頷くと、素子は呆あきれた目を向けてきた。


「あなたたちみたいに、モタモタしてる人がいないか確認しにきたんですよ。早くシェルターに行きましょう」


「お嬢様、ちょっと」


　鋼は凜々花の手を引いて、階段を三段ほど下りる。そして、彼女の耳元に口を寄せた。


「彼女は、国家令れい嬢じようやアスタルテ機関のことを知ってます」


「え？」


「しかも、お嬢様の正体を疑っているようです。まあ、いろいろ普ふ通つうじゃないところを見せてしまいましたしね」


「え、えっと……バレたらどうなるの？」


「まさか、なんの罪もない彼女のほうを学校から追い出すわけにもいかないでしょう。強ごう引いんなことをしているのはこちらですし……」


「う、うう……そうかも……」


　凜々花も、素子のほうを追い出そうとは思わないようだ。というか、基本的に鋼以外にはあまりわがままを言わない。


「で、どうしましょうか、お嬢様？　もう時間が──」


「……やっぱりそうなんですか？」


　素子の声に、鋼と凜々花は振ふり返る。


「瑞鳳院凜々花さん。あなたは、やっぱり」


　ゆっくりとした動作で、素子は階段を一段下りた。


「マレビトが来てるのに逃にげようともしない。はがねさんも変に落ち着いてる。おかしいじゃないですか。避難勧告が出たらシェルターに逃げる。そんなことは子供だって知ってます」


「……そうなの？　わたし、知らなかった」


「知らないのはもっとおかしいんです！」


　のんきな凜々花の言葉に、素子が嚙かみついた。


　素子はさらに階段を下り、凜々花の両りよう肩かたを摑つかんだ。


「凜々花さん、あなたは国家令嬢なんですね！　マレビトを倒たおせる唯ゆい一いつの存在！　アスタルテ機関最大にして最後の切り札！」


「うっ、あうう、あうあう……」


　素子に肩かたを揺さぶられ、また凜々花の目がぐるぐると回っている。


「わ、わたしは見てのとおりの、どこにでもいるダメ人間で……ダメ人間じゃない！」


「ノリツッコミはどうでもいいんです！」


　それについては、鋼も素子に同感だった。


「こんなところで国家令嬢に会えるなんて……私は運がいいです！」


「……ボクは徹てつ底てい的に運が悪いけどね」


　鋼はぼそりとつぶやいた。


「あうう、あうあうああ……わ、わたしは国家令嬢なんかじゃ……」


　素子に追い詰つめられて、凜々花は否定もできないようだ。いつもこんな感じのような気もするが。


　上空からはマレビト。


　地上には素子。


　マレビトを倒さないと学校ごとこの周辺がごっそり消滅する。上手く撃げき破はしたところで、素子に正体がバレてしまったら凜々花は学校に通えなくなる。


　なにはなくとも、素子が引き下がってくれないと、すべてが終わってしまう。


　どうにかして素子を言いくるめるしかないが、いったいどうやって？


　鋼が〝黒鉄鋼〟だったときも、彼女にだけはかなわなかったのだ。


　素子を気絶でもさせるか？　どうやって？


「ちょ、ちょっと待ってください」


　鋼は、凜々花と素子の間に割り込んで、ご主人様を引っ張ってさらに階段を下りていく。


「お嬢様」


「は、はがね……どうしよう。あの人、マレビト以上にやばい」


「ある意味ではそうですね……」


　鋼はそう言ってから、ぐっと凜々花に顔を寄せた。


「もう時間がありません。お嬢様がどうするか決めてください」


「わ、わたしが……？」


「ボクは命令を実行するのが仕事です。決断を下すのは──あなたの役目です」


　これが、〝黒鉄はがね〟が言うべきことだ。


　凜々花に仕えるメイドとしての本分を逸いつ脱だつせず、あくまで主あるじの判断を待つ。


　こんな危機的な状況だからこそ、そうしなければならなかった。


「うう……は、はがね」


「はい」


「まだ……これから、お友達はつくれるんだよね？」


「もちろんです、お嬢様。まだ学校生活は始まったばかりですよ」


　鋼は小声で、それでもきっぱりと言い切った。


　これが、鋼が答えるべきことで、凜々花が望む言葉でもあった。


　凜々花は鋼のその言葉に──こくりと頷き、にっこり微笑ほほえんだ。


「じゃあ、この場所は守らなきゃいけない。わたしのことも知られちゃいけない」


「はい」


「はがね、命令──」


　凜々花が、鋼に小声で耳打ちする。


「素子をなんとかして」


「……了りよう解かい」


　それが主の命令ならば。


　そして、その命令は鋼の望みとも一いつ致ちしている。


　こんなところで、素子を死なせてたまるか──


「素子さん」


　鋼は階段をつかつかと昇のぼって、素子のすぐ前に立つ。


「な、なんですか？　お話をしてる場合じゃないですけど」


「今だからこそ話しておかなければいけないんだよ」


　鋼はがしっと素子の両肩を摑み、まっすぐに彼女の目を見つめる。


　黒鉄鋼として接していた頃ころにも、こんなにも素子の瞳ひとみをしっかりと見たことはなかった。


　そこに、見たくない感情があってほしくなかったからだ。


　だが、今は目を逸そらしてはいけない。


　素子の心を読むためではなく。


　自分の心を伝えるために、素子と目を合わせなければならないのだ。


「実は、ボク──」


「は？」


「君に一ひと目め惚ぼれしたんだ！」


「ええぇっ!?」


　素子が大きく目を見開いて、絶ぜつ叫きようする。いつも叫さけんでいる女の子だが、こんな裏返った声を聞くのは鋼も初めてだ。


「ちょっ、それはどういう……!?」


「好きになったってことだよ」


「バ、バカなことを……私もあなたも女じゃないですか！」


「こんな女の子だらけの学校なんだから、別に珍めずらしいことじゃないでしょ」


「そ、それはそうだけど」


　やはりそうなのか、と鋼は以前から気になっていたことを確かく認にんする。


　この高校には百ゆ合りコンビをはじめとして、〝仲がいい〟というだけでは説明できない女の子たちがいる。素子にとっても、身近な話ではあるはずだ。


「きゅ、急にそんなこと言われても……だいたい、今日初めて会ったばかりじゃないですか」


「だから、一目惚れなんだよ」


　鋼は、さらに強く素子の肩を摑んで言った。


　口から出任せ、ということでもない。


　本当に、鋼は初めて素子に出会った日から彼女に惹ひかれ始めていた。ただ彼女が可愛かわいいから、というだけではない。どうにも気になって仕方のない女の子だった。


　それはあるいは、今日聞かされた彼女の将来の野望と関係があるのかもしれない。強い心を持った彼女は、鋼にとって心地ここちのいい存在だった。


　いや、そんなことはどうでもいい。


「時間なんて関係ない。ボクはもう既すでに君と出会ってる。好きになったっていうのは変なことじゃないだろ」


「そ、そんなの……」


　素子は顔を赤くして、ふっと目を逸らした。悪くない反応だった。彼女の性格から考えて、拒きよ否ひするならば即そく座ざに一いつ蹴しゆうしていたはずだ。


　彼女にそういう趣味があるわけでもないのも、鋼にはわかっている。そして、惚れっぽいタイプでもないはずだ。彼女は何事も熟じゆく慮りよに熟慮を重ねて、意志を決める女の子だ。


「そんなこと言われても困ります。だって、私……でも、はがねさんは似てるから……」


　素子はぶつぶつと、わけのわからないことまで言い始めている。


「なんでもいいんだよ。とにかく、ボクの告白を受け入れて」


「ええぇ……」


　黒鉄鋼と似ている少女からの告白──彼女が迷っている理由がそこになるのなら。


　この、素子の目から凜々花を隠かくすためのバカげた告白も少しは意味がある。


　まさか、よりによってこんな形で告白することになるとは夢にも思わなかったが。


「受け入れてって言われても……わ、私は女の子は……」


「すぐにとは言わないよ。でも……今は」


　鋼は意味ありげに言って、ぐっと身体からだを寄せた。


　びくり、と一歩あとずさった素子にさらに近づき、その細い身体を抱だきしめた。


「え、え……？」


「少しでいいから、こうしていたいんだ……」


　鋼は素子の身体をぎゅっと抱きしめ、頭の後ろをつかんで自分の胸元に顔を埋うずめさせる。素子は一いつ瞬しゆんだけ抵てい抗こうしてから、ふっと力が抜ぬけた。
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　よし、今がチャンス──


　鋼は、凜々花のほうをちらりと見た。この場を脱だつ出しゆつする好機はここしかない。


「…………」


　だが、凜々花は呆あきれたような目をしているだけで、まったく動こうとしなかった。


　なにをしてるんだ──と、鋼が視線でコンタクトすると。


「はがね。素子、気絶してる」


「は？」


　鋼は、素子の顔をそっと覗のぞき込んだ。確かに、気を失ってしまっている。


　強引な目め隠かくしは無む駄だだったらしい。妙みように力が抜けているとは思ったのだが。


　鋼は素子が倒たおれないように、彼女の身体をしっかりと支える。


「抱きつかれるのが、そんなに嫌いやだったんでしょうか？」


「どうかな。あまり嫌そうな顔にも見えない」


　凜々花は、素子の顔を指さした。


　言われてみると、口元にはうっすらと笑みすら浮うかんでいるように見える。


　ただ、喜びのあまり気絶した──というのも、不自然ではある。本人も言ったとおり、そっちの趣味はないのだろうから。


「とりあえず……なんとかなりましたね。よかった」


「よくない」


　いきなり、凜々花が鋼の頰ほおをつねった。


「な、なんですか、お嬢じよう様さま」


「簡単に、他の人をぎゅっとしたりしちゃダメ」


「は……？」


　凜々花は鋼の頰をつねったまま、そっぽを向いて不満そうに唇くちびるを尖とがらせている。


「はがねがあんな風にぎゅっとして、なつかれちゃったらどうするの？」


「なつくって、犬いぬ猫ねこじゃないんですから」


「わたしは犬みたいになついてる！」


「そんなことを自信満々に言われても……」


　鋼は苦く笑しようして、首を傾かしげた。


「ですが、非常事態でしたから。他に手段も思いつきませんでしたし……」


「ばか」


「…………っ」


　素子を支えたままの鋼に、凜々花が後ろから抱きついてくる。


　黒鉄はがねとして初めて出会ったときの、熱ねつ烈れつすぎる抱ほう擁ようとは違ちがって、ふわりと包み込むかのようだった。


「……あの、お嬢様？」


「なんでもない。わたし、全然怒おこってない。だって、あなたはまだわたしのはがねじゃないもん」


　凜々花は、鋼の背中にぎゅっと顔を押しつけてくる。


「わたしのはがねだったら、このまま抱き潰つぶしてる」


「恐おそろしいですね！」


「つまり、わたしは怒ってないの。ばか」


　なんだか矛む盾じゆんしたことを言って、凜々花はそっと鋼から離はなれた。


　そして、とんとんと階段を上っていく。


「これでいいの。グダグダだったけど、問題は解決した」


　凜々花がそう言うのと同時に──赤い光が弾はじけた。


「ご苦労だったな、はがね」


　凜々花はそう言うと、初めて幻獣フアントムの能力を見せたときと同じように、制服を一気に脱ぬぎ捨てる。


　そして、赤と黒で彩いろどられた派手なドレスが彼女の身体を包み込んだ。


「……あまり面おも白しろくはないがな」


「いったい、どっちなんです。怒っているのかいないのか」


「どうせ、こんなことだろうと思ってた。新しいはがねも鈍にぶいのだな。本当におぬしは、他人のことは見えすぎるくせに、自分のことはまるで見えぬのだからな」


「……はあ、そういう傾けい向こうがあることは認めますが」


　それは、幻獣使いフアントムテイマーの能力の代だい償しようなのだ。


　人の心は、その気になれば深く深く読み取れるのだが、自分のことは意外なほど見えない。異性への好意といった強きよう烈れつな感情でなければ、自覚が難しいほどだ。


「と、時間がないのであったな。では、行ってくる」


「はい、行ってらっしゃいませ」


　鋼が頷うなずくと、凜々花はとんと軽く跳はねた。


　凜々花は、その身体に熱く燃え盛さかる炎ほのおをまとい──一気にはるか上空へと舞まい上がっていく。


「……お嬢様。ご武運を」


　凜々花がもし失敗したら、鋼も素子もチリ一つ残さずこの世から消えてしまう。武運を祈いのるくらいしかできないが、それでもできることはやっておきたい。


「ん……」


　鋼の胸の中で、素子がわずかに身じろぎした。


　彼女の身体はあたたかく、意外なほどに柔やわらかい。凜々花を初めてなだめたときに触ふれた身体の感かん触しよくとも違う。


　このあたたかさを守ることができるのは、凜々花だけなのだ。


　鋼には、今や大きな存在になりつつある、一人の女の子。


「ボクの可愛いお嬢様──」








「はがねは上う手まくやったようだな」


　瑞鳳院の屋や敷しきの二階。


　衣緒は廊ろう下かの窓から、空を見上げている。


　遠くで赤い光が打ち上げられたロケットのように飛んで行くのが、はっきりと確かく認にんできた。


　少しばかり手間取ったようだが、今回も無事に凜々花は出しゆつ撃げきしてくれたようだ。


　あとのことは、ほとんど心配していない。


　衣緒のご主人様は、極めて優ゆう秀しゆうな幻獣能力保有者フアントム・キヤリアだ。今回のマレビトがどれほどの怪かい物ぶつであっても、凜々花にかなうわけがない。


「今日もお嬢様は元気じゃねーか。少し前までの引きこもりっぷりが噓うそみてえだな」


「……いたのか」


　衣緒は、現れた人物を一いち瞥べつする。


　水色の髪、むやみに整った顔に眼鏡。白いワイシャツに紺こん色いろのズボン。シンプルな服装が、すらりとした長身と美形の顔によく似合っている。


　そして──彼は男だった。


　彼は、衣緒とほぼ変わらない年ねん齢れいの少年である。


　衣緒のような男装少女でも、鋼のような女装少年でもない。正真正しよう銘めい、外見的にも生物学的にも男性なのだ。


「引きこもりは君もだろう。最後に屋敷を出たのはいつだ？」


「さあ、どうだったかねえ……」


　衣緒の質問に、少年がとぼけた答えを返す。


「ま、俺のことはいいじゃねーか。それより、凜々花も災難だな。転校初日から学校にマレビトが襲おそいかかってくるとはな。呪のろわれてるんじゃねーか、あいつ」


　少年の口調は、繊せん細さいそうな見た目の割に荒あらっぽい。衣緒は慣れているので、気にしない。


「偶ぐう然ぜんだろう。マレビトの出現に法則性はないというのが、研究者の共通した見解だ」


「はて、本当かな。いくらなんでもピンポイントで狙ねらわれすぎだと思うけどよ」


「お嬢様が狙われているなら、とっくにこの屋敷が襲しゆう撃げきされてるだろう」


「となると、アレかな。二代目のほうになにかあるってことか」


「……私にはわからない」


　マレビトの行動原理など、研究者にも不明な部分のほうが多いくらいなのだ。ただの執しつ事じであり、あるいは殺し屋である衣緒にわかるはずもない。


「しかし、あの二代目、意外にやるじゃねえか。替かえ玉なんてバカげた考えだと思ってたが、凜々花がボンクラなのか、二代目が女装にハマってんのか」


「わかってるくせに、わざわざ訊きくな」


　衣緒は、冷たく言い切った。


　彼がこの屋敷にいる理由を、衣緒はよく知っている。彼がここにいなければならないということもわかっている。


　それでもなお、衣緒はどこか目の前の男が信じ切れずにいる。


「まあ、凜々花は……もう一度メイドに会うことを熱望してた。だから、口では信じてないだのなんだの言っても、すがりたくなっちまったんだろうな。心のどこかで偽にせ者ものだって疑っていても」


「黒鉄鋼は、私の思った以上にやっている。お嬢様がどう思っているかは知らないが、今のはがねの功績を私は認めてやりたい」


「……おや。衣緒ちゃんも、そろそろお年とし頃ごろってことかね？」


「バカなことを」


　衣緒はすっぱりと切り捨てた。執事でいる限り、彼は鋼を異性とは見ていない。殺し屋モードのときは別かもしれないが、基本的にそちらのモードになるのはゆに子と戦うときくらいだ。


「はっは。なかなか面おも白しろくなってきたじゃないか。凜々花に二代目、それにおまえ。機関のアホどももどう動くかな。人生ってやつはこれだから楽しい」


「君の特とく殊しゆすぎる人生のことなど知らん」


　衣緒はそう言って、再び窓のほうに目を向けた。


　そこには、もう赤い光は見えない。


　凜々花ははるか高みへと到とう達たつしてしまっているのだろう。


　常に孤こ独どくな戦いを強しいられる彼女にこそ──楽しいことが待っていてほしい。


　衣緒は、ただそれだけを思った。








　一万メートル上空──


　気温はマイナス数十度、酸素は地上の三分の一程度の薄うすさだ。


　なんの装備もなしに人間が生存できる環かん境きようではない。


「やれやれ、面めん倒どうな。こんな遠くまで来る身にもなってくれ」


　凜々花も、シャチの形をしたマレビトも、この極限状じよう況きようでも平然と活動できている。凜々花の周囲には強力な結界が張られているためだが、マレビトのほうは薄い酸素も寒さもものともしないのかもしれない。


　マレビトは、近くで見ると相当な巨きよ体たいだった。全長四十メートルはあるだろう。さきほどはがねのスマートフォンで見たとおり、シャチで言えば口に当たる部分を上に突つき出した格好だ。


　どうやら、急降下前に間に合ったようだ。


　こんな巨体が高速で地上に衝しよう突とつしたら、それだけでどれほどの被ひ害がいが出るか知れたものではない。


「さっそく始めるとするか。転入初日で学校をチリにされてはたまらんのでな」


　凜々花は、さっと右手を振ふった。炎の塊かたまりが飛んで行き、マレビトの巨大な体たい軀くに命中して弾け飛ぶ。


「んー？」


　凜々花は、炎が命中した箇か所しよをじっと観察する。


　炎の塊はマレビトに一いつ切さいダメージを与あたえておらず、怯ひるんだ様子すらない。


　凜々花は、首をひねった。どうも、マレビトは出てくるたびに強きよう靭じんになっているように思える。数年前までは、この炎の塊でもそれなりのダメージは与えられていたのに。


「なんだろうなあ。こっちは我のような強力な保有者キヤリアはまぐれ当たりでしか出てこんのに。そっちが強くなるばかりでは、人類は苦しかろうなあ」


　数年前の凜々花ならば、そんなことは気にも留めなかっただろう。


　自分が能力を失ったあとのことなど知ったことではない。そもそも、どうしようもないのだから。凜々花の後あと釜がまが失敗して、自分が死ぬようなことになっても仕方ない。


「まったく、面倒なことだ。アホらしい、アホらしい。死んでほしくない人間が増えるなど、厄やつ介かい事が増えるばかりだな」


　凜々花は苦笑いしながらぼやいた。


　たとえ記き憶おくを失っているとしても、はがねははがねだ。


　まだ友達はできていなくても、できる可能性はゼロに近くても、あの学校の人たちにも死んでほしくない。


「せいぜい、能力を失う時期が遅おそくなることを望むくらいしかないがな。ま、それも今考えても詮せん無ないことか。おぬしと遊んでやらねばな……って、んん？」


　マレビトがぐるん、と凜々花のほうへ頭を向けた。


　そして、口を大きく開き──その口内がまばゆい光で満たされていく。


「ちょっ、おいおい！」


　凜々花は焦あせって、顔の前で腕うでを交差させる。身にまとった炎をさらに熱く熱く燃やし、強力な結界を周囲に張はり巡めぐらせる。


　結界の完成と同時に、マレビトの口から閃せん光こうが迸ほとばしった。ビームのような強力な光線がまっすぐに凜々花を射い貫ぬいた。


「ぬおおおおおおおお！」


　女の子らしからぬ絶ぜつ叫きようを上げ、凜々花は光線に耐たえる。


　炎の結界で防ぎつつも、骨まで融とけてしまいそうな高熱が伝わってくる。朱す雀ざくを宿した凜々花でなければ、一いつ瞬しゆんで蒸発していただろう。


「…………くっ。なかなかいい塩梅ではないか」


　光線に耐えきって、凜々花は強がりを漏もらす。


　今のは、さすがの凜々花も一つ間ま違ちがえば致ち命めい傷しようになりかねなかった。もう一、二秒照射されていたら結界を破られていただろう。


「では、次はこちらの番か」


　今回のマレビトは、なかなか手て強ごわい。遊んでいる余よ裕ゆうはなさそうだ。


　凜々花は左手を突き出し、その手に炎の弓を作り出す。


　右手には、赤く燃え盛る矢。


　かつて存在していた朱雀には使えない能力。朱雀を宿した、第一級能力者だけが生み出せる、神に等しい力を持つ最終兵器。


　朱雀の弓矢──四し神じんノ戦せん器き・紅ぐ蓮れん炎えん帝てい。


　凜々花は矢をつがえ、目の前に炎ほのおのサークルを出現させる。サークルの中心に、赤い光点が浮うかび上がった。


　ふらふらと揺ゆれる光点を、マレビトの身体からだと合わせて──


「お？」


　グオオオオオオ、とマレビトが咆ほう哮こうを上げた。


「ぬううう!?」


　音波なのか衝しよう撃げき波はなのか、凄すさまじい振しん動どうが凜々花の身体に響ひびいてくる。並の人間ならば、その振動だけで身体の内部がシェイクされて、臓器が丸ごと挽ひき肉にくになっているだろう。


　ああ、えぐいことを想像してしまった──凜々花がうんざりしていると。


　今度は、マレビトの全身に四角い穴がぼこぼこと開いていく。


　何事か、と凜々花はマレビトを注視する。穴が次々と開いていき、そこから──


「なんだ、それは！」


　穴からゆっくりと飛び出してきたのは、細く先が丸まったペンシル型のなにか──


　ミサイルに似た武器だった。


　凜々花が驚おどろく暇ひまもなく、無数のミサイルがマレビトの身体から放たれる。数は、おそらく一〇〇程度。そのすべてが、凜々花に向かって飛んでくる。


　煙けむりを引きながら飛んでくるミサイルを──


「ホントになんだそれは！　ナメておるのか！」


　さっきの光線に比べれば、あくびが出るほど遅い。どれだけ数を撃うっても、そんなもので凜々花を仕留められると思われたこと自体、心外だった。


　凜々花の体内に宿っている幻獣フアントムは、火の鳥・朱雀。空中戦は大のお得意だ。


　ぐるぐると空中を舞まうように飛びながら、ミサイルを次々とかわしていく。手には炎の矢と弓を持ったままだ。すべてをかわし終えたそのときこそ、反撃のチャンスである。


　凜々花は危なげなくミサイルを全ぜん弾だんかわし切り──


「さあ、今度こそ我の番だな！」


　声を弾はずませて、矢をつがえたそのとき。


　凜々花は異変に気づいた。


「なっ!?」


　凜々花は目を見開き、後ろを振り向いた。彼女がかわし、通り過ぎていったミサイルが今度は真下へ向かって落ちていっている。


　凜々花たちがいる空の下には、なにがあるか。


「貴様！　我の心を読んだのか！」


　凜々花はさっきから戦いながらも、下のことを──学校にいるはがねと素子やクラスメイトたちのことを考えていた。


　マレビトが人の心を読むなど聞いたこともないが、そうとしか思えない。


　あのシャチのようなマレビトは、凜々花の大事なものを奪うばおうとしている──


「させるか！」


　凜々花は叫さけんで、急降下を始める。


　ミサイルの速度はさほど速くない。とはいえ、気づくのが致ち命めい的に遅すぎた。しかも、ミサイルは徐じよ々じよに加速している。低速での発射すらフェイントの一つだったのだ。


　凜々花は必死に急降下しながら、ミサイルを追いかける。遠すぎる。このままいけば、確実にミサイルは地上に着弾する。威い力りよくがどの程度あるのか判断できないが、もし学校に落ちれば校舎を破は壊かいすることくらいは充じゆう分ぶんに可能だろう。


「ええい、やっと戻もどって来てくれたんだぞ！　こんなことで──」


　ふと、凜々花の脳のう裏りに、メイドの優やさしい声や頭を撫なでてくる手つきがよみがえる。


　凜々花はその優しい思い出を振り切り、落下しながら、矢をつがえる。


　落ちていくミサイルはおよそ百発。たった一本の矢ではどうしようもない。


　一本でダメならば──


「こんなことで、また失ってたまるか！」


　凜々花の右手の指の間に、さらに三本の炎の矢が出現する。彼女は迷うことなく、合計で四本の矢をつがえ、ギリギリと限界まで弦つるを引き絞しぼった。


　凜々花の目の前に、再び炎のサークルが現れる。サークルの中に、すべてのミサイルが捉とらえられている。


　炎で形作られた紅ぐ蓮れん炎えん帝ていがさらに大きく燃え上がった。


　いける、これならいける。


　凜々花は微笑ほほえみを浮かべ、ミサイルに照準を合わせたまま、四本の矢を放った。


　炎の矢は唸うなりを上げて飛んで行き、四本が八本に、八本が十六本に、さらに──と次々に分ぶん裂れつしていく。


　紅ぐ蓮れん炎えん帝てい・爆ばく散さん射しや──


　どんどん分裂していく矢は、急降下するミサイルに追いついて。


　ぱぱっ、と空にいくつもの火球が花火のようにきらめいた。


「……なんだ、我もやればできるではないか」


　真下に落ちていっていたミサイルは、そのすべてが凜々花の放った矢に射貫かれ、轟ごう音おんと爆炎を巻き起こして粉々に砕くだけ散っていた。


　凜々花自身、紅ぐ蓮れん炎えん帝ていにこんな能力があるとは知らなかった。知っていたら、最初からこれでミサイルを迎げい撃げきしていただろう。


　大事なものを救うために、自分でも知らなかった力が目覚める。そんなことがあるのか。


「はは……あっはっはっはっは！」


　凜々花は、不意におかしくなってきた。


　いつも、ただ乞こわれるままにマレビトを撃破していた自分が、誰だれかのために戦い、あまつさえ新たな力まで使いこなせるようになるとは。


　自分はこんな女ではなかった。


　戦うことにも、国を救うことにも興味などなかったのに。


　ただ、能力を持った者の宿命として、課せられた責務を淡たん々たんとこなしていただけなのに。


　はがねが現れ、はがねが去り、再びはがねが記憶を失って現れ、最初のはがねが立てた計画どおりに動いていただけだ。


　それだけで、凜々花は確かに変わりつつある──


「ふん」


　凜々花は、ミサイルの破は片へんがほぼ燃え尽つきたのを確かく認にんしてから、上に視線を向けた。


　銀色の巨きよ大だいなシャチが、凜々花をめがけてまっすぐに落ちてきている。


「お見通しだ！」


　凜々花は、今度は一本だけ矢をつくり出し、弓につがえた。


　相手は、わざわざ地上を狙ねらうようなこすいマネをするマレビトだ。不意を突ついて、当初の目的どおりに急降下してくることくらいは読めている。


　もはや、照準を合わせる必要すらない。


　あのマレビトは凜々花をめがけてまっすぐに落ちてきている。わざわざ自分から当たりにきてくれているようなものだ。


「では、さらばだ。なかなか面おも白しろいマネをしてくれたが、今の我が相手だったのが、おぬしの不幸だったな」


　もっとも、マレビトに幸福や不幸などといった価値観があるのかは定さだかではない。


　そんなことを考えながら、凜々花は炎の矢を放った。


　矢はまっすぐな軌き道どうを描えがき、突とつ撃げきしてくる銀色のシャチの額に突き刺ささり──そのまま、巨大な身体を一気に貫かん通つうした。


　マレビトの身体は速度を維い持じしたまま、ごうっと派手に燃え上がり。


　激しい燃焼で身体がぼろぼろに崩ほう壊かいしつつ、そのまま落ちていった。


　地上に落ちるまでに、マレビトは燃え尽きてしまうだろう。


「おやすみ」


　凜々花は弓を消して、落ちていく怪かい物ぶつに最後の言葉を捧ささげた。


　今度はもう少し気の利きいた台詞せりふを考えておくかな、などとのんきなことを考えながら。




　エピローグ







　黒くろ鉄がね鋼コウは、屋や敷しき地下のモニタールームにいた。


　時間は、午後八時過ぎである。


　メインモニターの前に置かれたパソコンのキーボードを操作しながら、ふと今日の昼間のことを思い出す。


　無事に生せい還かんした凜り々り花かは、「新たな力に目覚めた」とか夢見がちな中学生のようなことを言っていたが、実際そのとおりのことが起きたのだろう。多少苦戦しつつも、またもや見事にマレビトを撃破したらしい。


　その新たな力を使ったせいか、凜々花は肉がたっぷりの夕食を終えると、死んだように眠ねむり込んでしまった。おそらく、朝まで目覚めることはないだろう。


　素もと子このほうは、警報が解除されてシェルターから出てきたクラスの女子に預けてきた。あんな熱ねつ烈れつな告白をしてしまった以上、明日からのことが思いやられる。凜々花は学校に通い続けるつもりのようだし、鋼も付き添そうしかない。事態がどう転んでいくか、鋼には予想できない──というより、あまり考えたくない。


「まったく、どうしてくれるのかな」


　メインモニターには、動画再生プレイヤーが表示されている。


　そこは、真っ白な病室──


　一人の少女が静かに横たわっている、悲しい光景だ。


「黒鉄はがね……」


　鋼は、ベッドの上で眠っている少女をただじっと眺ながめる。


「君は誰なんだ……？」


　いったい、彼女はどこから来たのか。


　そして、自分になにをさせようとしているのか。


　ここ数日の鋼の運命の変へん遷せんは、すべて黒鉄はがねの意志のもとに事が運んでいるような気がしてならない。


「さっさと起きて、この状じよう況きようをなんとかしてほしいな」


　鋼が苦く笑しようしながら言うと。


「…………!?」


　思わず、鋼は椅い子すを蹴けるようにして立ち上がった。


　一いつ瞬しゆん、モニターの中のはがねの口元が動いたように見えたのだ。まるで、微笑んだかのように。


　しかし、あらためてはがねを見ると、口元は真一文字に結ばれたままだ。笑ってなどいない。


「……とことん、君は僕を惑まどわしたいらしいね。ま、それならそれでいいさ」


　もう状況は動き出している。


　今さら、鋼は乗り込んだ列車から下りることはできない。どうしても下りたいなら、それこそ列車から飛び出すしかない。あとに待っている結果はわかりきっている。


　はがねを目覚めさせる方法も考えなければならない。列車を下りられない以上、先に進むしかないのだ。


　既すでに、宮みや本もと素子も巻き込まれている。彼女を守るためにも、鋼は凜々花に戦ってもらわなければならない。


　それは凜々花を苦しめることになるかもしれない。


　彼女の苦しみは、鋼にとっての苦しみにもなりうる。


　もう、鋼は凜々花のことも放ほうっておけなくなってきている。


　だが、それでも彼女には幻獣フアントムの能力を振ふるってもらうしかない。


　そのためにも、鋼は──黒鉄はがねとして、凜々花のお願いを聞き、ご機き嫌げんを取っていかなければならないのだ。








　鋼はモニタールームを出て、凜々花の部屋へと向かった。


　ずっと眠っているのはわかっている。それでも、顔を見てみたくなったのだ。


　黒鉄はがねという少女が仕え、心からの信しん頼らいを得ていた相手を。


「──あれ？」


　ゆっくりとドアを開け、鋼はそこで立ち止まった。


「あ、はがね？」


「お嬢じよう様さま……」


　眠っていたはずの凜々花が、ベッドの上にちょこんと座っているのだ。


　部屋には月明かりが差し込んでいる。うっすらと見える凜々花の顔には、なんの表情も浮うかんでいない。その膝ひざには、例のＢノートが置かれている。


「どうされたんです、お嬢様。てっきり朝まで寝ね続けるものかと」


「むしろ、昼まで寝たかった……」


「昼はダメでしょ。明日も学校はありますよ」


「ちぇ……」


　昼まで、というのは案外冗じよう談だんでもなかったらしい。やる気があるのかないのか、わからないお嬢様である。


「でも、朝まででしたらなんの問題もないですよ。お嬢様は、あれだけのことをやってくれたんですから。今はゆっくりお休みになってください」


「……うん、まあ」


　凜々花は恥はずかしそうに顔を赤らめて、頷うなずいた。どこか偉えらそうに見える彼女でも、褒ほめられると照れくさいようだ。


「眠れないのでしたら、ボクがおそばについていましょうか」


「ねえ、はがね」


「はい？」


　凜々花は膝からＢノートを取り上げて、ぱらぱらとめくる。


「まだまだ、やらなくちゃいけないことはたくさんある。友達はつくりたいし……真人間になるためには、もっと頑がん張ばらないと」


「そうですね。明日はもっと、クラスの人と話してみましょう。それに、大だい丈じよう夫ぶです」


「なにが？」


　凜々花はきょとんとして、小首を傾かしげる。


「もしも万が一、友達ができなくても、ボクや衣イ緒オがいます。どうしても無理だというなら、それでもいいんじゃないでしょうか？」


「……はがね」


　凜々花は、少し困ったように笑った。


　鋼が言ったことは本心だ。友達は確かに大切なものだし、たいていの人間には一人や二人はいるものだ。凜々花も、どんなとてつもない力を持っていても、まだ十六歳の女の子だ。友達がほしくなるのも無理はない。


　だが、彼女がまだ周りとの関係に踏ふみ込めないなら──Ｂノートの指示に従う必要はないと、鋼は思う。


「うん、ありがとう、はがね。でも、わたしはやらなきゃいけないの」


「お嬢様……」


　凜々花の声は弱々しかった。


　それでも、その言葉には揺ゆらぎのない意志が込こめられていると──鋼にはわかってしまった。


「お嬢様、一つ訊きいてもいいですか？」


「うん」


「なぜそこまでして、真人間になりたがっているんですか？」


「…………」


　凜々花は、一瞬戸と惑まどったような顔をする。


　普ふ段だんの凜々花の生活を振り返れば、真人間を目指すことはそこまでおかしくはない。


　しかし、凜々花の性格を考えると、少しばかり不自然に思えるところもある。誰だれよりも信頼していた黒鉄はがねの計画だから、というだけでは説明がつかない。


　凜々花はしばし、視線をさまよわせてから、ゆっくり口を開いた。


「ど、どうしても訊きたいの？」


「ええ、できれば」


　計画を進める上で、動機を知っているのと知らないのでは、鋼のモチベーションも変わってくる。


「記き憶おくを失う前のはがねには話したことだし……今のはがねもわたしのために頑張ってくれてる。うん、だから話しておく」


「はい」


　どうやら、凜々花にとっては大事なことらしい。


　それを話してもらえるということは、少しは二代目の黒鉄はがねも信頼を得たということだろうか。


「わたしは」


　凜々花は、そう言って、頰ほおを赤く染めた。


　鋼は、思わずごくりとつばを飲み込んだ。


「わたしには、好きな人がいるの」


「好きな人……？」


　凜々花は目を伏ふせて、Ｂノートで口元を隠かくしながらさらに言葉を紡つむいだ。


「だから、今のわたしじゃダメ。変わらなきゃいけない。わたしは変わって──」


　凜々花の頰がうっすらと赤く染まっている。


「その人に告白したいの」


「告白……って、ちょっと待ってください。その人って誰なんですか？」


「んー」


　凜々花は小さく唸うなって、ベッドからぽんと降りた。


　Ｂノートを抱かかえたまま、のろのろと窓まど際ぎわへと歩いて行く。


「はがね、教えてほしい？」


「ええ、知りたいですよ。ボクのお嬢様のことですから」


　それは鋼の本心だった。


　計画のためだけでなく、凜々花が好きになった人とは誰なのか、自分でも意外なほどに気になっている。


「そっか、知りたいか……」


　凜々花はそうつぶやいて、ゆっくりと振り向いた。


　彼女はいたずらっぽく微笑ほほえんでから──小さく舌を出して言った。


「ないしょ」







おわり







　あとがき







　はじめまして、鏡かがみ遊ゆうと申します。


　こちらで書かせていただくのは初めてですので、まずは軽く自己紹しよう介かいなどを。


　普ふ段だんはＰＣゲームの企き画かくや脚きやく本ほんなどをやっています。というより、他のことがさっぱりできません。ディレクターやプロデューサーに転向もできず、路頭に迷いそうです。


　まあ、こんな感じでいろいろ残念なヒトなのですけど、ご縁えんがありましてこちらで執しつ筆ぴつさせていただけることになりました。路頭に迷わないためにも頑がん張ばりたいです。





　ネガティブな話ばかりでもなんですので、作品の内容について少し。


　ある目標を持ったお嬢じよう様さまと、それを支えるメイドさんのお話です。メイドさんというか、中身はアレですけど。


　とにかく、メイドさんがあれこれとお嬢様のお世話を焼いていきます。ある意味、育成シミュレーション的な？


　でも、お嬢様はいいですよね。夢がありますね。


　つば広の帽ぼう子しに白いワンピース、広いお庭で大型犬と戯たわむれてる……みたいな。今作のお嬢様は全然そんなタイプじゃないですけど。


　自分なりに可愛かわいいお嬢様を追いかけたらこうなりました。お嬢様がどうなっていくのか、追いかけていければいいなあと思います。





　最後になりましたが、謝辞を。


　QP:flapper先生、素晴らしいイラストをありがとうございました。


　担当さん、いつもご迷めい惑わくをおかけしてすみません。毎回助かっております。


　そして、この本の作成に関わっていただいたすべての皆みな様さまに感謝いたします。


　なにより、読者の皆様に最大の感謝を。


　それでは、またお会いできれば嬉うれしいです。







鏡遊





ボクの可愛かわいい国家令嬢おじようさま





鏡かがみ遊ゆう
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